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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　超ちようまえがき




　腹はらペコ神官戦士ルーチェ・メテオライト、最後の冒ぼう険けんをお届けしましょう！

　「ＴＲＰＧはこんなにてきとーでも遊べる」ということをお見せしたいと始めた本リプレイシリーズは、ＴＲＰＧが初めてという超ちよう初しよ心しん者しやをひとり、一回だけ遊んだことがあるという初心者をひとり迎むかえて始まりました。

　本ほん書しよを手に取られた方なら、そのあたりはすでにご存じでしょう。




　第一巻かんでは「キャラクター作成の様子」「チュートリアル的な一部屋ダンジョン」「普通のダンジョン」「シティアドベンチャー」を。

　第二巻では、ＴＲＰＧにちょっと慣なれてマンネリした人向けなイメージで、変へん則そくシナリオセッションを目め指ざし……「シナリオ内にミニゲーム（オリジナルルール／ランダムダンジョン）を入れてセッションを遊ぶ」を実じつ践せんしてみました。




　では、最終巻となる本書ではいったいなにをするのか。

　最終巻ゆえ、これまで広げてきた話をまとめなくてはならないし、ばらまいてきた伏ふく線せんも回収しないといけない。

　初心者プレイヤーもそろそろゲームになれてきたので、その成長も見せたい。

　その上で、「こんなにてきとーでも遊べる」というのを実践するには、どうしたらいいのか……ちょっと悩なやんだのですが───。




　悩むまでもありませんでした。




　先にネタを話しますが、本書に掲けい載さいされる第六話（……すなわち最終回）はエネミーのデータを用意した以外は、すべて「アドリブ」です。

　つまり、シナリオを書かずにセッションを行なっています。

　いや、初めからそうしようと思ったわけではなく、結果的にそうせざるを得えない状じよう況きように追い込まれたからなのですが……（笑）。

　それゆえ、前巻までは幕まく間まに「INTERLUDE」というコーナーを作って、次のシナリオでなにをするか、その思考の過か程ていなどを書きましたが、今巻ではそれがありません。決して落らく丁ちようではありませんのであらかじめご注意ください。




　ではそろそろ……大だい惨さん事じの予感しかない本ほん編ぺんに参まいりましょう！







　　　これまでのあらすじ




　ルーチェ・メテオライト、一六歳さい───。〝聖都〟ディアスロンドに生まれ、外の世界を知らずに育った彼かの女じよは、幼おさななじみの魔ま術じゆつ師しベルダーと共に、地方の小国家ユーカリ王国に赴おもむく。そして、過か去こを捨すてた盗とう賊ぞくアモーレ、東方の侍さむらいサジら、仲間と共にかの地の神しん殿でんに所しよ属ぞくする冒ぼう険けん者しやとして活動することとなったのである。

　そんなルーチェは、上司の神官ディクシィの思惑おもわくもあり、神しん殿でんのエリート騎き士しレオーネのギルドと雌し雄ゆうを決するため、21の試練に挑いどむ。辛からくもこれに勝利したこともあり、彼女たちのギルド〝シンクトワイス〟の勇名はさらに広まるのであった。

　その一いつ件けんの後、ゴヴァノールの町で瘴気大発生事じ件けんが勃ぼつ発ぱつする。この瘴気の源みなもとは、ルーチェたちが前回の冒ぼう険けんで遭そう遇ぐうした謎なぞの魔ま獣じゆうクロウ・クルワッハの残した〝核かく〟であった。事じ態たい解かい決けつの鍵かぎを握にぎる人物は、王都アーケンの王おう城じようの内に籠こもる〝天使〟。気まぐれで恐おそろしい彼女が課したダンジョンをクリアし、続く彼女との直ちよく接せつ対決を制せいしたことにより、ルーチェたちは瘴気を払はらう魔石を入手。町に取り残された人々を救うことに成功した。しかし、天使はルーチェに、気になる言葉を残していた。

　死んだはずのルーチェの父、ジョーカー・メテオライトはまだ生きている───と。


































　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆涙なみだもろい男の話




「え？　浅あさ見みさんって、そんなに涙もろいんですか？」




　それは私わたしと味み里さとさんの、ある日の会話でのこと。

　何気ない言葉のやりとりで味里さんの口から出た台詞である。




きくたけ：ええ、涙もろさは相当なもんらしい。情じようにもろかったり厚あつかったり、感かん情じよう移い入にゆう度がすごいというか……？

味里：ほー。

きくたけ：こんな話を聞いた。ある、大事な友人の結けつ婚こん式しきに出席した時のこと。友人の前に笑え顔がおで立つ結けつ婚こん相手を見ながら……「ああ、あいつは奴やつのものになっちゃうんだなー」とか、それまで一いつ緒しよに過すごしたいろんな記き憶おくが怒ど濤とうのごとくに蘇よみがえってきて……。

味里：泣いちゃった？

きくたけ：祝福ムードが蔓まん延えんし、笑顔が絶たえない会場でたったひとり───感極きわまって号ごう泣きゆうしちゃったそうで。

味里：あ、あのそれ、実はその友人である花はな嫁よめを浅見さんが好きで、なのに別の男と結婚しちゃって泣いてるようにしか……。

きくたけ：実じつ際さいにそう疑うたがわれたそうですよ。ただ、それはありえないんです。

味里：ありえない？

きくたけ：だって、その浅見の友人というのは花はな婿むこの方ですから。

味里：ちょっと……っ!?（笑）

きくたけ：男友達の結婚式で号泣するなんて話は初めて聞きました。この感情移入の激しさ……うまくすりゃ、『ルーチェ』の最終回でも、泣かせられるんじゃないかね（笑）。

味里：それ、いいですねっ！

きくたけ：へ。

味里：泣かせましょうよっ、最終回までに！　ちょっとあたし、がんばりますよっ！

きくたけ：これが役者魂だましいというものか……！　よし、やってみよう！




　こうして、物語とは別に───本書での隠かくされた目的は決まったのだった。







◆Preplay02◆今回予告とキャラクターの成長




　肌はだを刺さすような寒さを感じる二〇一四年一二月某ぼう日じつ。

　街角に流れる年としの瀬せの慌あわただしい雰ふん囲い気きをよそに、五人の男女がＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室に集結していた。

　その目的はもちろん『聖弾のルーチェ』第五話のセッション収しゆう録ろくのためだ。

　なにやら本書の発売が次の二月であることを考えると、なにやらとてつもなく大変なことになっているような気がしないでもない。

　うん、九月。

　きっと今はまだ九月くらいのはずだ。




　私は、そう思おもい込こみながら……本セッションに臨のぞんだ。




　　＊　＊　＊




　ではここで、今回のセッションに参加する面々をご紹しよう介かいしておこう。




▼味里

　プロダクション・エースに所属する女じよ性せい声せい優ゆうさん。

　非ひ常じように真面目で前向きという印象ゆえ、話をしていると時おり、「え、そこ!?」とツッコミを入れたくなることがしばしばある（笑）。

　ＴＲＰＧの経けい験けんは、０であった。

　最近の出しゆつ演えん作さくは、『艦かん隊たいこれくしょん─艦かんこれ─』の武蔵むさし、伊い８はち、伊19や、『デート・ア・ライブ　或守インストール』崇宮真那たかみや・まななど。

　ブログ／ajility-store　http://ameblo.jp/ajility/

　公式プロフィール　http://www.production-ace.co.jp/m/misato/




▼浅見正義あさみ・せいぎ

　きくたけの友人である。

　もともとは声優の若林直美わかばやし・なおみさんに紹介された男で、某ぼう企き業ぎよう系けい列れつのサラリーマンである。

　一見するとさわやかリア充じゆう風味だが、自分はオタだと公言してはばからない。データ重じゆう視しのゲームが大好きで、データと名の付くものがあればとことん解かい析せきしないと気がすまない。

　きくたけを「にーやん」と呼よぶが、たまに「てめえ」だの「おめえ」だの、素す敵てきな呼よび名なに変わる。いや、お互たがいにだが。

　本リプレイ以前にＴＲＰＧを遊んだ経験は一回───しかも任にん務む失敗。

　ファンの女性声優がふたりいるのだが、それが誰だれなのか……あえてここでは明かさない。せかいいちかわいい。




▼Ｏはた

　本名は大畑顕おおはた・あきら。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所属のライター。『アリアンロッド』を始め、多くのゲームのデータ製せい作さく＆チェックを担たん当とうしている。

　史上最強の三下属ぞく性せいを持つ男で、隙すきあらば人の下に下にと潜もぐり込こんでいく。

　社内ですれちがいざまにチョップを繰くり出だすと、すぐに死ぬ。そして一秒で生き返る。




▼かわたな

　本名は田中信二たなか・しんじ。〝かわいそうな田中〟略りやくして〝かわたな〟。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．に所属する物書きであり、制せい作さく進行であり、ＤＴＰデザイナーであり……本の制作にかけてはなんでもこなす謎の男である。これまで、多くのリプレイにプレイヤーとして参加しており、かっこいいセリフを吐はく男だん性せいキャラや、頭のネジが七本ほど抜ぬけた女性キャラを得意とする。




▼菊きく池ちたけし

　本リプレイのゲームマスター（以下、ＧＭ）兼けん、著ちよ者しやを務つとめる。

　ＴＲＰＧを糧かてに生きる物書きで、気づけばこのライター仕事を専せん門もんで始めてすでに二五年───思えば遠くへ来たもんだ。

『アリアンロッドＲＰＧ』や『ナイトウィザード』シリーズのデザイナーでもある。

　たまに、尻しりで水道管を破は壊かいする。




　　＊　＊　＊




きくたけ（以下、ＧＭ）：では、今回予告とハンドアウトを読み上げよう。なお、この今回予告とハンドアウトは、今回のシナリオ中に決着しない要よう素そもあるから注意してほしい。

味里：ん、どういうことですか？

ＧＭ：次回の第六話へ引ひき継つがれる部分もあるってこと。最終回に向けて盛もり上あげるために、物語の重要なテーマを扱あつかうってことを言いたいわけで……。

浅見：ほーう。では、その盛り上げってヤツを見せてもらおうじゃないか。

ＧＭ：なんでえらそうなんだお前（笑）。ともかく、今回予告いきまーす！

一同：はーい！




●今回予告

「あなたの父親は、まだ生きている」

　名もなき天使の言葉は、ルーチェの心にしこりを残した。

　すべては一三年前のこと。

　父が消えたあの日に、なにがあったのか───。

　そんなおり、神殿が大きな作戦を発令することが通達された。




『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ　聖弾のルーチェ』

　第五話「前兆」




　───冒険の舞ぶ台たいがキミを待つ。




かわたな：〝核〟の存そん在ざいとか、すでに前回から前兆的なものがあった気が……。

味里：そうですね。………ていうか、「お父さんが生きている」って情じよう報ほうが、すっごく気になるんですけど!?

Ｏはた：味里さん、きっとＧＭがその回答を今回のシナリオで提てい示じしてくれるでしょう。

ＧＭ：そう。いろいろな謎が解とけるかもしれない───。

味里：おおっ！

ＧＭ：───解けないかもしれない。

浅見：どっちだよっ!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：セッションに入ればわかるということで。続いてハンドアウトに移うつろう。今回は個こ別べつのＰＣごとに用意したぞ。まずはルーチェから！




ルーチェ用ハンドアウト

コネクション：ジョーカー・メテオライト　　　関係：家族

　父親が生きている───。

　その言葉は、キミの幼おさない頃ころの記憶を蘇よみがえらせた。

　父と最後に言葉を交かわしたのは、奇くしくもキミの誕たん生じよう日び。

　誕生日プレゼントを手て渡わたしてくれる、彼の優やさしい微笑ほほえみが形見になった……はずだった。




味里：お父さんの想い出だ!?

ＧＭ：そう。今回のルーチェのオープニングは回想シーンから始まる。

浅見：気をつけるんだ、味里ちん。にーやんは、俺おれたちを泣かせにきている。

味里：はい、気をつけます！

　役者である。




味里：（悲しげな少女の声で）………お父さんのあの微笑みが今でも思い出されます………。（素すに戻もどって）って、なにか具体的に残る形見がほしいなー。

浅見：ふむ。誕生日だし……ルーチェが喜びそうなものとなると、でかいケーキとかかな。

味里：───ぱく。

Ｏはた：ひ、ひぃっ!?　一口……っ!?（一同爆笑）

味里：か、形見は、食べ物以外、食べ物以外で！（笑）

ＧＭ：じゃあ、なんか考えておいて（笑）。次はベルダーのハンドアウトにいこうか。




ベルダー用ハンドアウト

コネクション：ルーチェ・メテオライト　　　関係：忘ぼう却きやく

　キミは、ルーチェと秘ひ密みつを共有しているはずだった。

　それが、キミが彼女を守ろう・助けようというモチベーションとなったからだ。

　だが、その内ない容ようとはなんであったろう？

　不思議と、そこだけが記憶から抜ぬけ落おちていた。




浅見：なんだと!?

ＧＭ：ベルダーのライフパスの〝秘密〟は、忘わすれていたのではなく。なんらかの理由で、記憶から抜け落ちていたんだよ！

浅見：くっ、いったいどうしてだ!?

味里：せかいいちかわいい彼女に出会っちゃったからじゃ？（さらっと）

一同：…………。

浅見：それはありそう───って、いや、ないぞぉっ!?　そんな話じゃねえだろっ!?

Ｏはた：浅見さんっ、欲よく望ぼうに忠ちゆう実じつ過ぎっすよ!?（笑）




アモーレ用ハンドアウト

コネクション：組そ織しきの相あい棒ぼう　　　関係：腐くされ縁えん

「俺はよけいなこと、しちまったようだ。だが、これがうまくいけば俺も金持ちだ」

　かつての組織の仲間が、キミに会いたいと連れん絡らくをよこしてきた。

　その内容は不明───しかし、彼は希望に満ちていた。

　手紙の締しめくくりはこうだった。

「俺、この仕事が終わったら引いん退たいして、妹と幸せに一緒に暮くらすんだ」

一同：ちょ……っ！

味里：フラグにしか見えません（笑）。

Ｏはた：大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。こいつは組織の汚きたない仕事から足を洗あらいたかったんだよ……。って、お前は誰なんだミーの昔の相棒よぉ───!?（笑）

ＧＭ：なに言ってんだ。二巻にも登場しただろう。街ひとつを救うため、いろいろがんばってくれた昔の仲間。あいつだよ。

Ｏはた：おお、あのマイフレンドでしたか。確か名前は決まってないな、えー……。

かわたな：タモーレ。

Ｏはた：では、それで（さらっと）。

浅見：アモーレの相棒タモーレ………わかりにくいわっ！（笑）

Ｏはた：タモーレは名字でフルネームは〝寂さびしがりや〟のカマッテ・タモーレです。

味里：かまってちゃんなんですね!?（笑）

Ｏはた：そして彼は引きこもりの妹、コモッテ・タモーレを養っている。

ＧＭ：バカじゃないのっ!?（一同爆笑）

味里：妹、引きこもりなのっ!?（一同爆笑）　

ＧＭ：（ほっとくとどんどん設せつ定ていがつくな）……ま、まあ、アモーレにはそんな複ふく雑ざつな背はい景けいを持つ相棒がいたということで。次は───サジ。




サジ用ハンドアウト

コネクション：ディクシィ　　　関係：後こう援えん者しや

　キミはディクシィに呼よび出だされた。

　他の三人には内ない緒しよでだ。

　めずらしく、彼女の面持ちは沈ちん痛つうなものだった。

　彼女が口にした言葉を聞いて、キミは迷まようこととなる。

　それをルーチェに聞かせていいかどうか、と。




かわたな：あのディクシィが沈痛な面持ちを!?

ＧＭ：そう。鬼おにの目にも涙というか……。

浅見：ひでーよ、にーやん！（笑）

かわたな：これはヤバい。彼女の隠かくれた側面を見せられるなんて……！　フラグが立ってしまいそうだ。

ＧＭ：サジには、今回ルーチェに関する、デリケートな情報が渡わたされるんだ。

かわたな：なるほど。拙せつ者しや、口は堅かたいでござるよ。

味里：って、サジさんにあたしの秘密が知られるんですか!?　気になりすぎます!!

ＧＭ：うひひ。じゃあ、ハンドアウトはこれで終しゆう了りよう。みんなレベルアップを始めてくれ！

　と、そんなこんなで始まるレベルアップ作業。

　これでセッションも六回目。当初は初心者だった味里さんと浅見も慣れたもので（約一名初心者離ばなれしたヤツはいたが）、ルールブックやサプリメントを眺ながめてはあーだこーだとＰＣを強化していく。

　わいわいと賑にぎやかな時間が流れ……やがて、四人のＰＣたちの成長は完かん了りようした。




ＧＭ：よし、できたな。ではみんな、順番に発表してもらおう！　まずはルーチェ！




　　＊　＊　＊




●ルーチェ・メテオライト（６レベル）の場合

味里（以下、ルーチェ）：ルーチェです。６レベルになりました！

Ｏはた：１レベルだったルーチェが今や６レベル。立りつ派ぱになりましたなあ。

ルーチェ：戦士としての力を伸のばし、アコライトであったことを忘れかけてるルーチェでしたが……【知力】が少し上がって、頭がよくなりました（笑）。

ＧＭ：スキルはどう成長させた？

ルーチェ：《スラッシュブロウ》が３レベルになって、ダメージに＋６Ｄになりました。それから、《シールドストライク》が２レベルになって、命中とダメージが上がりました。

Ｏはた：盾たての扱あつかいがうまくなりましたね。

ルーチェ：そして……《インビジブルアタック》を新しん規き取得しました！　これで、命中判はん定ていに＋１Ｄです。今まで当たらないことが多かったんで……。

ＧＭ：「当たらなければどうということはない」を言われる側だったしね。

ルーチェ：さらに、《ハンズオブライトⅡ》を取り、セットアッププロセスで、《ヒール》がかけられるようになりました！　これまで以上に手が光るようになりました。

ＧＭ：これまで以上に光るってどういうこと（笑）。

ルーチェ：六〇ワットが八〇ワットに。

ＧＭ：明るくなったのか……っ!?

ルーチェ：そして、よけいお腹なかが空くようになりました！

かわたな：摂せつ取しゆしたカロリーを光に変へん換かんしてるよ!?（一同爆笑）

ＧＭ：どんな体たい質しつだよ!?（笑）　で、装そう備びは？

ルーチェ：武ぶ器きがファインメイスからレイジハンマーに変更、攻こう撃げき力りよくが３点上がりました。

Ｏはた：クリティカルすると、さらに２Ｄダメージが上がりますね。

ルーチェ：頭部防ぼう具ぐに闘とう士しのバンダナを装備しました。命中が１点、【物理防ぼう御ぎよ力りよく】が２点上がってます。それから、戦士の環わで、ダメージ＋１、【物理防御力】に＋１。祝福の花で、《ヒール》に＋１Ｄ点です。

ＧＭ：装備が充じゆう実じつしたねぇ。

ルーチェ：あと、あまったお金で、野菜を四個こ購こう入にゆうしました。お腹が減へるといやなので（笑）。

ベルダー：欲望に忠実だなー（笑）。

かわたな：第三話のクエストでも、お金優先だったし。

Ｏはた：戒いましめが必要ですね。では、ルーチェのお腹が空くと……サジの頭の鉢金が締しまる。

一同：なんでっ!?

ベルダー：西遊記の緊きん箍こ児じかよっ!?（笑）

かわたな：お腹が減るのはルーチェ殿なのに、痛いたい目を見るのは拙者か!?　つまり、常つねにルーチェ殿になにかを食わせろと……っ！（笑）

ルーチェ：ひ、ひどい（笑）。とにかくそんな感じで、ルーチェは以上です。




●ベルダー・ウィステリア（６レベル）の場合

浅見（以下、ベルダー）：ベルダーだ。６レベルになって、【精せい神しん】の値あたいが上がったぞ！　おかげで、【ＭＰ】も上がってる。

ＧＭ：おめでとう。

ベルダー：スキルは、まず、《マジシャンズマイト》がとうとう５レベルになった。さらに、《ハイウィズダム》と《タクティクス》を２レベルに上げたよ。《タクティクス》は、きっちり３レベルまで上げるつもりだ！

ＧＭ：《マジシャンズマイト》でどれくらい強化された？

ベルダー：《ウォータースピア》が７Ｄ＋12点。装備とかの分もあわせて、ダメージが40点くらい出ればいいかなって感じ。

ＧＭ：他は？

ベルダー：《スペシャリスト》も２レベルにした。そして、迷まよっていた《フックダウン》も取ったので、これでクリンナッププロセスにポーションが飲めるように！　これからは、持っているポーションを有ゆう効こうに活用していきたいと思う。

ＧＭ：いいとこに目をつけやがる……。

ベルダー：今回、俺は装備がけっこう変わったぞ。１レベルの時からの相棒だった知ち識しきの書とサヨナラした。【知力】が１点下がったけれど、《ハイウィズダム》のレベルが上がってるから、差し引きで結果的には１点上じよう昇しようしたことになる。その分、奥おう義ぎ書しよを購入。魔ま法ほうダメージが３点上昇した。さらに、所持アイテムで虹にじの輝かがやきを買ったので、魔法ダメージを２点上げられる。合計で５点の底上げになる。

ＧＭ：なるほど……（笑）。

ベルダー：報告は以上だぜ。




●アモーレ・カモーレ（５レベル）の場合

大畑（以下、アモーレ）：アモーレだ。レベルが５になった。スキルは《スペシャライズ》と《ブラインドサイド》のレベルを上げて、《バタフライダンス》を取りました。

ベルダー：回かい避ひを上げたのかー。

アモーレ：前回は、「これ以上、金を消費するわけにはいない」と思って《リサイクル》を取得したじゃないですか。おかげで《バタフライダンス》を取り損そこねてました。「冒険者、節約のすすめ」という本を読んで、節約術を学んでいたので。

ＧＭ：浮いたお金は、すべてルーチェの腹に入っていたんだろうが。

アモーレ：ルーチェがとうとう、カネゴンに。

ＧＭ：いや、お金を直接食うわけではなく……って、カネゴンとか読者がわからんわっ!?

アモーレ：えー、その辺はおいときまして。武器を変えたかったけど、筋力基き本ほん値ちが足りなかったので《トレーニング：筋きん力りよく》も取得……スキルで補おぎないました。おかげで、頭部防具はハットからグリーンベレーに、補ほ助じよ防具がトラベラーズマントから俊しゆん足そくのブーツに変わりました。それから、ミスリルの矢を五本までそろえた、と。以上です。




●サジ・シラヌイ（５レベル）の場合

田中（以下、サジ）：５レベルになったサジでござる。スキルは《アーマーブレイク》のレベルを上げて４に。あと、新たに《ディフェンダー》を取得。マイナーアクションで使用すると、シーン中【物理防御力】が＋３できる。

ＧＭ：相変わらず、攻撃は無視で防御と支し援えんに拘こだわっているな。

サジ：それが拙者の道でござる（笑）。それからもうひとつ新規に取得したのが《ギフト》。シナリオ１回、ダイスロールに＋２Ｄだ。

ＧＭ：なるほど、ここぞという判定の時に活かそうと。

サジ：そうそう。拙者、毎回のように〝ここぞ〟という時がくるので。使い道がなかったら、このギルドらしくドロップ品のロールにでも使用するでござる。

ルーチェ：あたしたち、欲望に忠実ですからね（笑）。

サジ：一いつ般ぱんスキルは《フェイス：ゴヴァノン》を取った。これで、【物理防御力】と【魔法防御力】が１点ずつ上がった。

ＧＭ：んで、装備は？

サジ：補助防具をミスリルポイントアーマーに変へん更こう。あと、所持品は、万ばん能のう薬やくを三個、剣けん鬼きのつばを購入した。以上だ。




　なお、今回はギルドレベルがひとつ上がったため、ギルドサポートは《目利き》を取得、一行は、それに加えて取得済みの《祝福》《陣じん形けい》《蘇そ生せい》を本セッションに持ち込んだ。
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◆Opening01◆夢ゆめ見みるは遠き日々




　赤ワインで柔やわらかく煮に込こんだ牛肉に、香こう草そうとバターで焼いたお魚、皮がぱりっとした鶏にわとりの丸焼き。籠かごいっぱいのスコーンとパンに、とびきり大きなショートケーキ。

　テーブルいっぱいのごちそうに、幼おさない少女は瞳ひとみを輝かがやかせる。

　そう、今日はちょっぴり特別な日。




　そして幼き日の……幸せだった家族の、最後の記憶。




ＧＭ：では、オープニングフェイズを始めよう。最初はルーチェのハンドアウトにある、一三年前の回想シーンから始まる。登場するのは、ルーチェとベルダーだ。

ベルダー：一三年前だと、ルーチェが三歳、ベルダーが七歳か。

ＧＭ：そうなるかな。これは、ルーチェが誕生日を迎むかえた日の記き憶おく。……夜、闇に舞い落ちる雪が、窓の外に広がる景色を一面の白に染めていく。「さ、席に着きなさい、ルーチェ」母親に名前を呼ばれ、視線を転じれば……〝パチパチ〟と音を立てながら赤々と燃える、暖炉の炎。暖あたたかな部屋の中、質素な木のテーブルの上には、作りたてのごちそうが並んでいる。それは、今は失われた家族が団だんらんしている光景で───。

ベルダー：なんか描写がいい雰囲気に。

ＧＭ：過去の思い出とは、そういうものよ。神しん殿でんで高い位置についていたルーチェの父だったが、家は木で作られた素そ朴ぼくなもの。生活自体も質しつ素そなものだった。アルトリウス祭───クリスマスみたいな日だと思ってくれ───が近いからか、部屋の隅すみっこには大きなもみの木が飾かざられている。キミの誕生日を祝おうと、両親や幼なじみのベルダーら、幾人かが集まり、食卓を囲む。並ならんだ料理は、いつもよりもちょっと豪ごう華かだね。

ルーチェ：えへへ……いいですね～。

サジ：そういえば、ルーチェの母上殿は、今もご健けん在ざいなのでござるか？

ルーチェ：はい、元気ですよ。お父さんが亡なくなったあと、一緒に田舎いなかに引ひっ越こして、静かに暮くらしてたんじゃないかなって。

ベルダー：……そういえばルーチェの誕生日、クリスマスが近いってことは……プレゼントは一個こにまとめられるパターンだな。

ルーチェ：がーんっ!?（笑）

ＧＭ：ところがだ。父ジョーカーはテーブルの下から、大きな包みと小さな包みを取り出して、キミに差し出す。「ルーチェ、ほら、プレゼントだよ。これが誕生日プレゼントで、こっちがアルトリウス祭のだ。いつもはまとめてたけど、今年は特別にふたつ用意したぞ」

ルーチェ：（幼い声で）……あ、プレゼントがふたつ！　やった～、やった～！

ＧＭ：ルーチェは、どんなプレゼントをもらったことにしたい？

ルーチェ：う～ん……形が残るものがいいから、食べ物以外がいいですね。クマのぬいぐるみと……あとは……あ、承しよう認にんの判はん子こがいいです！（笑）

ＧＭ：うい（笑）。彼は、手にした小さな宝石箱を開く。そこには、彼女の名が刻まれた判子が納められている。「ルーチェ、これは将しよう来らい、冒ぼう険けん者しやになったら使うといい」

ベルダー：学校の卒業式で判子をもらうみたいな感じだな（笑）。

ＧＭ：「やめてください、あなた。冒険者なんて……ルーチェはまだ、こんなに小さいんですから……」と、母親は呆あきれたように言う。

ルーチェ：（幼い声で）えへへ、お父さん怒おこられた～！（笑）

ＧＭ：「やれやれ。また母さんのお小言が始まったぞ」そう言いつつも、父の声は楽しそうだ。母もどこかおかしそうに、くすくすと笑っている。

ルーチェ：ああ、いい家庭……（笑）。

ベルダー：それじゃ、俺は近くで拾ってきたどんぐりとかを、誕生日プレゼントにあげよう。

ルーチェ：おいしいですっ！

ベルダー：速そつ攻こうで食うなよ!?（笑）

ＧＭ：「これは私わたしから。ルーチェ、おめでとう」母は、ルーチェに手て編あみのセーターをプレゼントしてくれて───。

ルーチェ：わ～い！　……本当に、いい家庭ですね～（しみじみ）。

ＧＭ：ジョーカーは、子供たちのやりとりを微笑ましそうに、そして名残惜しそうに眺め、やおら席から立ち上がる。

ルーチェ：え？

ＧＭ：部屋の片隅を見れば、すでに旅支度の用意がされている。窓の外から聞こえてくるのは、彼の仲間とおぼしき声だ。「ジョーカー、時間だぞ」出立を促うながすそんな言葉に、ジョーカーは、母の顔を見据えて頷く。「───行ってくる」

ルーチェ：（さみしそうな声で）行っちゃ、やだ～……。

ＧＭ：父はルーチェのかたわらに歩あゆみ寄よると、しゃがみこんで視し線せんを合わせ、頭をなでてくれる。「大丈夫だよ、ルーチェ。すぐに帰ってくるよ。約束だ」

ベルダー：これ、今から仕事をしに行くのか。

ＧＭ：そうだ。彼は今、神殿から、大きな任務を任されている。そしてこれが、ルーチェが父親と言葉を交わした最後の機会となる。

ルーチェ：え？

ベルダー：あー、この任務でジョーカーは死ぬってことかよ！

ルーチェ：と、止めます！

ＧＭ：なに言ってるんだ、これはあくまで過去の出来事、夢に現われた光景だ。ここで止めても現実はなにも変わりやしない。

ルーチェ：うぅっ!?

ＧＭ：母が「あなた、もう行ってしまうの？」と訊たずねると、ジョーカーはひとつ頷く。「ああ。この任にん務むが終わったら、引いん退たいして、のどかな山やま奥おくにでも引ひっ越こそう。どうかそれまで、待っていてほしい」

ルーチェ：あ、あからさまな死し亡ぼうフラグを立ててる……！（笑）

ＧＭ：「でも……本当に大丈夫？」と心配する母に、父は「大丈夫さ。この子たちがいるんだ、無事に戻もどってくる」と言葉を返した。

ベルダー：いつもだったら「なにすんだよ」って言うところだけど……今は、手を払はらいのけないで、じっとしてる。話もちゃんと聞いておこう。

ＧＭ：「ベルダー。ルーチェが立派な冒険者になるその時まで、頼たのむぞ」

ベルダー：任まかせておけって！　俺はこいつの兄ちゃんみたいなもんだからな！

ＧＭ：ジョーカーは少し思案顔をしてのち、ルーチェの頭をなでながら言った。「……幼いお前たちには、まだわからないかもしれないが……これだけ伝えておこう。いつかこの言葉が役に立つ、そのことを願って」

ルーチェ：おお？

ベルダー：なんだ？

ＧＭ：しかし、夢の中で……彼の紡いだ肝かん心じんの声は聞こえない。確かに父はなにかを言っている。でも、その言葉だけが記憶から抜ぬけ落おちている。

ルーチェ：口だけ動いて、声が当てられていないんですね。なにか大事なことを言われてると思うんだけど……きょとんとした顔をしてます。

ＧＭ：……そして夢の中、唐突に戻ってくる声。「……───わかったな？　これは、私とお前たちだけの、秘密だ」

ベルダー：秘密きた……っ！　内容、わかんねええっ！（笑）

ＧＭ：そして彼はゆっくり立ち上がり、バックパックを背負う。「それじゃ、行ってくる」

ルーチェ：（幼い声で）おとぉさん、いってらっしゃ～い！

ＧＭ：ルーチェは、この光景をとても鮮せん明めいに記憶している。父がキミに手を振ふり、扉とびらを開ける。そこに待っていたのは、父のギルド仲間とおぼしき冒険者たち───。

ルーチェ：どんな人がいます？

ＧＭ：え、あー……葬式の時にいた、金髪ロングの女性とか、スキンヘッドのおっさんとか、あと、えー……（[image: ←]超てきとー）。

アモーレ：ヒューリンばっかりで？

ＧＭ：いやいや？　他にもいるよ？　そうだな、身体が人間、頭が魚の……。

アモーレ：なんで魚人ですかっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：サハギンいいじゃん、サハギン。サハギンは、サブリーダーだよ。彼は、ジョーカーが出てくると一歩前に進み出て、言う。「（低い声で）ではジョーカー、参りましょう」

一同：渋いよっ!?

ルーチェ：（[image: ←]爆笑している）

ＧＭ：ジョーカーは、「おう」と気さくに応えて家を出て行く。その、彼の広い背せ中なかがルーチェにとって父を見た最後の記憶となった。

ルーチェ：……お父さんのギルドが、壊かい滅めつしたんですよね。

ＧＭ：生存者はいたけどね。後日、ジョーカーの死と共に、神殿から報せが届とどくこととなる。以い降こう、ルーチェはふとした時に、この日のことを何度も夢ゆめに見るようになった。

ベルダー：俺も忘れられねぇよ。でも〝秘密〟の部分だけ抜け落ちてるのが気持ち悪いな。

ルーチェ：……うん。

ＧＭ：しかし、何度繰くり返かえし夢を見ても、ジョーカーがふたりに言った言葉は思い出せない。そう、今回もまた───そんなところで、場面は現げん代だいへと戻る。




　　＊　＊　＊




ＧＭ：時刻は、午前三時。神殿、ルーチェの部屋から場面は始まる。キミたち〝シンクトワイス〟は今日も、ディクシィから招しよう集しゆうをかけられているわけだが───。

サジ：夜の三時……起きる時間でござるな……（笑）。

ルーチェ：ぐー。

ベルダー：ルーチェが起きてこないので、起こしに行く！（笑）　同室のアモーレは？

アモーレ：ハンドアウトのコネクションから呼よび出だされてるから、部屋にはいないということで。

ベルダー：なるほど。じゃあ、廊ろう下かから、部屋のドアを強くノックし続ける。おいルーチェ、いつまで寝ねているんだ！　みんな待ってるぞ！

ＧＭ：ルーチェの夢に、ノックの音がだんだん重なって聞こえてくるよ（笑）。

ルーチェ：う～ん、むにゃむにゃ……ぐー、お腹なかが空いてます。

サジ：ぐわっ、ぐわ──────っ!?（[image: ←]頭痛）

ＧＭ：早く起きてご飯食べないと、サジが死ぬぞ。

ベルダー：その設定はイキなのかっ!?　まずい、このままではサジが……っ!?　早くルーチェに飯を食わせないと！　幼おさななじみだからな、特に気にせず部屋に入って、ルーチェの布ふ団とんを引っぺがす！　オラぁ……っ!!（[image: ←]引っぺがした）

ルーチェ：ひゃあっ!?（[image: ←]引っぺがされた）

ベルダー：ディクシィが怒おこり出す前……じゃない、サジが死ぬ前に起きてメシを食え！

ルーチェ：混こん乱らんして、枕まくらを投げます！　ぼふっ！

ベルダー：おわっ!?

ルーチェ：なななななんでベルダーさんが部屋にいるんですかっ!!　乙女おとめの部屋に入っちゃダメです～っ!!　えいっ、ハンマーも投げます。

ベルダー：危ねぇよっ!?（笑）　俺はただ起こしに来ただけだっつーのっ!?

ルーチェ：……ベルダーさん！

ベルダー：なんだっ！

ルーチェ：お腹が、空きました！

サジ：ぐわっ、ぐわ──────っ!?（[image: ←]頭痛）

ベルダー：飯はディクシィと話が終わったあとだ。着き替かえなきゃいけないだろうから、俺は部屋の外で待ってるぜ。終わったら、声をかけてくれ。

ルーチェ：は、はいぃ……わたわた準備を始めますっ！

ＧＭ：微妙に締しまらないが、ルーチェらしくていいか（笑）。では、ルーチェが部屋の中でばたばたし始めたところで、シーンを終しゆう了りようしよう。







◆Opening02◆闇やみ夜よの密みつ会かい




　ふと窓まどの外に気配を感じ、アモーレは窓まど辺べに歩あゆみ寄よった。

　消えた気配のあとに残るのは、窓の隙すき間まに挟はさまれた一いち枚まいの紙切れ。そこには走り書きで、アモーレに話がある事、とある裏うら路地の場所が記されていた───




ＧＭ：では、オープニングフェイズの２シーン目、アモーレのオープニングだ。かつての仲間だったカマッテ・タモーレに呼び出され、キミは人ひと気けのない路ろ地じ裏うらにやってくる。

アモーレ：で、アタシはどんな風に呼び出されるんだい？

ＧＭ：アモーレが寝泊まりする部屋の窓に、合流場所を指定したメモだけが挟はさまっていたと思ってくれ。話があるということ以外、呼よび出だした理由などは一切不明だ。

アモーレ：オーケー。それじゃ、ルーチェに気づかれないように、そっと外に出た。

ＧＭ：季節はすでに一二月。寒さが骨ほねの髄ずいまで染しみるような、そんな夜───。

アモーレ：ひ、ひいぃっ!?　一二月だったのかっ！　死ぬっ、こんなカッコじゃ凍とう死しする!?　部屋から一歩も出たくないっ!!（笑）

ＧＭ：コートとか着て出かければいいだろうっ!?

アモーレ：じゃあ、分ぶ厚あついコートでも買っておこうかね。くっそー、なんでこんな寒い時に呼よび出だすんだい！　おのれカマッテ……！

ＧＭ：……と文もん句くを言いつつも、アモーレは夜の繁はん華か街がいへと繰くり出だしていくわけだ。アルトリウス祭が近いから、表通りはまだ喧けん噪そうに満ちている。指定場所は、そこから数本裏うら道みちに入った、人気のない裏路地だ。

アモーレ：陰気くさい場所だねえ。さーて、カマッテは……。

ＧＭ：「ずいぶんと上等そうな服を着ているじゃねぇか」ふいに、背後の闇の中より声が聞こえ───ひとりの男が現あらわれる。キミはよく見知った顔だ。

アモーレ：服？　コート？　いやいや！　カマッテさんにはかないませんよ、げっへっへ。

ＧＭ：「その人を小馬鹿にした態度はやめろ」彼は寒そうに腕うでをこすりながら言う。

アモーレ：おやおや、寒そうですな？　ちゃりーん。三Ｇほど投げる。こいつで着るものでも買いな。

ＧＭ：「お前、昔の仲間に対して、こんなはした金で……」

アモーレ：いらないのかい？　じゃ、こいつは───。

ＧＭ：カマッテはしゅぱっと三Ｇ拾って懐ふところに収おさめた（一同爆笑）。

ルーチェ：な、なんか、アモーレさんがふたりいるみたいな状じよう態たいに……。

ベルダー：アモーレの性せい格かくは、後天的なものだったんだな……（笑）。

アモーレ：で？　話ってなんだい？

ＧＭ：「声が大きい。……他人に聞かれるとマズい話なんだ。少々危あぶない話だからな」

アモーレ：危ない話か。それをあっさり、アタシにしちゃっていいのかい？

ＧＭ：「お前は、昔からの親友だからな。信頼してるのさ」

アモーレ：口止めにいくら出す？

ＧＭ：「お、お前……っ！」（笑）

サジ：おぬし、愛の名を持ち、世の中は愛だと言っていたのではなかったか？

アモーレ：世の中愛だけで食っていけるわけないだろうが───っ!?（一同爆笑）

ルーチェ：アモーレさんの性格が変わっちゃった!?（笑）

アモーレ：ふっ……愛を貫つらぬくためには、金も必要なんだよ……（遠い目）。




　世せ知ち辛がらい世の中である。




アモーレ：それで？　今度はどれぐらい入ってくるんだい？

ＧＭ：「うまくいけば、五万Ｇは手に入る。分け前は三割わり。どうだ？」

アモーレ：乗った！（即そく答とう）

ＧＭ：「商談成立だな」

ベルダー：お、おい、内容を聞いてからじゃなくていいのか？（笑）

アモーレ：ふっ。昔の仲間を信じてるからね。

一同：……………………。

アモーレ：で？　どんな話なんだい。

ＧＭ：「ちょいと神殿で調べてほしいもんがある。先日の、瘴気と一緒に現あらわれた魔獣のことを調べてたんだが……どうやら、その魔獣を育成している魔ま族ぞくがいるらしいんだ」

ルーチェ：瘴気と一緒に来た魔獣って……くろ……クロワッサンですね！

ＧＭ：クロウ・クルワッハ（笑）。

アモーレ：魔族、ねぇ……そりゃハゲンティだね。今までのいきさつを説明しておこう。

ＧＭ：「なるほどな……得心がいった。どうやらその魔族、魔ま獣じゆうを育成して、よからぬことを計画しているらしい」

アモーレ：そりゃ、魔獣を育成しといて世界平和を願う魔族はいないわ。

ＧＭ：「問題は、次だ。この件けん、神殿の……しかもお偉いさんが絡からんでるっぽいんだよ」

アモーレ：はぁっ!?　神殿があ!?

ＧＭ：「で……お前、今は神殿に雇われてるんだよな？」

アモーレ：ちょっと待ちなさい。ミーに神殿の内偵をしろってことかい！　ばれたら、アタシの首が……おおおおお天道様の下を歩く生活がパーに……っ!?

ＧＭ：「五万Ｇの三割は、一万五〇〇〇Ｇだな」

アモーレ：親友のためだ。ひと肌脱ごう。

ルーチェ：アモーレさんの目が、「Ｇ」になってます！（笑）

アモーレ：要するに、アタシが神殿を調べる間に、アンタが組織を調べるんだね？

ＧＭ：「そうだ。お前の腕なら、重要な書類の収おさめられた部屋でも、簡かん単たんに入れるだろ？」

アモーレ：そりゃもちろん！　アタシの腕なら、どこでも出入り自由ってもんさ！

ＧＭ：「よし、それじゃあ後日、改めて落ち合おう。事実を突つき止とめ次第、両方を強ゆ請すってがっぽりだ！」

アモーレ：お、おーい？　さすがにそこまではちょっと……（笑）。

ＧＭ：「この仕事が終わったら俺、引退するんだ。大金が手に入りゃ、妹に楽させてやれる……俺みたいな日ひ陰かげ者ものにさせずにすむ！　なんとしてでも成功させねぇとな！」

アモーレ：わかりやすいフラグをちらつかせるんじゃないよ！（笑）

ＧＭ：「それじゃあ、またな！」と言って、カマッテは去っていく。

アモーレ：くれぐれも気をつけるんだよ！

ＧＭ：カマッテは足を止めて振ふり返かえり、「大事な妹のためだ、無茶はしない」と笑う。

アモーレ：（突とつ如じよナレーション口調になり）嫌いやな予感と共に、アタシは去っていくカマッテの背中を見送った。それが彼を見た最後になるなんて……（笑）。

ＧＭ：勝手に殺すな!?（笑）……ともあれ、そんなところでシーンを切ろう。







◆Opening03◆隠かくされた過か去こ




　午前三時の手前。一いつ般ぱん的てきに言うならば、まだ夜とも言える時間。

　わずかに感じる頭ず痛つうに、サジはふと目を覚ました。我われらがギルドマスターが腹を減へらしているのか───そんなことを考える彼の耳に、ふとノックの音が飛とび込こんだ。




ＧＭ：次はサジのオープニングだ。時間は深夜三時の少し前。ベルダーがルーチェの部屋に向かった頃だ。キミは、その日の疲れを癒やすべく、深い眠りについていた───時だった。ふいに、頭部を激しい痛みが襲った。

サジ：ぐわっ、ぐわ───っ!?　……って、そこからかよっ!?

ＧＭ：うむ。どうやら、夜中にルーチェがお腹を空かせたらしい。

サジ：拙せつ者しや、寝ている時も鉢金をつけているのか……っ!?（笑）

ベルダー：外れないからな（しれっと）。

サジ：な、なんと……っ!!（わなわな）　ＴＲＰＧって怖い……っ!?

ＧＭ：さて、そんな時だ。とんとんと扉をノックする音が聞こえてくる。「おはようございます、サジ様」と、いつもの鍋じいさんの声がした。

サジ：鍋じいさんでござるか？　まだ、集合時間には早いようだが。

ＧＭ：「ディクシィ様が、あなただけにお話したいことがあると」

サジ：嫌な予感しかしない。断ことわる……と言ったら？

ＧＭ：「お食事の準備が遅おそくなりまする。食事の準備が遅くなるほど、ルーチェ様はお腹を空かせ、あなたは生きたまま地獄を見ることとなります」

サジ：それは勘かん弁べんでござる……っ！（笑）　……ディクシィ殿のところへ向かおう。

ＧＭ：ということで、サジはディクシィの執しつ務む室しつへとやってきた。扉を開けると、起おき抜ぬけのディクシィがキミを待ち受けている。「来たわね。脳のうの調子はどう？」

サジ：すこぶる悪いでござる（断言）。それより、こんな夜よ更ふけにいったいなんの用事でござるか？　美び容ようにもよくないでござるよ。

ＧＭ：「新陳代謝が活発になる、夜一〇時から深夜二時までの間は寝ていたから大丈夫よ。……さて。あんただけ先に来てもらったのは、ひとつ確かく認にんしておきたいことがあるからよ」

サジ：なんでござろうか？

ＧＭ：「あの天使に、ジョーカー様がまだ死んでいないと言われた……って報告書に書いてあったんだけど……この話、あたしのとこで止めてある。もう少しくわしく話してもらえる」

サジ：くわしくもなにも、そう言われたという事実がすべてでござる。

ＧＭ：「そう……」ディクシィは表情を曇くもらせる。

サジ：いつも明めい晰せきなディクシィらしくないでござるな。なにか気になることでも？　拙者を呼び出した用よう件けんは、それを聞くだけではなかろう？　それに、天使の話を止めてるとは……。

ＧＭ：「…………」ディクシィは少し思案したあと、こう切り出す。「これからする話は、神殿の機き密みつに関わること。ルーチェにもね。……ジョーカー・メテオライトに関する話よ」

ルーチェ：お父さんに!?

サジ：なぜそれを、拙者に？

ＧＭ：「……クロウ・クルワッハに、あなたたちは関わった。それゆえに、知っておいた方がいい事実があるの。でもそれは、ルーチェにはあまり教えたいことじゃない」

サジ：だから、まずは拙者に、か。あいわかった、拝はい聴ちようするでござる。

ＧＭ：「……ジョーカー・メテオライトという人物はね、今でこそ立派な英えい雄ゆうだとか、腕の立つ神官だったと言われているけど……実はね……」




「今から一三年前───この地を、魔獣クロウ・クルワッハが襲ったのは知っているわね？

　前も話したと思うけど、その時は〝聖石〟の力で撃退した。けど……神殿は、さらなる魔獣出現の兆きざしを感知していたの。

　ううん、実際にはかなりの数のクルワッハが目覚め、動き始めていたと言うわ。

　神殿はそれに対抗するため、王都居城の地下に眠ねむる〝神具〟の解かい放ほうを考えたの」




サジ：〝神具〟？

ＧＭ：神がこの地上に残した遺物……アイテムのこと。第四話で、街を救うために天使から〝聖石〟を借りただろう。あれは、その〝神具〟の力の欠片だ。

ベルダー：あの力で欠片かよっ！（笑）




「その〝神具〟を管理していたのは、あの天使ね。

　神殿は、天使との交渉および、〝神具〟の確保をジョーカー様に任せたの」




サジ：ルーチェのオープニングで、ジョーカーが受けていた任務でござるな。

ルーチェ：じゃあ、その任務で……？




「でも、ジョーカー様は、神殿にとって驚くべき行動に出た。

　彼は神殿からの命に背そむき、城の地下で発見した〝神具〟に封ふう印いんを施ほどこし、誰にも手出しができないようにしてしまった」




ルーチェ：えぇ──────っ!?

サジ：ジョーカー殿が、神殿を裏うら切ぎった……？　え、待つでござる。あの人は、英雄として亡くなったのでは……？

ＧＭ：「ええ。確かにあたしの目の前であの方は爆ばく発はつに飲まれ、消えていったわ。あの時、あたしはまだ新米だった」ディクシィは伏ふし目がちにそう言った。

サジ：……同じパーティだったのか。

ＧＭ：あれ、前に言わなかったっけか。そして───。




「……その後の調査で、ジョーカー様が事件を引き起こした魔族に通じていたことが判明したの。その情報を、神殿は秘ひ匿とく───。

　そして彼を、魔獣を滅ぼすために殉じゆんじた英雄として、世間に公表した」




ルーチェ：えぇぇえ──────っ！

ベルダー：横入りして悪いんだが……どうしてジョーカーが裏切ったって公言しないんだ？

ＧＭ：神殿の切り札とも言える人物が魔族と通じていた、なんてことになったらスキャンダルどころの騒ぎじゃない。それは信者を減へらし、信仰がゆらぐ。

ベルダー：……なるほど。それを避さけるために、真実を隠かくしたのか。むしろ、神殿のイメージをより高めるために利用したとも言えるな。

サジ：待つでござる。もし天使の言うとおり、ジョーカー殿が生きているのなら、神殿はその事実を隠した上で、抹まつ殺さつにかかりそうでござる。

ベルダー：ルーチェも狙われないか、それ。

ルーチェ：そ、そうなりますよね。

ベルダー：なるほど、これは生きていたとしても、娘むすめの前に姿すがたを現あらわすことなどできんな。

サジ：しかし、ディクシィ殿。任務でジョーカー殿に同行したのなら、〝神具〟の力についてなにか知っているのでは？

ＧＭ：「魔獣に対たい抗こうする力を秘ひめたもの、神が地上に残した魔を滅ほろぼす力……そう聞いてる。そして、その名は───〝聖せい弾だん〟と呼よばれている」

一同：〝聖弾〟!?

サジ：もうひとつ質問。一三年前、その〝聖弾〟は封印されて使えなかったはず。それでも、さらなる魔獣の出現に対処できたのでござるか？

ＧＭ：「……その頃、あたしはまだ駆け出しだったから、細部はわからないけど───神官長からの話では〝運がよかった〟と。魔族側になんらかのトラブルが発生したのか、さらなる魔獣は、地上から姿を消したそうよ。神殿も、動いたっぽいけどね」

サジ：───なるほど。しかしなぜ、その話を拙者に……？

ＧＭ：「瘴気の事件、クロウ・クルワッハの出現、魔族の影……これらの事象からも推測できると思うけど……一三年前と同じように今、魔獣の大量出現が予見されているの」

ベルダー：おー、これまでのシナリオネタがなんかいろいろ繫がってる。

ＧＭ：「これから神殿で、魔獣絡みの大きな動きがあるわ。数日以内に、神官長から各チームに指令が下されるはずよ」

ベルダー：ほう。我々も招集されるのでござるな？

ＧＭ：「ええ。一三年前は事なきを得たけど……今回は、おそらくはそうはならない。神官長は、〝聖弾〟をふたたび解放しようと考えている。となれば、ジョーカー様の過去の件を、あなたが知っていた方がいい。そう思ったのよ」

サジ：拙者を信じてくれたようで、嬉しいでござる。さすがフラグを立てただけはあ……。

ＧＭ：「勘かん違ちがいしたら殺すわよ？」

サジ：すみませんでした（即答）。

ＧＭ：「今回、必ずルーチェ・メテオライトにも関わる事象に発展するはず。だから……あの子を最後まで守り抜ぬきなさい」

サジ：守りがいのある御お方かたでござるからな。言われずとも、お守りするでござる。だが、それならばルーチェ殿にもこの話、した方がよくないでござらんか？

ＧＭ：「あのぽっぽこぷーに？」

ルーチェ：ぽっぽこぷーっ!?

ＧＭ：「あの子、真っ直ぐすぎるのよ。あたしだって、ジョーカー様が意味もなく神殿を裏切ったなんて思ってない。でも、あの子がそれを知れば、なにをしでかすかわからない。それだと、こっちが動きにくくなるのよ。それは、困る！」（一同爆笑）

ルーチェ：断言されました！（笑）

ベルダー：いや、喜ぶとこじゃないし。

ＧＭ：「ともかく、過去の事情をルーチェに話すタイミングは、こちらで決める。もし、話すことが必要だとあなたが考えた場合は、あらかじめあたしに報せて。いいわね。それと、ジョーカー様が生きているという話は、当分の間、上には伏せておいて」

サジ：了解した。ただ……ディクシィ殿は、ジョーカー殿の娘を見くびっている。ルーチェ殿は信じるに値する……懐ふところの大きい方でござるよ。

ＧＭ：「胃い袋ぶくろの方が大きいけどね」

サジ：うまいことを言う。

ルーチェ：言われたい放題ですよ、ベルダーさんっ!?

ベルダー：（無言で笑顔）

ＧＭ：では、この辺でシーンを締めようと思うが、なにか言い残したことはない？

サジ：（真剣な表情で少し考えて）では、ひとつだけ───。




　「……拙者としては当面、彼女の食事をきちんと用意していただきたいでござる」







　　　ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆招集




　───明け方、というよりはまだ深夜という時刻。

　寝ねぼけ眼まなこのルーチェの腕を引ひっ張ぱり、ベルダーは神しん殿でんの廊ろう下かを急ぎ足で歩いていた。

　目指すは、ディクシィの執務室。

　「また遅刻」と罵ののしられることは、死んでも避けたいベルダーであった。




ＧＭ：さて、ミドルフェイズに入ろう。シーンプレイヤーはベルダーだけど、全員登場だ。それぞれのオープニングの、少しあとのシーンだね。ベルダーは、寝ぼけ眼のルーチェを引き連れて、ディクシィの執しつ務む室しつへと向かっている。

アモーレ：じゃあ、ここで登場しようかな。もふもふのコートに、もこもこのマフラーを巻まいて、上じよう機き嫌げんで通りかかりますよ？

ルーチェ：あ～、アモーレさんですぅ……（[image: ←]ねぼけ）。

ベルダー：俺は、オシャンティなアモーレに目が点になる（笑）。

アモーレ：（なぜか超ちようドヤ顔で）……ふふふ。このコートはミーのよ？　ほしいと言ってもあげないよ？

ベルダー：いらねーよ（笑）。そんなことより急ごうぜ。遅ち刻こくしたら嫌いや味み言われるからな。

アモーレ：おおっと、そうだった。じゃ、一いつ緒しよについていこう。

ＧＭ：では、キミたちが執務室に入ると、すでにディクシィとサジが待ち受けていた。

ベルダー：オラア！　時間どおりに来たぞ！　遅刻してないだろ!?

ＧＭ：ディクシィはちらりと時計を見ると、「……ま、今日はいいわ」と流す。

サジ：拙者は、さっきの話を聞いているゆえ、神妙な顔をしてい……。

ルーチェ：ディクシィさん、お腹が空きました～。

サジ：ぐわっ、ぐわ──────っ!?（一同爆笑）

ルーチェ：（笑いをこらえながら）サジさん、どこか具合でも……？

サジ：いや……その、最近少々、頭ず痛つうがひどくて……（笑）。

アモーレ：ふうむ、防ぼう具ぐが身体にフィットしてないんじゃないかい？

サジ：むしろ、フィットしすぎで。

ＧＭ：ディクシィはキミたちを一いち瞥べつしてから口を開く。「全員そろったわね。今日はあんたたちに言っておきたいことがあるの。こっそりと、ね」

ベルダー：こっそり？

ＧＭ：「ええ。近々、あんたたちに大きな任務が下されることになるわ。神官長直々の任にん務むよ。あんたたちに命じられるのは───魔族退たい治じ」

ルーチェ：魔族退治、ですか？

アモーレ：ハゲンティ……。

ＧＭ：「そう。先日の魔ま獣じゆう出しゆつ現げんの背はい後ごに、魔族の影かげが見みえ隠かくれしている……それはもう感じているわね？　実は、調ちよう査さを進めた結果、魔族のアジトを発見したの。そして、無数の魔獣を使って、大陸を蹂躙しようとしているらしいこと───」

ベルダー：ああ、あの魔族の目的はやっぱりそれなのか。

アモーレ：超ちよう一いつ生しよう懸けん命めい、内容をメモってる。

ＧＭ：「……あら、今日はずいぶんと熱心ね？」

アモーレ：そそそそそぉんなことないよぉ!?　アタシはいつも真面目で熱心だよ!?　情じよう報ほうの横流しとかぜんぜん考えてないしぃ!?　清せい廉れん潔けつ白ぱくだよ!?

ＧＭ：「ちょっともったいぶってみたけど、実はそんなに重要な情報じゃないわよ？」

アモーレ：バァンっ!?（メモを叩きつける）無む駄だなことさせやがってっ!?　（一同爆笑）

ＧＭ：「魔族のアジトが判明したのは本当よ。魔獣の動きも活発化しているから、魔獣に対たい処しよするチームと、魔族のアジトを急きゆう襲しゆうするチームに別れて対処することになったの」

サジ：魔獣に対処するチーム？

ＧＭ：「そう。上じよう層そう部ぶから、根本的な対処をする必要がある、って意見があがったみたいでね。その結果、レオーネのチームが、天使との交こう渉しように入るって話よ」

ルーチェ：天使との交渉……？

ＧＭ：「ああ、ごめん。まだ〝神具〟の話はしていなかったわね」そう言って、ディクシィはさっきサジに話したことを、キミたちに説明する。一三年前に魔獣が出現した事件、それを〝聖石〟で退治したこと、さらなる魔獣の大量出現が予知され、〝聖弾〟なる〝神具〟をもって倒そうと考え、それに失敗したこと───。

ベルダー：ジョーカーの件は？

ＧＭ：神殿を裏切った部分は、うまく隠して話すな。ルーチェに気遣いながら、言葉を選んで説明していく。

ルーチェ：…………。

ベルダー：ともかく、俺らも理解した。

アモーレ：話を整理すると……今、一三年前には回避した、魔獣の大量発生が起ころうとしている───だから、〝神具〟を巡ってレオーネたちが天使と交渉、ミーたちは魔族の討とう伐ばつに赴く、と？

ＧＭ：「そういうこと」

アモーレ：あっしらに魔族討伐を任せたいとは神官長もお目が高い。

ＧＭ：「どーでもいいけど、あんた本当に一人称が安定しないわね」

アモーレ：ほっといてほしい。

ＧＭ：「ま、いいわ。……正式な通達は、三日後に神官長から来るわ。それを踏ふまえ、三日後までは休きゆう暇かとする。休暇中は自由に過すごしてかまわないわよ」

アモーレ：（なにかメモするジェスチャーをしながら）ふうむ、神官長から魔族討伐のお達しがくるということは、神官長はあやしくない、と。

ＧＭ：「ちょっとあんた、この情報はメモしていいもんじゃないわよ？　この辺の話は神殿の機き密みつ情報なんだから、もし外部に漏もらしたら地じ獄ごくに送るわよ？」

アモーレ：ひ、ひいっ!?　なにもしてないですよ!?　はっ、メモを食べる！　これだ……！

ＧＭ：「……ま、いいわ。ともかく、休暇中は情報収しゆう集しゆうなり買い物なり、好きにしなさい。今回は神殿から支し度たく金きんが用意されているから、これで好きに買い物しなさい」そう言って、ディクシィは三〇〇〇Ｇの現金を机の上に〝ドン……！〟と置いた。「これはあくまで前金よ。成功報ほう酬しゆうは、神殿の上層部が払はらってくれるって話だし、ばんばん使っちゃいなさい。話は以上よ。解散していいわ、お疲……」

ルーチェ：あの、ディクシィさんっ。少し聞きたいことが……。

ＧＭ：「…………」ディクシィは、一瞬の間をおいて聞き返す。「……なに？」

ルーチェ：あの……（少し考えて）今回の件けんって、お父さんに関係していますか？

ＧＭ：「…………なに、いきなり」

ルーチェ：前回の任務で天使さんに、言われたんです。「お父さんが生きてる」って。

ＧＭ：ディクシィの表ひよう情じようが急に険けわしくなる。「あんたの父親は亡なくなった。私わたしは、あの方が死ぬ瞬しゆん間かんをこの目で見たのよ。間ま違ちがいないわ」

アモーレ：なら、なぜ天使はわざわざ「生きてる」なんて言ったんだい。

ベルダー：死体も確かく認にんしてないんだろう？

ＧＭ：「天使が噓うそをついていないなんて、証しよう明めいできるの？」

ルーチェ：……できません。でも……あたし、お父さんは生きているって気がするんです。

アモーレ：噓かもしれないし、本当かもしれない。ただ、ルーチェがたしかめたくなるのは、当然のことだと思わないかい。

ベルダー：俺たちだけじゃ調べられないこともある。だから、神殿の力を頼たよりたいんだよ。お前はいくらでも手があるだろう？　一三年前のジョーカーのこと、調べてくれないか？

ルーチェ：お願いします！

ＧＭ：「いまさらそんなことを調べてどうするの」と、彼かの女じよは突つき放はなすように言う。

ベルダー：おい、冷たい言い方だな。お前には情ってもんがないのか。

ＧＭ：「あたしはいつも、こんなものよ」

サジ：……わざと冷たく言っているのか。その内心を知ってるゆえに、こう……。

アモーレ：（しれっと）神殿の資し料りようを調べれば、昔の事じ件けんについての記き述じゆつがないかねえ。

ベルダー：なるほど。生せい存ぞん者しやがいたんだから、当時の資料が残っていてもおかしくないな。

ＧＭ：「ただ、神殿にも機密情報ってものはあるから、一定以上の地位の人間じゃないと閲えつ覧らんできない資料もあるわよ。世間を混乱させるような情報は、秘ひ匿とくするものでしょう？」

ルーチェ：世間を混乱させるような、情報……？

ＧＭ：「……たとえば、の話よ」そう言ってから、ディクシィはルーチェを見る。「一三年前、ジョーカー様は事件に関わり、命を落とされた。……彼は、本当にすばらしい方だったわ。あなたは、お父様を誇ほこりに思っていいわよ。───その事実だけじゃ、だめ？」

一同：…………。

ルーチェ：───わかりました、と答えますけど、お父さんはきっと生きていると思っているので、内心複ふく雑ざつですね……。

ベルダー：なにか隠してることは薄々感づくけど……でも、ディクシィはジョーカーが死んだと思ってるのは本当っぽいな。

ルーチェ：……やっぱり、天使さんにもう一度、お話を聞くしかないかもしれませんね。

ＧＭ：「……ともかく話はこれで終わりよ。三日後、またここに集合するように。それでは、解かい散さん」……といったところで、シーンを終しゆう了りようしよう。







◆Middle02◆魔獣湧わく闇に




　どことも知れぬ洞ほら穴あなに、不気味な咆ほう哮こうがこだまする。瘴気が噴ふき上あがり、渦うずを巻まく。コールタールにも似にた黒い液えき体たいの中、無数の魔獣が蠢いていた。

　そんなまがまがしい空間を、ふたつの影が見下ろしていた───……。




ＧＭ：さて、次はマスターシーンをひとつ挟はさもう。場所は三話の最後に演出した巨きよ大だいな洞穴。

ベルダー：ああ、あの洞どう窟くつか！

ＧＭ：そうそう。非ひ常じように広大な空間の中、張はり出だした岩場があるんだが、そこにふたつの人ひと影かげがある。ひとつは頭に角を持つ悪あく魔ま、ハゲンティ。もうひとりはフードを目深にかぶっていて、顔は見えない。そして───……。
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　彼らの眼がん下かに広がるのは、夜の闇やみが溶け出したような液体に満たされた地底湖。そこに無数の魔獣たちが蠢き、もがき、苦しげな咆哮をあげている。

　それを切り出した崖より満足げに見下ろし、フードの男が言う。

「機は熟じゆくしました。魔獣たちを解き放つ時がきたのです」

　その言葉に、魔族が目を剝むいて反論する。

「……待て、早すぎる。これを完全に操れるようになるにはまだ幾ばくかの時が必要だ」

「今が最大のチャンスなのですよ。この機会を逃のがすわけにはいきません」

　魔族の言葉に重ねるように、フードの男が冷静に言う。だが、魔族はそれが気にくわなかったのか、苛いら立だたしげに歯嚙みした。

「それでは約束がちがうではないか！　話にならん！」




アモーレ：〝熟した性せい〟のちがいにより解散だね、こりゃ。

ＧＭ：〝熟した性〟ってなんだよ（笑）。




　興奮気味に怒りを露わにする魔族をしばし眺ながめ、男は軽く肩かたをすくめる。

「困こまりましたね……しかたがない、また日を改めて、もう一度話し合いましょうか」

「ふん、そうしてくれたまえ」

　魔族は忌いま々いましげに吐はき捨すてると同時に、視線を合わせることもなく、その場を離れる。

　フードの男はその背中を見送ってのち、視線を眼下に転じた。

　地下空洞に響く魔獣たちのおぞましい叫さけび声ごえに───男は、ほくそ笑んだ。

「───ここまで、か」







◆Middle03◆秘ひ密みつの話




　ディクシィから伝えられたのは、神官長から魔族討伐の命令が下りるという内示であった。

　出立まで、時間はあまりない。

　話すならば、今しかない。

　アモーレは、三人を呼よび止とめた───己の目的を果たすべく。




ＧＭ：では、次のシーンに入るが……特になにもなければ、神官長から任務が下されるシーンになる。買い物とか含め、やりたいことがあれば、言ってねー。

ルーチェ：はーい。

アモーレ：そうだ、カマッテから聞いた話を、全員で共有しておきたいね。

ＧＭ：オッケー。じゃ、そのシーンを作ろうか。時間は朝の五時くらい？　ディクシィの話が終わって食事を食べ終わった頃でいいかな。

ベルダー：うー食ったー。

ルーチェ：満腹ですー。

サジ：頭部破壊の危機が去ったでござる。

アモーレ：では……ちょいちょいちょい、お三方。ちょいと内密のお話があるんだがね。

ルーチェ：内密の話、ですか？

ベルダー：なんだよ、急に？　どんな話だ。

アモーレ：いやー、神殿だとちょっとね……場所を変えようじゃないか。適当に買い物でもしながら話そう……って、朝五時じゃ、店もやってないか……（笑）。

ベルダー：酒場なら空いてるんじゃないか？

ルーチェ：あ、それ、いいですね～！　そろそろお腹も空きますし。

サジ：なんでだよっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：では、場所は変わって、うらぶれた裏うら路地の小さな酒場。明け方だが、まだちらほらと酒を飲んで騒さわいでいる連中はいるようだ。

サジ：こちらに注意を払はらうものはいない、ということでござるな。

アモーレ：そういうこと。さて……話ってのは他でもない。実は、古い友人に……そう、前回の任務で協力してもらった情報屋にある話を聞いてね───。




　そしてアモーレは声を潜めて語った。

　魔獣の背後に魔族が存在していること、魔族は無数の魔獣を育成してこのエリンディルを混沌に落とそうとしていること───。

　そして、その魔族が神殿内の人物に繫がっているであろうこと。




サジ：……少し信じがたい話でござる。

アモーレ：それも、ニュアンス的に……それなりに地位のある人物のような感じで。

ルーチェ：えらそうな人……神官長さんとレオーネさんくらいですよ。

アモーレ：どうだろう！　ここは、我々が正義を見せる時ではなかろうか！

ベルダー：事情はわかったが……さすがに、神殿の存そん在ざいの根本すら揺ゆるがすようなこと、俺たちでどうしろってんだ。

アモーレ：なにをおっしゃる。すべては正義のため。神殿の暗部を白日の下にさらし、正しい方向に導くのは、我々にしかできないこと！　それにこれから、アタシらが挑む任務に関係すること……！

ルーチェ：アモーレさんが輝いてます……！

アモーレ：それに、神殿はジョーカーのことをなにか隠しているとアタシはにらんでいるのさ。なあ、サジ（ぽん、と肩をたたく）。

サジ：なぜ拙者に聞くでござるっ。

ベルダー：たしかに、任務に入る前に背後関係を突き止めるのは悪くねえな。

ルーチェ：でも、どうやって？

アモーレ：神殿の機密文書を調べる！（断言）　さっきディクシィも「公開されない機密文書はある」ぽいこと言ってたろう？　そこにちょいと忍しのび込こんで、拝はい借しやくすりゃいいんだよ。

ベルダー：リスク高ぇな、おい。それでなにもなかったら……。

アモーレ：なにもなければ、それでよし。なにかあった場合は、それを切り札にする。

ルーチェ：今日のアモーレさん、冴えてます！　具体的にはどうしましょう？

アモーレ：なに、簡単さ。神殿でちょいと騒さわぎを起こしてほしいんだよ。そっちに注意を引き寄せてもらい、その隙に、アタシが神官長の部屋に忍び込んで、ちょちょいと文書を拝はい見けんさせてもらおうってわけよ。

ルーチェ：すごいですっ！

ベルダー：つまり俺らに囮になれってことだぞ。

ルーチェ：すごくないですっ！（一同爆笑）

サジ：───アモーレ殿、ひとつお聞きしたい。その友人とは信用できる御仁でござるか？

アモーレ：もちろん！　だってほら、前回は街の平和を守った奴だよ？　しかも、幼い妹をお天道様の下を歩かせたい……そんな願いを持ってる奴よ？　信じていい。

サジ：うーむ……なるほど。

アモーレ：妹のためにがんばってるあいつに応えてやりたいと思うのが人にん情じようってもんさ。

ベルダー：……わかった。ただ、俺は神殿にうしろめたいことがない、って証明のために協力する……そんな純粋な方向で動くぞ。

アモーレ：そうそう。五万Ｇの三割が一万五〇〇〇Ｇとか、そういう下世話な欲望は一切ない純粋な話でいこうじゃないか。

一同：アモーレ──────っ!?（一同爆笑）

ルーチェ：……あたしはお父さんに関することがわかるかもしれないなら、賛成しますっ。

サジ：いろいろと思うところはあるが、拙者も協力することに異い論ろんはないでござる。すると問題は、騒動の起こし方でござるな。

ベルダー：（少し考えて）レオーネとひと悶着起こすのはどうだ？

ルーチェ：レオーネさんと？

ベルダー：俺たちに下る命令は、魔族討伐だろ？　で、レオーネが天使との交渉。俺たちは一度天使と会っているから、「交渉は俺たちの方が相応ふさわしいから、俺たちが行くべきだ」と因縁をつける。これで神官長も巻き込んで、神殿の人間がみんな注目すると思う。

ルーチェ：なるほ………………ど？

一同：…………。

ベルダー：面めん識しきがある人間が行った方が、スムーズにいくに決まってるのに、って話だよ。営業っつーもんは、相手の顔がわかっているなら、七割仕事が終わってるもんだ───ってなんだよ、みんな。




　なぜか、生暖かい笑顔で浅見正義を見つめる一同。




ルーチェ：浅見さん……天使に会いたいだけじゃないですよね！

ベルダー：な、ななななにを言ってるんだ!?　そんなことはないですよ!?　いや、マジで！（笑）　ベルダーはそんなこと考えてねえって！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：ベルダーではなく、浅見正義が会いたいだけだそうだ。

ルーチェ：や、やっぱり……浅見さん……っ!!（笑）

ベルダー：ちっげーよっ！（笑）　ていうか〝浅見さん〟って呼よぶのやめてよ!?　ベルダーだから!?（一同爆笑）　騒ぎを起こしたいだけで、天使の方に行く気はないから！（笑）

サジ：あっちに向かったら向かったで、荒事はあるでござろうしな……（笑）。

ベルダー：そ、そうだな……もう一回バイオレンスな魔法の五重じゆう奏そうと戦わされるのは恐ろしいしな。（なぜか幸せそうな笑顔で）まあ、慣なれりゃ気持ちいいけどね？

一同：気持ちいいのっ!?

ルーチェ：あ、あ、浅見さん……やっぱり……っ!!（一同爆笑）

ベルダー：だから、ちがうってば!?（笑）　とにかく、この案でいいよなっ？

ルーチェ：はいっ、いいと思います！　あたしたちが騒ぎを起こして……。

アモーレ：その隙すきにアタシが機密文書を盗ぬすみ出だすと！

ＧＭ：了りよう解かい。それじゃ、相談はおしまい……次のシーンに入ろう！







◆Middle04◆約束




　酒場を出ると、冷たい朝の空気が頰ほおをなでた。

　ゆっくりと動き出した街並み、行き交う人々。

　神殿へと戻る道すがら、ルーチェは隣を歩くベルダーに言葉をかけた。




ＧＭ：ということで、次のシーンに入るろうか。えー……。

ルーチェ：あ。あたし、ちょっとベルダーさんとお話しがしたいです。

ベルダー：お？

ＧＭ：（……お）。ＯＫ。では、キミたちが相談を終え、酒場を出たところで───。

ルーチェ：（ちょっと上目遣いな感じで）……あの、ベルダーさん。少し、その辺を歩いて帰りませんか？

ベルダー：え、あ。おう。いいけど。

ＧＭ：他のふたりは、どうする？

アモーレ：ミーはいなくてもいいかな。買い物でもしにいこう。

サジ：では、拙者も遠慮しよう。しかし、気になってそっと物もの陰かげから見ているでござる。

ベルダー：お前らっ!?（笑）

ＧＭ：（笑）。では……まだ朝と言える時刻、キミたちは酒場の前で別れた。外気は氷のように冷たく、吐く息も白い。街はゆっくりと動き出し……街の市場や露店が開き始めている。

ベルダー：なにこれ、描写が細かい。

ルーチェ：（笑顔でそーっと語りかけるような雰囲気で）それじゃ、市場とか回りません？

ベルダー：いいね、朝の市場！　では、買い出しといくか。

ルーチェ：はいっ！

ＧＭ：ＯＫ。では……それは、久しぶりに訪れた休息の時。ふたりは、市場を回って買い出しを続ける。久しぶりに、子供の頃のようにくだらない話に花が咲き、冗談を言い合って……それはまだ旅に出る前、少し昔に戻ったかのよう。

ベルダー：なにこのいい雰囲気。

ＧＭ：そして買い物をひととおり終え……神殿への帰り道。ベルダーとルーチェは、肩を並ならべて歩いている。

ベルダー：ポーションを紙かみ袋ぶくろに大量に入れて、がっちゃがちゃ持ち歩いてる（笑）。

ルーチェ：あたしも、紙袋にお野菜いっぱい詰つめてます！（笑）　で、ベルダーさん、あの……朝の夢の話なんですけど……。
















ベルダー：ああ、朝のアレか。あの誕生日のことは、俺も覚えてるよ。普ふ段だんは怖いお前の親父さんが、すごく優やさしかったからさ。

ルーチェ：お、お父さん、怖こわかったの？（笑）

ベルダー：俺は怒おこられてばっかだった。ルーチェを子分だって言ってたからかなー。

ルーチェ：本当にそんな扱あつかいだったんですか!?（笑）

ベルダー：ふふふ。

ルーチェ：ね、あの日……お父さんに最後に言われたこと、覚えてます？　あたし、どうしても思い出せなくて───。

ベルダー：そういえば……あの時の親父さん、俺たちになにかを言った気がする。

ＧＭ：そう、ふたりともその記き憶おくだけが不自然に切り取られたかのように、覚えていない。

ベルダー：んー、ぽかーんとするぐらいとんでもないこと、言われた気がするんだけどな。なんでだろう、ぜんぜん思い出せないな。

ルーチェ：……お父さん、あたしたちに、なにを言ったんだろう。

ＧＭ：沈ちん黙もくが、ふたりの間に訪れる。遠ざかった市場の喧けん噪そうは、さざ波のように聞こえ……霞がかかった記憶に、ふたりはもどかしさを感じる。……よし、なにかいいことを言え。

ベルダー：ハードル高ぇなおいっ!?（笑）　えー……なあ。根こん拠きよもなにもないけどさ……俺、親父さんが生きてるって言われたら、やっぱり生きてるんじゃないかって思うんだよ。目の前で死体でも見せられない限かぎり、死んだ証拠はどこにもない。お前が「生きてる」って思ってるなら、やっぱりそうなんだと俺は思うぜ。

ルーチェ：お父さんは、いったいなにを言い残して出かけたんだろう……生きてるのに姿を現わさない事が理由になってるのかな。

ベルダー：……ルーチェ、この件が終わったら、もう一回アーケンに行こう。親父さんが最後に死んだって言われたところに行ってみたい。

ルーチェ：そうですね。あの天使さんなら、なにか知ってるかもしれませんし……。

ベルダー：……なあ、ルーチェ。できることなら、もう一度あの人に会って、立りつ派ぱになった俺たちの姿すがたを見てもらいたいよな。

ルーチェ：そうですね！

ベルダー：……ま、生きてるなら、あの人はいつか必ずお前の前に姿を現わす。だから今は……俺たちは、俺たちのできることをしよう。───約束する。俺は、すべてを懸けてお前とあの人が再会できるよう、力を尽くす。




　その言葉に、ルーチェは呆気にとられたような表情を見せてのち───




ルーチェ：はいっ！




　───嬉しそうに、微笑んだ。







◆Middle05◆真相の共有者




　ディクシィから聞かされた、ジョーカー・メテオライトにまつわる真実。

　いずれこれは、ルーチェに報せるべきだとわかっている。

　しかし、その役目を果たすに相応しい人物は他にいる───サジはそう考え、決意した。




ＧＭ：さて、次のシーンに入ろうと思うが……いい？（と、笑顔で浅見を見る）

ベルダー：なんかルーチェの雰囲気に押されて自分の死亡フラグを立てちまった気がする！

ＧＭ：うひひ。楽しみにしておこう。さて、そろそろ潜入捜査にいくか？

サジ：（少し考えて）…………いや、拙者もひとつしておきたいことがある。ベルダーとふたりきりで話がしたい。

ベルダー：俺？

ＧＭ：ＯＫ、ではルーチェとベルダーが神殿に帰ってきたあたりでいい？

サジ：問題ない。では、ふたりの背はい後ごから無言で、にゅっと出るでござる。

ルーチェ：ぴゃ───っ!?




　なんだその悲鳴は。




ベルダー：な、なんだ、サジ……顔がシリアスのままだから怖いぞ。

サジ：ルーチェ殿どの。すまぬが、ベルダー殿を借り受けたいのでござる。よろしいか？

ルーチェ：あ、はい！　野菜とポーションを担かついで部屋に戻ります（笑）。

ＧＭ：そして部屋に入る頃ころには野菜が消えているわけだな。

ルーチェ：そういえば、お腹が空いてきましたね。

サジ：ぐわっ、ぐわ──────っ!?　……って、もうそれはいいからっ！（笑）

ＧＭ：では、ルーチェと別れ、ベルダーとサジはその場に相対した。サジはどこか因いん縁ねんをつけるような表ひよう情じようで、ベルダーの前に立っている。

サジ：では、神殿の裏庭にでもいくとしよう。

ベルダー：で、折り入ってなんだよ？

サジ：うむ。……混み入った話になる。そしてこの頼たのみは、ベルダー殿、おぬしにしかできぬことでござる。

ベルダー：俺おれにしかできない？　ルーチェには聞かせられない話か？

サジ：うむ。いずれ話すべきかとは思うが……そのタイミングをベルダー殿に任せよう、という話でござる。

ベルダー：よくない話っぽいな。俺に任せる、でいいのか？

サジ：うむ。これは、幼おさななじみであるおぬしにしかできぬことだと、拙せつ者しやは思っているのでござる。どうも拙者は、女人の感かん情じようを慮おもんぱかることが苦手でな。だから……。

ベルダー：……だ、そうだ、ルーチェ。出てこいよ！

ルーチェ＆サジ：えぇえええぇええぇぇえ……っ！（笑）

ルーチェ：え、あの、もじもじと出てきますけど……。

アモーレ：では、ついでにミーも。くくく、すばらしい話が聞けそうだ（と、メモを持つ）。

サジ：ちょっと待つでござるっ！（笑）

ベルダー：それにいずれ話すんだろう？　で、俺に任せるんだろう？　なら、今だ。

サジ：…………。

ベルダー：大丈夫、ルーチェはこう見えても芯の強い子だ。子供の時から一緒だった俺は、それを知っている。

ルーチェ：……お願いします、サジさん。

サジ：こうなっては、やむを得ぬ。拙者がディクシィ殿から、聞いた話は───。




　溜め息ひとつ、サジはディクシィから聞いた話を語り始めた。

　一三年前、ジョーカー・メテオライトが、突とつ如じよ魔ま獣じゆうの殲滅に必要な〝神具〟を封ふうじてしまったこと。その〝神具〟は〝聖弾〟と呼ばれていること……そして、神しん殿でんの命に背そむいた事実から、裏うら切ぎり者ものと認定されている事、しかし世間には明かされなかった事───。




ＧＭ：では、これで情報を共有したということで。

ルーチェ：お父さんが、裏切り……？

ベルダー：……神殿は「ジョーカーが生きていたら困こまる」とか考えていそうだな。

サジ：ディクシィ殿は「事実を知ればルーチェが悲しむ」と言っていた。ディクシィ殿が、あれほど優やさしい心をお持ちだとは、ついぞ知らなかったのでござる……っ！（笑）

ベルダー：あ、あんな女にも、優しいところはあったのか……（笑）。

ＧＭ：「へっくしょん！」（[image: ←]ディクシィ）（一同爆笑）

ルーチェ：でも、お父さんが裏切り者のはずないです！　きっとなにか理由が……！

ベルダー：だろうな。どうして親父さんは神殿の命令に背いてまで、唯ゆい一いつの打だ開かい策さくを封じちまったんだ？　それに、魔獣たちが撤退したのは運がよかったって……説得力なくねえ？

サジ：……たしかに。

ベルダー：あと、天使との交渉、なんでレオーネたちが派遣されるんだ？　俺たちでもいいと思うんだよ、マジで。

ルーチェ：浅見さん、やっぱりそこに拘りますかっ。

ベルダー：そういう冗談は置いといて！（笑）

サジ：これは仮か説せつだが……天使の言うとおり、ジョーカー殿が城の地下で生きている前提で考えると……その役目は〝聖弾〟とやらを守っていると考えられないでござるか？

アモーレ：悪くない考えだね。

サジ：であれば、〝神殿最強〟のレオーネたちが派遣される目的は、天使との交渉ではない。ジョーカーを倒すため───そう考えられぬか。

ベルダー：……つじつまがあうな。じゃあ、どうするかって話だが。

ルーチェ：なら、レオーネさんたちと役割を交換してもらいましょう。あたしたちが、天使の城に行けば全部解決ですよ。

一同：え？

ＧＭ：ぶ。

ベルダー：あー、なるほど（笑）。俺たちがそっちに行くことになれば、ジョーカーの生死が確かく認にんできるし、生きていれば守ることもできる。〝聖弾〟を封印した理由と真相も聞けるし、それを元に汚名をそそぐこともできるかもしれない。

サジ：しかし神官長やレオーネが、それを認めるでござるか？

ベルダー：いっそさ、それを神官長に大げさに直訴して、騒ぎにしちまおうぜ。その隙に、アモーレが機密文書を……。城に行けなくても、陽動だけにはなるんじゃねえか？

サジ：どっちに転んでも、損はないでござるな。

ルーチェ：じゃあ、それで！（笑）

ベルダー：ＧＭ、なるだけ大騒ぎになるよう、神官長に直訴したいんだが、いいタイミングはない？　できれば、レオーネも同席してる方がいい。

ＧＭ：そ、そうだな……では明日、神官長をはじめとしたお偉いさんたちの会議があることにしよう。

アモーレ：なるほど、警備のためにレオーネが同席してるのは、自然だね。

サジ：なにせ神殿最強でござるからな。

ベルダー：よし、方針は決まったな。……でもなサジ。ひとつだけお前の発言で納なつ得とくできないことがあるぜ。

サジ：な、なんでござるか？

ベルダー：第三話のクエスト合戦で、俺たちは勝っただろう？

サジ：たしかに。それが？

ベルダー：（満面の笑みを浮かべて）神殿最強はレオーネじゃない───俺たちだっ！

ルーチェ：浅見さんがすごくいい笑顔でドヤ顔に……っ！（一同爆笑）

ＧＭ：（笑いながら）ＯＫ、では一旦シーンを閉じて……次は会議の場面に入ろう！

一同：はーい！




　こうして、セッションはまったく予定もしていなかったイベントに突入するのであった。







◆Middle06◆陽動作戦




　それは、最近になって各地で目撃されるようになった、魔獣クロウ・クルワッハへの対処を巡る会議だった。

　会議の開始時刻を待って〝シンクトワイス〟の面々は動き始める。

　アモーレを除く三人は、神殿の会議室へ向かった。




ＧＭ：さて、次のシーンだ。いよいよひと悶着起こす場面といこう。シーンの舞台は、神殿会議室になる。登場は、ルーチェ、ベルダー、サジの三人でいいかな。

ベルダー：ＯＫ。アモーレは、神官長の部屋に忍び込むからな。

ＧＭ：うい（笑）。では、キミたち三人は会議の開始を待って動き始めた───。神殿の奥にある大会議の前、耳を傾ければ粛々と討論が行なわれる声が、ドア越しに聞こえてくる。

ベルダー：やってるやってる。さてと、どうせだし、ドア蹴け破やぶって入ってやろうぜ。

ルーチェ：……なぜっ!?（笑）

サジ：悶着を起こした上で勝ち取りにいくなら、いいんじゃないでござろうか。きっと、「無礼な！」と言ってくれるでござろうからな（笑）。

ルーチェ：それもそうですね。よし……いきましょう！

ベルダー：それじゃ……お邪じや魔ましまーす！　ドアを蹴け破やぶる！

ＧＭ：では、ベルダーがドアを蹴破って、三人は会議室に乱らん入にゆうした。会議に出席していた神殿のお偉いさんたちが、一斉にキミたちの方を凝視する。「なんだね、キミたちは!?　無礼な……っ！」（一同爆笑）　警護に当たっていたレオーネたちのチームが、一斉に剣に手を掛けた。

ベルダー：───大事な会議中に申もうし訳わけない。話がしたい。

ＧＭ：「大事な会議だとわかっているならば、下がりたまえ」と、お偉いさんのひとりが声を荒げる。……そして室内を見回せば、参加者のひとりにディクシィの姿があると気づく。なにやら、驚きで目を丸くしている。

サジ：……しまった。ディクシィ殿には断わっておくべきだったでござる。

ＧＭ：遅いわっ！（笑）

ベルダー：───我々は、二日後の魔族討伐任務に選ばれたギルド・シンクトワイスだ。その任務について、お伺いしたい。

ＧＭ：「───待て。まだ、その任務の通達は出していないはずだ。これは、本神殿内でも極秘に扱われるもの。その話を、いったいどこで聞いた」

一同：あ。

ＧＭ：気づけば、ディクシィの目は点になり、だらだらと脂汗をかいていた（一同爆笑）。

サジ：───蛇の道は蛇。我々はプロの冒険者でござる。このような情報、耳に入ってきて当然。あ、情報提供者の名は、秘密でござる（断言）。

ＧＭ：「意見があるならば、二日後の通達を出してからにしたまえ。今は、下がりなさい」

ベルダー：ああ、下がってもいいぜ。ただし───二日後の任務で、俺らの派は遣けん先さきが王都アーケン───天使の居城ならばな。〝聖弾〟借り受けるの交渉は俺たちがやる。

ＧＭ：ざわつく室内。「……たしかに派遣先のひとつにアーケンは入っている。キミはたしか、ベルダー君といったかな。キミは正気か？　我々には目的があり、それを達成するための最適解を考え、配置を決めている。では、そうしよう───とはならん！」室内に怒声が響く。開けっ放しのドアから廊下をちらりと見れば、騒ぎを聞いた神官たちが集まり、ざわつき始めている。

ベルダー：よしよし、もっと騒げ。しかし……なあ、ルーチェ。

ルーチェ：はい？

ベルダー：どうオチをつけたもんかな？

ルーチェ：ちょ………っと!?（笑）

ＧＭ：神官たちは冷たい目でキミたちを見ているし、末席に座すわっているディクシィの顔も、さっきまで蒼白だったのに今は、怒りで真っ赤になっている。

ルーチェ：わ～、盛もり上あがってきましたー……（笑）。

ＧＭ：ディクシィは険けわしい表情で立ち上がると、「神官長！　休きゆう憩けいを提てい案あんします！」と進言する……が、神官長はその提案を手で制して却きやつ下かする。「誰から話を聞いたのかは知らないが……」とディクシィをちらりと見たあと、温和な表情で告げる。「要求は聞いておこう。ただし、決けつ定てい権けんは我々にあります」

ベルダー：……まぁ、そうだろうな。

ＧＭ：「それに、あの天使はとても気まぐれだ。交渉をひとつ間違えると、なにをするかわかったものではない。想そう像ぞうしてみたまえ。キミたちが今のような態たい度どを取って、彼女を怒おこらせてしまったらどうするのだ？」

ルーチェ：で、でも、前に「楽しかった、もう一度やり合おう」って言われたんです！

ＧＭ：「戦ってどうするっ!?」と、お偉いさんたちが一斉にに叫さけんだ（一同爆笑）。

ベルダー：聞いてくれ。一三年前、似にたような事じ件けんを解かい決けつした英えい雄ゆうの娘むすめが、父と同じ役を担にないたいと言っているんだ。任せてはもらえないか？

ＧＭ：その言葉に、神官たちはざわめいた。「そうか、あの娘はジョーカーの……」全員が、どこか険しい表情だ。神官長は少し思案してのち、ルーチェに言う。「……なるほど。そういう事ですか。ルーチェ君、亡き父の想いを受け継ぎたい、というキミの気持ちはわかります。彼は、実に聡明で立りつ派ぱな人物でした。結果として、彼が生命を落としてしまったことは、本当に申し訳ない。すまなかった」神官長は、ルーチェに深々と頭を下げる。

サジ：し、神官長が頭を……この人、大人物でござるな。

ＧＭ：「だが、わかってほしいのです。それゆえに、あの男の娘を同じ任務に……危険な目に遭わせたくはないのです。キミまで死ぬようなことになれば、ジョーカーの魂になんと詫びればいいのか……私は、言葉を持ちません」

ルーチェ：あ、う……（ちらっとベルダーを見る）。

ベルダー：（笑顔でサムズアップ）。

サジ：あ。

ルーチェ：（大きく息を吸って）……───お父さんは、生きてますっ!!

ＧＭ：「はあっ!?」ルーチェの言葉に、神官たちは声を上げて一斉に立ち上がった。「ば、馬鹿な！　そんなことはありえない！」「なにを根拠にそのような……っ!?」明らかに、神官たちが動揺しているのがわかる。神官長すら、驚きの表情だ。

ベルダー：あ、そうなのか。

ＧＭ：「ルーチェ君。なぜ、ジョーカーが生きていると？」神官長が問う。

ルーチェ：天使さんがそう言ってました！

ＧＭ：〝ぶしっ〟　ディクシィが、鼻血を噴き出した（一同大爆笑）。そして、神官のひとりが、あわてたように問う。「そ、その話には無理がある！　もし生きているならば、なぜ今までジョーカー殿は姿を現あらわさなかったのだ!?」

ベルダー：なんか、都合があったんだろうよ。

ルーチェ：そうです！　それに、みなさんは父を裏切り者だと思っているんですよね？　だから、帰ってこられないのかもしれないですし。

サジ：げ。

ＧＭ：えー……ルーチェの言葉に、神官たちは動揺と狼狽の態度を露わにした。「そ、その話……いったいどこで……っ!?」なお───〝ぶししっ〟　ディクシィは耳血を噴き出した（一同大爆笑）。

サジ：……いかん。ジョーカー生存の話と、裏切り者な話……口止めされていた。それをルーチェ殿に伝えていない気がする。

ＧＭ：〝ふしゅるるる～……〟　ディクシィは白目を剝いて気き絶ぜつしていた（一同爆笑）。

ルーチェ：ああぁ……っ、ディクシィさん、すみません～っ!?（[image: ←]でも爆笑）

ＧＭ：ここでバラす想定はまったくしてなかったんだが……どうしよう（笑）。

ルーチェ：ご、ごめんなさいっ、我が慢まんできなくて……っ。

ＧＭ：ちなみに神官たちは大騒ぎだ。だが───「みなさん、静せい粛しゆくに」という神官長の言葉に、会議室は瞬時に静まり返った。

ルーチェ：……。

ＧＭ：「ルーチェ・メテオライト。先ほどの言葉は、真実ですか？」

ルーチェ：天使さんは、確かにそうおっしゃってました。

ＧＭ：「なるほど───キミの気持ちはわかります。娘が父を探さがしたいというのです。いったい、誰がそれを止めることができましょうか」

ベルダー：さすが神官長。いいこと言うじゃないか。

ＧＭ：「しかし、わかってほしいことがあります。魔獣の被ひ害がいは日に日に増ましている。神殿は、速やかに魔獣への対処をしなくてはなりません」

ルーチェ：は、はい……確かに、そのとおりです。

ＧＭ：神官長は、優しく微笑みながら頷く。「そのための最適解を我々は取る必要があります。どちらの任務に、どのギルドを当てるか。キミたちを魔族討伐に当てるのは、それが最適解だと判断したからです」

ベルダー：なにこの説得力。

ＧＭ：「しかし、キミの気持ちもわかります。私の名にかけて約束をしましょう。ジョーカーについての調査は、神殿が責任をもって行ないます。名もなき天使との交渉に、ジョーカーに関する情報の引き出しも追加しましょう」

一同：おお？

ルーチェ：じゃあ、お父さんの安否と、汚名の返上を……。

ＧＭ：「改めて、調査することを約束します。いいですね、レオーネ」神官長の言葉に、レオーネはうやうやしく頭を下げるのみ。周りの神官たちはなにか言いたそうな顔をしているものの、神官長がそう言うならばと口を挟はさんではこない。

ベルダー：（少し考えて）俺たちは冒ぼう険けん者しやだからな。街……ひいては世界の平和を守ってなんぼだ。神官長の言い分もわかるからなあ……。

サジ：確かに、魔族が魔獣を育成しているのなら、その魔族を倒すことは状況を収める手っ取り早い方法ではある。任務の重要度は、天使との交渉より上のような気もするござる。

ＧＭ：もちろん、このあとキミらがどう行動するかは任せよう。どんな挑戦だって、受けてやろうじゃないか……！　セッションさえ崩壊しなければ！（笑）

ベルダー：あら素敵。どうする、ルーチェ。

ルーチェ：お父さんのことは気がかりだけど、街の人たちの安全をおろそかにはできないと思うから……わがまま言わず、神官長の意見に従したがうのがいい気がしてきました。

ベルダー：（少し考えて）……とりあえず、ここは引き下がろう。で、アモーレの情報収集の結果次第で、もう一回どう動くか考えないか？

サジ：なるほど、それは妥当。

ベルダー：とりあえず、今は神官長の深いご慈じ悲ひに感かん謝しやして、さっさと部屋から出よう。

ＧＭ：うい（笑）。では、キミたちが部屋の外に出ると、会議が再開された───というところでシーンを終えて、アモーレサイドへと場面を変えよう！







◆Middle07◆潜せん入にゆう捜そう査さ




　ルーチェたちが会議室に向かうのとほぼ同どう時じ刻こく。

　アモーレはただひとり、神殿内部にある神官長の部屋を目指していた。

　目的はただひとつ───神官長の所持している、機密文書の数々だ───。




ＧＭ：次はアモーレのシーンだ。キミは、人目につかない場所で機会を窺っていると───やがて、その時はきた。会議室で、なにやら騒ぎが起こったようだ。神殿の神官たちの注意は、一斉にそちらに向いた。

アモーレ：ふふふ、始まったようだね。では、神官長の部屋にＧＯだよ。

ＧＭ：ＯＫ。……普ふ段だんは足を踏ふみ入いれることができない、神官長の部屋の前に、キミはやってきた。うん、警備の兵すらそこにはいない。

アモーレ：おお。うまくやってるみたいだね。

ベルダー：どんだけ危機の意識が薄いんだ、この神殿（笑）。

アモーレ：じゃ、アタシも一仕事しちまおうかね。では、まずはドアの鍵を……。

ＧＭ：確かに鍵は掛かっていた。だが、一流のシーフたるキミにとって、それを解除するのは造作もないこと。ドアは、あっさりと開いた。

アモーレ：おお、さすがはアタシだね！　解除の判定もいらないとか！

ＧＭ：ここで失敗したら、シーンの意味がなくなるしな。アモーレは音もなく部屋へと忍しのび込こんだ。中はきちんと整せい理り整せい頓とんされ、掃そう除じが行いき届とどいていて、装そう飾しよくがひとつもない。神官長の性格がわかるような部屋だ。部屋の奥には、戸棚……壁には、神話の一節を描写した絵画がでかでかと飾られている。

アモーレ：ふふふ、うまく隠したつもりかね。書類の隠し場所は、ここじゃ───っ！　と、絵画を持ち上げる。

ＧＭ：さすがは一流のシーフ。そこに、隠し金庫はあった。

アモーレ：ほんとにあったっ!?

ＧＭ：しかしさすがに、鍵は掛けけられているようだ。

アモーレ：ふんふふ～ん♪　その手には乗らない。鍵かぎが掛かっていることをえてアピールして、トラップの存在から注意を逸らす。ちらっ、ちらっ（ＧＭの顔色を窺って）……では《ファインドトラップ》で罠を探す。

ＧＭ：…………（笑）。難なん易い度どは12だ。

アモーレ：余よ裕ゆう余裕……！（ダイスを振ふる）18で成功！

ＧＭ：く……そこには侵しん入にゆう者しやが金庫に触れると発動する、アラームが仕し掛かけられている。

アモーレ：それじゃ、ちゃちゃっと解かい除じよっと……！

　罠も鍵も、アモーレの手にかかればないも同然だった。

　───難易度は、たったの８。

　あっという間にアラームは取り外され、鍵も一いつ瞬しゆんのうちに解除された。

　……なお、ピンゾロを出したためにフェイトを使って振り直したのは秘密だ。




アモーレ：さてさて、目当てのものはあるかな～あ？　ぱか。

ＧＭ：金庫の中には、スイッチがひとつ。どうやら、隠し部屋を開くためのスイッチのようで───うん、罠は掛かっていない。

アモーレ：くくく、一流のシーフにはわかる！　これを押せば、この目の前の壁が左右に開くはず……ぽちっとな！

ＧＭ：うん、背後の大きな本棚が左右に分かれ、隠し部屋が出現した（一同爆笑）。

アモーレ：…………く、やるね、神官長。隠し部屋に入ってあさるとしよう。

ＧＭ：隠し部屋は、さほど広くはない。資料はいろいろ置いてあるようだが───。

アモーレ：そうだねぇ……〝神具〟について、一三年前の事件について、そして内部の密みつ偵ていに関すること……この辺を中心に資料を探してみようかな。

ＧＭ：ああ、その辺の書類は、比ひ較かく的てき新しめのファイルにまとめられているようで、あっさりと見つけることができた（一同拍はく手しゆ）。

ルーチェ：やったぁ～！　アモーレさん、すごいです！

アモーレ：へっへっへ、チョロいもんですわぁ～（ドヤ顔）。

ＧＭ：一回くらい失敗して、発見されてもいいと思わないか？

アモーレ：ふーはははは！　言っただろう、今日のアタシはできる子なんだってぇ！　今なら空も飛べる気がする！　もうなにも怖こわくない……！（一同爆笑）

ＧＭ：さて、アモーレが探していた資料は、比較的最近集められたもののようだ。読みやすいよう整理されている。まず見つかったのは、かつて魔獣クロウ・クルワッハが現あらわれた時の事について書かれた資料だ───。





・魔獣クロウ・クルワッハ出しゆつ現げんの背後には、ハゲンティという魔族が関係している。

・遙かな過去、この大陸に出現した大量の魔獣はその多くが滅ぼされ、または封印された。だが、ハゲンティは大陸のどこかで休きゆう眠みん状態にあった魔獣を発はつ掘くつし、増ぞう殖しよく・育成を始めている。






ＧＭ：ちなみに、ハゲンティがクロウ・クルワッハを発掘した現場が、第三話でベルダーが見つけた、巣のような場所だ。

ベルダー：あ！　お宝たからが山ほどあったところか！

ＧＭ：そう。お宝ルートを突っ走ったキミらだが、ここで繫がってくるわけで（笑）。

ベルダー：無駄じゃなかった！

ＧＭ：さて、次に見つかったのは、一三年前、ジョーカーが神殿を裏切った事件についての資料だ。ここは、かなり神殿側の推すい測そくが混まじってくるようになる。





・一三年前、再び大量出現が予知されたクロウ・クルワッハ討伐のため、神殿は〝神具〟使用を提案した。ジョーカーたちのギルドが、〝神具〟を借り受けるため、王都アーケンの城……すなわち、〝神具〟を管理していた名も無き天使のもとへと向かった。

・だが、予想外のことが起こる。

・作戦の過か程ていで、ジョーカーはハゲンティと通じ、〝神具〟を使わせないために封印。

・ジョーカーは、迷めい宮きゆうの奥で起きた魔ま法ほう爆発に巻まき込こまれた。複ふく数すうの生せい存ぞん者しやが目もく撃げきしており、彼らの証しよう言げんから、死亡したと断定された。






ＧＭ：この書類には、「この情報を外部に漏もらさないこと」と注意書きがされているね。文書の最後は、「裏切り者であることを公表してはいけない。これを機密とする」とある。

一同：………………。

ベルダー：……神殿の機密資料でも、俺たちが聞いたとおりなのか。

ルーチェ：……お父さんが魔族と通じてたなんて、ありえないです！

ベルダー：だいたい、そんな証拠はどこにもないぞ！

ＧＭ：ジョーカーが〝神具〟を封印したことが第一の証拠なんだろう。その後の調査で、ジョーカーとハゲンティが繫がっていたことを示しめす書類が見つかった、とされている。

ルーチェ：…………。

ベルダー：まだ、なにか真実があると考えておこう……。

アモーレ：魔族と繫がっていた証拠の確度は調べられる？

ＧＭ：見た限かぎり、かなり確度は高いようだ。書類を見た人間の九九％が納得するだろう。

アモーレ：かなりあやしいけど、了解。次に、一三年前にどうやって〝神具〟なしで魔獣を撃退したかは？

ＧＭ：それについては、一三年前の記録が残っている。かいつまんで言うと……。





・魔獣は、発生するつどに神殿が兵を差し向けて討伐してきた。だが、数年にわたって討伐を繰くり返かえしているうちに、魔獣の発生を確認できなくなってきた。

・被害は現状、拡かく大だいする気配はないようだ。しかし、ハゲンティは討うち漏もらしてしまった。現在もどこかに潜せん伏ぷく中と思われる。引き続き警けい戒かいする事。






アモーレ：つまりこれ、魔獣が出る度に戦ってるうちに沈静化したって事かね。で、ハゲンティ側の視し点てんで言うと、なにかを企たくらんでいたけれど計画が頓挫……でも、まだあきらめてねえよ、っていう。

サジ：それが、一三年経った今、再始動したでござるな。

アモーレ：ジョーカーは神殿を裏切って死に、魔獣はいつの間にか発生しなくなった。しかし、真実を語る事は、神殿にはできない。だから神殿は、「英雄ジョーカーの活かつ躍やくで、魔獣は姿を消した」ってストーリーをでっちあげた。……これも、アタシらの聞いたとおりだ。

ルーチェ：……。

アモーレ：最近、ハゲンティが動き出した事については？

ＧＭ：その記述もある。実は、第一話の頃から神殿は調査を始めていたんだ。キミたちが瘴しよう気きの話を持ち帰った時、既に神殿は一三年前のハゲンティの事を知っていた。

サジ：神殿は、近いうちにもう一度、魔獣が現あらわれるという事を予よ測そくしていた、という事でござるか。

ＧＭ：そのとおり。なんらかの諜ちよう報ほう活動や対処はしていたんだと思われる。実じつ際さい、三話のクロウ・クルワッハの情報はすでに持っていただろうな。

アモーレ：だからこそ、レオーネみたいな熟じゆく練れんの冒険者を配置してたってわけかい。

ＧＭ：そういうこと。ただ、どこに出現するかはわからなかったから、キミたちとのゲームって形で提てい示じしたんだ。結果、頼みのレオーネは負けてしまったわけだが……（笑）。

アモーレ：ふーん……なるほどね。〝神具〟……〝聖弾〟についての資料は？

ＧＭ：あるよ。それに関連する資料もあわせて見つかる。





・以下の情報は最上級の極秘とする。クロウ・クルワッハの背後には、さらなる魔獣〝バロール〟の存そん在ざいがある。クロウ・クルワッハとの戦いは、バロールの前ぜん哨しよう戦せんに過すぎない。






一同：ちょ……っ！

ルーチェ：新情報っ!?

アモーレ：前哨戦ってなにっ!?





・バロールはきわめて危険な魔獣であり、完全に顕けん現げんすれば、世界は滅ぼされるだろう。

・一三年前、バロールも出現しかけていたが結果的に、神殿が対処により事なきを得ている。

・バロールの完全な討伐のためには、〝神具〟〝聖弾〟が必要不ふ可か欠けつである。

・神殿は〝聖弾〟を使用して、バロールを完全に倒たおそうとした。しかし、ジョーカー・メテオライトが〝聖弾〟を封じてしまったため、それはかなわなかった。






ＧＭ：なお、このバロールという名前は、神殿側でつけたコードネームのようだ。〝神具〟を封印したジョーカーは、ハゲンティと通じてこいつを解とき放はなとうとしていたのではないか……と、神殿側は推測しているようだ。

ルーチェ：お父さん……。

アモーレ：ハゲンティの目的も、それかい……。

ＧＭ：そして、追記事項として今回の任務に関するの記述がある。





・作戦は二段構えとする。第一は、ハゲンティの討伐。これを完遂すれば、魔獣を管理する者はいなくなり、事件は収束する。

・第二に、それが失敗した場合は、〝聖弾〟の力をもって対処する。第一の構えが失敗した時のために、名もなき天使との交渉に入る。






ベルダー：あ、そういうことだったのか。レオーネの方は、予備の策だったんだな。

ＧＭ：ただ、第二の策には、懸念事項が書かれている。





・問題は、〝聖弾〟に仕掛けられたジョーカーの封印だ。これを解除する手段が現状で不明　───おそらくは、ジョーカーの娘・ルーチェがその鍵を握ると考えられる。






ルーチェ：あたしっ!?　知りませんよっ!?

アモーレ：具体的には？

ＧＭ：資料の方にも、「調査中」と書かれており、細かい事はわからない。

ベルダー：なら、〝聖弾〟についての具体的な情報は？

ＧＭ：残念ながら、〝魔に対抗するための、究極の力〟とだけしか。現状、例の天使がいる神殿の地下に眠ねむっていることは記述があるな。

アモーレ：……ふうむ。あ！　それじゃあ、神殿内のあやしい人物のリストは？　それを調べるのが親友との約束だった！（笑）

ＧＭ：（笑）。確かに、幾いく人にんかの名前があがっている。その名前は初めて目にするんだけど……実はさっきの会議シーンで、ベルダーたちにつっかかってた神官たちの名前だ。

ベルダー：あいつらほぼ全部かよっ！（笑）　どうなってんだ、この神殿っ！（笑）

アモーレ：じゃ、名前は控ひかえておこうかね。……神殿内にあやしい奴がいる、ってのは、どうやら間違いじゃなさそうだ。

ＧＭ：資料によれば、彼らが神殿の情報を故こ意いに流している可能性は高そうだね。ただ、現在は泳がせて状況を窺うかがっているところらしい。

アモーレ：なにかがあったら捕とらえようとしているわけか。

ＧＭ：うん。ちゃんと神官長も、書類を確認した旨むねのサインを書かき込こんでいる。

アモーレ：……ま、神官長自体が怪あやしけりゃ、もうどうしようもないけどね（笑）。

ベルダー：でもなー、神官長はシロだと思うんだよなー。五話目にして、名前も決まってないとか、すげえ考えにくい……（笑）。

ＧＭ：メタな読み方をするなよっ!?（一同大爆笑）

アモーレ：すると、レオーネもあやしくなってくるね。レオーネの情報はある？

ＧＭ：プロフィールくらいなら。レオーネの父親は大変なエリートだったが、正せい義ぎ感かん溢あふれるばかりに、神殿にとってよろしくないことをして更こう迭てつされたらしい。レオーネ本人の経歴は、それはそれは輝かしいものだが……あんま関係ないので割愛する（笑）。

アモーレ：一応、覚えておこう。他にはなにか情報は？

ＧＭ：とりあえず、ここでわかる情報は以上だ。

アモーレ：了解。それじゃ、資料を元の場所に戻もどして、本棚もアラームも鍵も侵しん入にゆう前の状態にセットし直してから、部屋を出て行くよ。

ＧＭ：き、今日のアモーレは完かん璧ぺきすぎて気持ち悪いな……（笑）。

アモーレ：気持ち悪いって言うんじゃないよ!?　傷きずつくよ!?（笑）

ルーチェ：心強くて頼たのもしいです！

アモーレ：そうそう、それです、それ、それを待ってました（笑）。

ＧＭ：ともあれ、アモーレが風のように部屋から退たい出しゆつしたところで、シーンを終了しよう。







◆Middle08◆推測と希望




　アモーレがもたらした情報は、ルーチェの気持ちを消沈させるに十分なものだった。

　ハゲンティとジョーカーが手を結んでいたこと。そして、その目的は、バロールなる最悪の魔獣を呼よび出だそうとしたというものだったからだ───。




ＧＭ：さて、次のシーンだ。時間は……そうだな、会議室の騒そう動どうと、アモーレの潜入が終わった夜、としようか。神官長から正式な通達が入るのは、明日の朝となるだろう。シーンの目的は、アモーレの情報の共有と相談だ。舞台は、ルーチェの部屋でいいかな。

ベルダー：いいんじゃないかな。ではまず、情報は共有したってことで。

ルーチェ：…………ちなみに、あたしはヘコんでます。

サジ：ジョーカー殿が、神殿を裏切った情報が機密資料にも書かれていたからでござるな。

ルーチェ：はい……。

ベルダー：……でもな、親父さんは裏切り者じゃないと思う。断だん言げんしてもいい。

ルーチェ：そうです！　お父さんは裏切ってなんかいないです！

アモーレ：……実はね、アタシもそう思ってる。だいたい、ハゲンティと通じてたって部分を含ふくめて、裏切り者とされてるってことも疑わしいんだよ。

ルーチェ：……どういうこと？

アモーレ：いやね？　一三年前、〝聖弾〟をジョーカーが封印したのは本当だと思う。そのあと、運よく危機を回避したって……都合よすぎないかい？

ベルダー：まあ、たしかに。そこはもやっとする。

アモーレ：逆に考えれば……〝神具〟を封印したことで、魔獣の動きが沈ちん静せい化かしたとすれば？〝神具〟を使ったらよくないことが起こるから、封印したとも考えられる。

一同：なるほどっ!?

ＧＭ：……面白い意見だ。言ってることが三下じゃない。

アモーレ：ふっふっふ、できる子だって褒ほめ称たたえていいのよ？

ＧＭ：しかし、〝神具〟は本当に〝魔を滅ほろぼすためのもの〟であって、魔獣を活かつ性せい化かさせたり、復ふつ活かつさせたりするようなものではないことは断言しておこう。

アモーレ：だとすると、なにか別の理由があるのかもしれない。

サジ：ここで考えても、答えは出ないでござるな。

ベルダー：だな。ともあれ、今の感じだと……俺らは予定どおり、ハゲンティの討伐に向かう方がいいと思うんだが、どう思う、ルーチェ？

ルーチェ：はい、あたしもそう考えてました。ただ、天使の方に向かうレオーネさんと、お話しできないですか？

ベルダー：……ああ、なるほど。あいつ、頭は固かたいけど、真っ直ぐでいい奴だからな。うまくいけば、協力してもらえるかも。

アモーレ：おやおや、ベルダーさんともあろうものが、あっさりと。いい奴に見せかけて悪人というのは、ＴＲＰＧのシナリオでよくあること……！

サジ：特に菊池さんのシナリオだと……！

ベルダー：にーやん、根性腐ってるからなあ！

一同：お前らっ!?（一同爆笑）

ベルダー：なんてこった！　今の神殿に、信しん頼らいできる人間がまるでいない！

サジ：現げん在ざい、この神殿内で意味のある立ち位置にいるＮＰＣは何人かいる。誰かがきっと黒幕にちがいない。神官長、レオーネ、そしてディクシィ。大穴で、鍋なべのじじい。

ルーチェ：おじいさんもですかっ!?

ベルダー：さすがにそれはないだろうっ!?（笑）

サジ：前にやられたことあるっ!?　「こいつがボスかよっ!?」ってシナリオ！（一同爆笑）

ベルダー：にーやん。

ＧＭ：なんだ。

ベルダー：本当に根性腐ってんな。

ＧＭ：うっさいわっ!?（笑）

ルーチェ：レオーネさんは、味方になってくれるでしょうか……？

ベルダー：嫌いや味みな奴やつだけど、信頼はできると……俺は思う。親父さんが城の地下にいた場合、その味方になってくれる人がほしい。

ルーチェ：頼たよりになりそうです。味方になれば、ですけど。

ベルダー：あと、出発前に一応、ディクシィにも話を聞いておこうか。

サジ：（シリアスな口調で）拙者は、会いたくないでござる───。

ベルダー：（ぶっと噴いて）シリアスに言うなよっ！（笑）

ルーチェ：もしかして……会議でのこと、ですか？

サジ：うん……だって、白目剝いて気き絶ぜつしてたし……絶ぜつ対たい怒おこられるし……（笑）。

アモーレ：まあ、生命までは取られないよ。それに、出発前に会うことになるし？

ルーチェ：……うん、やっぱりディクシィさんにはこっちから会いに行きましょう。いろいろ味方になってくれそうですし。

サジ：拙者、覚悟を完了したでござる。まあ、極秘資料にあった、魔族と通じてそうな神官のリストを渡せば、怒りも解けるやもしれぬ。ディクシィ殿は監査役ゆえ。

アモーレ：なんですってっ!?　そんなことされたら……アタシの一万五〇〇〇Ｇが……っ!?（[image: ←]苦く悩のうしている）（一同大爆笑）

サジ：アモーレ殿、どうかなされたか？（しれっと）

ルーチェ：なにか、お金に関係する事とかあるんですか？（しれっと）

アモーレ：う、うぐぅ……い、いやぁははは、なんでもない、なんでもない、大だい丈じよう夫ぶです、はい、おいどんは平気でごわす（笑）。

ＧＭ：おい、口調がおかしいぞ（一同爆笑）。

アモーレ：くぅ……!!　このままでは神殿を強ゆ請する計画が……！　このままでは親友カマッテと、妹コモッテの未来が……っ！　次女のコマッテも危ない！（笑）

一同：ひとり増えたっ!?（大爆笑）

ルーチェ：カマッテとコモッテとコマッテ……!!（[image: ←]爆笑してつっぷしている）

アモーレ：まあ、別にアタシは、内部で内偵が進むこと自体は気にしてないのよ？　内部情報だけまとめてカマッテに渡わたせば、それで依い頼らいは成功だからね？　ああ、今すぐこの情報をカマッテに受け渡しに行くでやんす。

ＧＭ：口調口調っ！（笑）

アモーレ：ＧＭ、今すぐカマッテにどうにか連れん絡らくつけたいんだけど、できる？

ＧＭ：面白いから、できることにしよう（笑）。では、シーンはこんなとこかな。

アモーレ：それじゃあ、アタシは「急用ができたから、あとは任まかせた！　がんばりな！」と言い残して、外に飛び出して行くよ……っ！（笑）

ＧＭ：では、それぞれ分割してシーンを演出しよう！







◆Middle09◆信頼と正せい義ぎ




　ジョーカーは、神殿にとって邪魔な存在になのではないか───。

　その説がぬぐいきれない現状で、ひとりでも多くの味方が必要だった。

　ルーチェとベルダーは、レオーネの執しつ務む室しつを訪たずねた。




ＧＭ：次のシーンだが、どっちから先に演えん出しゆつする？

ベルダー：鉄は熱いうちに打て！　ルーチェ、レオーネを口説きに行くぞ！

ルーチェ：がんばりますっ！

ＧＭ：了解。それじゃあ、時じ刻こくは夕ゆう刻こくにしよう。めずらしく、執務室でデスクワークをしているレオーネのところに、ルーチェとベルダーがやってくる……という感じで。

ベルダー：扉をノックするよ。

ＧＭ：中からは「どうぞ」と、気品に溢れる声が聞こえた。それから少し間を置いて、レオーネはキミたちを部屋に迎むかえ入いれてくれる。

ルーチェ：失礼しますっ。すみません、お忙いそがしいのに。

ＧＭ：「いいや。来ると思っていた」と、視し線せんを合わせずに彼は言う。「まあ、かけたまえ」と彼が言うと、すでにテーブルにはカップに入った紅こう茶ちやが三つ、湯気を立てている。

ルーチェ：すごい！　淹いれたてです！

アモーレ：すべて読まれていた……だと……!?（笑）

ベルダー：来ることがわかってたのか。とんでもない奴だな。

アモーレ：……これ、来なかったらどうするつもりなんだろう？（笑）

ＧＭ：「さて、なにか話があって来たのだろう？」

ルーチェ：あの、あたしのお父さんのこと……ジョーカーのことって、ご存ぞんじですか？

ＧＭ：「知っている。私わたしがまだ子供だった頃、会ったことがある。彼はとても大きく、強く、尊そん敬けいに値あたいするすばらしい人物だった。彼はその当時、神官や騎き士しを目指すものにとって、憧あこがれの存在でもあったのだ」

ベルダー：じゃあ、神殿が親父さんを……ジョーカーを、裏切り者だって認にん識しきしていることは、知ってるのか？

ＧＭ：「もちろん……知っている」彼は神官長の右みぎ腕うでとも言える立場にあるからね。

ルーチェ：そのことについて、あなたはどう思ってるんですか？

ＧＭ：「心しん情じようとしては、裏切り者とは思いたくない。が、起こった事象をそのまま考えると、神殿がああ動くのはしかたのないことだろう」と、あいまいな言い方をする。

サジ：彼の立場を考えれば、そう答えざるを得まいな。

ベルダー：……でもこの答えから考えて、俺たちと同じ価か値ち観かんを持ってるって見てもいいな。

ルーチェ：ですね。

ベルダー：レオーネから見て、ジョーカーが自分の利り益えきしか考えない裏切り者にしか見えないなら、このまま聞き流していい。でも、もし裏切り者じゃないって思えるなら、その時は……ルーチェのために、ジョーカーのことをなんとかしてほしいんだ。

ＧＭ：「……待て。彼が生きている、と本当に思っているのか？　信じがたいな。もし生きているならば、なぜ彼は神殿に戻もどり、真実を明らかにし、裏切り者の汚お名めいを返上しない」

ルーチェ：きっとなにか、戻もどれない理由があるんですっ。

ＧＭ：「その理由とはなんだね？　それに、生きている証拠でも？　天使の言葉を素直に信じる、というのかね？」

ルーチェ：いいえ───これは、ジョーカーの娘としての、勘です。

ベルダー：血の繫がりによる直感ってやつだ。俺もその勘を信じてる。

ＧＭ：すると彼はカップをかちりと置き、微笑む。「……なるほど。根拠には乏とぼしいが、ずいぶんと説得力がある」それは皮肉なのか、本音なのか、彼の表情からは読み取れない。

ルーチェ：……。

ＧＭ：「───フン。裏切り者というのは、あくまでも神殿側から見た場合のもの。キミたちにとって……もしかすると私にとっても、彼は裏切り者ではないかもしれないな」

ベルダー：どうしよう、レオーネがかっこいい！（笑）

ＧＭ：「しかし、どうしてその話を私に？　私はあくまで、神殿に忠誠を誓う騎士だ。キミたちが神殿とはちがう考えであることを打ち明けて、利する事などないように思うが？」

ベルダー：俺は、お前が神に仕え、民のために戦う人間として、最後の最後で義ぎに準じゆんじてくれるって思ってる。だから話をした。それだけだ。

ＧＭ：「光栄だな。もちろん私は私なりの正義で動く。そこは約束しよう」

ベルダー：神殿のための正義じゃなくて、本当に、お前自身の正義で頼むぜ。

ＧＭ：「ああ。もっとも、本当に会えたのなら、だがな。話は以上かね？」

ベルダー：ああ。忙しいとこ悪かったな。

ＧＭ：「いいや。この来らい訪ほうも今日の予定のうちさ」

ベルダー：うわー、なんだこいつのできる男感！　くやしい！　かっこいいっ!?（笑）

ルーチェ：ありがとうございました、レオーネさん。ぺこっとお辞じ儀ぎします。

ＧＭ：では、キミたちが席を立ち、部屋を出て呟ったあと───彼はふっと微笑ほほえみ、ひと言呟いたところで、シーンを終えよう。




「私なりの正義……私自身の正義───……か」







◆Middle10◆ディクシィの胸きよう中ちゆう




　旧きゆう友ゆうを案じ飛び出したアモーレ、レオーネのもとに向かうルーチェたちを見送り、サジはひとり、上司の部屋へと足を向けた。

　彼女の部屋の前に立った時、サジの背中に冷たい汗が流れた。




ＧＭ：一方、その頃ころ……次はサジのシーンだ。サジがディクシィを訪たずねる場面だな。

サジ：了解でござる。さて……拙者はディクシィ殿のところに向かうでござるよ。

ＧＭ：ＯＫ、彼女の執務室のドアに前に来た。

サジ：ディクシィ殿、少々お話がござる───と、扉を開けるでござる。

ＧＭ：キミが扉を開いた直後、こんな声が響ひびき渡わたった。

一同：声？

ＧＭ：「この……腐くされボケがああぁぁ───っ!!」ディクシィ渾身のコークスクリューパンチが、サジの頭部を捉えた。

サジ：きりもみ回転しながら、ぶっ飛ばされるでござる（一同爆笑）。

ベルダー：ああ───っ!?　またサジの手足が変な方向に───っ!?（一同爆笑）
















サジ：今回はここかよっ!?　戦闘でもなんでもねえっ!?（笑）

ＧＭ：そして彼かの女じよは、重力に従したがって床ゆかに落下したサジの首を摑み……まるでホラー映えい画がの演出のように、〝ずるっ、ずるっ……〟と、部屋に引ひきずり込こんでいく。

アモーレ：ひっ、ひいぃ──────っ!?（笑）

ルーチェ：さ、サジさ───んっ!?（笑）

ＧＭ：ディクシィは、荒々しくドアを閉め……サジの首根っこを摑む。「───当面は秘密にしろ、と言ったわよね。裏切り者だって話も、ジョーカー様生存の可能性も」

サジ：う、うう……話を、聞いてくだされ。

ＧＭ：「いいわ、聞きましょう」ディクシィは乱らん暴ぼうにソファに座り込んで、手足を組む。

サジ：かたじけない───実はこの神殿の内部に、魔族と内通しているものがいるとの情報を手に入れたのでござる。

ＧＭ：「ふぅん。アイツかしら」と、彼女は特に驚おどろきもせずにそう言った。

サジ：おそらく彼らは、我われ々われが動き出すのと同時に、行動を起こすのではないか……と、拙者は予想しているでござる。

ＧＭ：「なるほど。たしかに、あんたたちは明日、魔族討とう伐ばつに行くわけだからね。なにか動きがあってもおかしくはないわ」

サジ：うむ。ディクシィ殿にはその間、彼らの動きを注ちゆう視ししてほしいのでござる。

ＧＭ：「それは命令？　お願い？」

サジ：ディクシィ殿に命令することなど、拙者にできるはずもあるまい。

ＧＭ：「で？　それと約束を破った事とどう関係が？」

サジ：……ディクシィ殿、拙者は、ルーチェ殿がすべてを知った上で、自分の道を歩み出すべきだ、と思っているのでござる。

ＧＭ：「……彼女はまだ幼いわ。大人がある程てい度ど導みちびいてやらなきゃダメよ。あの年とし頃ごろの女の子は、なにをするかわかったもんじゃないから」と、彼女は少し遠い目をした。そしてなぜか……〝ぼっ〟と顔を紅くしてへたりこんだ。

ベルダー：過去のことを思い出したか……（笑）。

サジ：ルーチェ殿は今、大きな試練の前に立たされている。聖都から彼女が派は遣けんされた時、受け入れを断ことわる権けん利りをお持ちだったはず。しかし、あえて手元に置いたのは、その成長を見たかったから……でござろう？

ＧＭ：「それだけじゃない。ジョーカー様のことを考えれば、彼女が一番適てき任にんだと思ったの。あの子の手で……彼がやり残したことを、終わらせてほしかった」

サジ：では直接、彼女にそう言えばよかったのでは？

ＧＭ：「馬ば鹿かじゃないの!?　言えるわけないじゃない！　だって私は、あの子の父親を、目の前で見殺しにしたも同然なのよ!?」

ルーチェ：…………。

ベルダー：いきなりハードな話に。

サジ：見殺し……でござるか。

ＧＭ：ディクシィは、ジョーカーを置いて逃げたわけだしね。彼女は、過去を思い出して瞳を閉じ……嗚咽を我慢するかのように声を振り絞る。「あたしは、あの光の中に消えたふたりに、もう永えい久きゆうに謝あやまることもできない……ジョーカー様にも、ムニエルにも……っ」

一同：ムニエルっ!?（笑）

ベルダー：誰だよっ!?

ＧＭ：いや、だからサブリーダーのサハギンの名前だ。

ルーチェ：おいしそうです……（笑）。

サジ：話を戻もどそう（笑）。ディクシィ殿が間ま違ちがっていたとは限かぎらないでござる。名もなき天使よりもたらされた情報が、真実の可能性もある。

ＧＭ：彼女がふっと苦笑する。「それを素す直なおに信じるほど、若わかくはないわ」

サジ：───確かに。

ＧＭ：ディクシィの拳が、サジのみぞおちに叩き込まれた。「……あっさり納得してんじゃないわよっ!?　あたしはまだ三二よっ!?」（一同大爆笑）

サジ：だったら自分で若くないとか言うなよっ!?（笑）

ベルダー：なんでちょいちょいギャグとか小ネタを挟むんだ……（笑）。

アモーレ：シリアスに耐えられないんでしょう。

ＧＭ：「ともかくっ！　そんな未知の可能性に、納なつ得とくいくまで追求することができるのは、あたしじゃなくてルーチェよ。だから───……」と、少し間を置いて、静かにこう告げる。「だから、あたしにできることがあるなら、なんでも言いなさい」

サジ：ディクシィ殿───。

ＧＭ：彼女は、サジの言葉を優しい笑顔で待った。

サジ：では、拙者の額ひたいのこれを外してほしいでござる。

ＧＭ：「無理」

サジ：な、なぜでござるかぁ!?（笑）

ＧＭ：「それは、あなたとルーチェの絆。そう簡単には外せるものではないの」

サジ：空くう腹ふくが頭ず痛つうに変へん換かんされる絆なんて嫌だろう……っ！（笑）

ベルダー：なんでサジまでネタを挟むんだよっ!?　初登場時のお前はどこ行ったっ!?（笑）

ルーチェ：（[image: ←]大爆笑）

ＧＭ：「とにかく、私は最さい大だい限げんの努力を惜おしまないわ。なにか困こまった事態があれば、その時は素直に私を頼りなさい。それから───今後は二度とあたしに隠かくし事ごとはしないで」

ベルダー：あー、ディクシィに言わないで会議室に乱らん入にゆうしたことか。

ＧＭ：「ああいう事をやるなら、あたしにあらかじめ言いなさい。そしたら、もっとうまくフォローする。……それが唯一、あたしにできる事。あの子への贖しよく罪ざいなんだから」と、最後は独ひとり言ごとのように、ぽつりと呟く。

ルーチェ：ディクシィさん……。

サジ：ルーチェ殿は、これから立ち向かう大きな試練の前に、心折れる時があるかもしれぬ。その時は、ディクシィ殿、おぬしが彼女を励はげましてやってほしいのでござる。それができるのは、ジョーカー殿の勇ゆう姿しを知っている、ディクシィ殿だけだと思うのでござる。

ＧＭ：彼女は少し笑って……言う。「あんた馬鹿ね。あたしは励はげますなんてことはしない。ただ最大限努力をして、あの子が自分の道を切り開けるよう、少し手を貸かすだけよ」

サジ：ディクシィ殿なりのやり方であれば、それでよいのでござる。

ＧＭ：「───ええ」ディクシィは、力強く笑んだ。

サジ：では、こんなとこでござるか？　どうにか一回殴られただけですんだ。

ＧＭ：「さて、サジ。出発までまだ時間があるわね」

サジ：そうでござるな。

ＧＭ：彼女はボキボキと指を鳴らし、悪魔の笑みを浮うかべる。そして、この場面はディクシィのこんな言葉と共に締められる。




　「───じゃ、改めてお説教タイムに入っていい？」




　　＊　＊　＊




ＧＭ：さて、アモーレはカマッテに連絡を取るため、ひとりで外に出たわけだが───。

アモーレ：急いで連絡取らないと、お金を手に入れ損ねて、あいつと妹たちが大変なことになる。……どんな手段をもってしても、今こん晩ばん中に話がしたい。

ＧＭ：それはかなり難むずかしいな。【幸運】の判はん定ていで、難易度は14ってとこだな。

アモーレ：はっはっは。わたくし、【幸運】は２でございますよ？　だが、ここは友人のため、ちょいとひと肌はだ脱ぬごうじゃないか！　フェイトを１点使って、３Ｄにする！（一同どよめく）

ベルダー：アモーレ……俺、今初めて、お前のことかっこいいって思った！（笑）

アモーレ：ふっ、これが愛ってやつさ！　とうっ！（ダイスを振る）　───１、２、３！　達成値は８、失敗!!　（妙にさわやかな笑顔で）さらば、カマッテ。お前のことは忘わすれない。

ベルダー：速そつ攻こうで見み捨すてた───っ!?（一同大爆笑）

アモーレ：いやいや、さすがにこのままでは終わらない！　「この件はやばいから早急に手を引け」って伝言だけ残しておこう。どうやって届けるのか謎だが。以上！（一同爆笑）

ＧＭ：シーンにするまでもないレベルで終わってしまった……（笑）。




　───ちゃんちゃん。







◆Middle11◆強襲




　───神官長より、正式な命令が下ったのは翌朝のことだった。

　当初の計画どおり、ルーチェたちはハゲンティ討伐に、レオーネたちは天使との交渉に。

　すでに、迷いはなかった。

　一行は、支度金を使ってポーション類を買い込み……神殿前広場に整列した。




ＧＭ：では、シーンと開始しよう。キミたちが神官長に呼よび出だされたのは、先ほどのシーンの翌朝のことだ。神官長から直々に「ハゲンティを討うて」との通達が成された。神殿の摑んだ情報によれば、ハゲンティはゴヴァノールの湖のさらに地下にアジトを作り、そこで魔獣を育成しているという。

ルーチェ：湖のゴミ掃そう除じに行ったところですか？

ＧＭ：そう、あの場所だ。ああ、神官長の部屋で見た機密資料にも、そのことはきっと書いてあったな。湖の真ん中で特定のコマンドワードを唱えれば、入り口が現あらわれるらしい。そのコマンドワードも、すべて調ちよう査さ済ずみのようだ。

アモーレ：なんという調ちよう査さ力りよく。

ＧＭ：「この情報を摑むのに、一〇年の月日がかかった。今度は逃のがさんよ」神官長は決意するように言いながら、アジトの資料をキミたちに手て渡わたす。

ベルダー：丁重に受け取ろう。

ＧＭ：「魔族ハゲンティを倒たおし、無事に凱がい旋せんすることを願います……！　それが、キミの父の無念を晴らすことになるでしょう」

ルーチェ：はい！　必ず、成功させて帰ります！

ベルダー：まあ、俺たちにしかできない事だしな。任まかされてやるよ。

ＧＭ：「頼もしいですね」神官長は愉ゆ快かいそうに笑った。そして隣となりに立つレオーネには……「レオーネ、王都アーケンへ向かい、天使との交こう渉しようを成功させるのです」その言葉に、レオーネは「はっ」と一礼する。

ベルダー：頼んだぜ、と目配せしておこう。

ＧＭ：そして、玄関ホール前に用意された馬車が二台、到とう着ちやくする。それぞれが御ぎよ者しやつきの豪ごう奢しやなものだ。

ベルダー：俺ら、だいぶ立場が優ゆう遇ぐうされてるな。悪くねぇぞ～（笑）。

アモーレ：（神官長になって）「気持ちがよいだろう。これが権けん力りよくというものだ」

サジ：その台詞は悪役でござる!!（一同大爆笑）

ベルダー：アモーレのコートが、いつの間にか狐きつねの毛皮付きに……！（笑）

アモーレ：ふふふっ、豪ごう華かな馬車、豪華なコート！　アタシ、超セレブっ！（笑）

ＧＭ：これから魔族退たい治じに行くんだっちゅーのに、なんつー格かつ好こうしとるんじゃ（笑）。

ルーチェ：あはは（笑）。

ＧＭ：ともあれ、馬車に乗ったキミたちに向けて、神官長が高らかに言う。「諸しよ君くんらの健けん闘とうを祈いのる！」そしてレオーネの馬車と、キミたちの馬車が動き出す。レオーネの馬車は王都アーケンへ。そしてキミたちの馬車は───あの湖を目指して出立した。

ルーチェ：よぉし、行きましょう！

一同：おう！




　　＊　＊　＊




ＧＭ：……では、馬車に乗ること一日と半ほど───キミたちは、ゴヴァノールが擁する湖の湖こ畔はんへとやって来た。夜の湖はどこか恐ろしく、鏡のような湖面に浮かぶ月だけが、どこか幻想的だ。なお、そこにはすでに船が用意されている。神しん殿でんの情じよう報ほうによれば、特定の時間、特定の月げつ齢れい、特定の場所でコマンドワードを唱えると水面に穴あなが開いて、アジトに入っていけるらしい。

ベルダー：じゃ、さっそく船に乗ってこいでいこう。

ＧＭ：さて、決められた時間きっかりに、キミたちはその場所に到とう着ちやくした。ここでコマンドワードを唱えることになるのだが……決めてなかったな。そうだな……じゃあ、なにかの旋せん律りつだったことにしよう。資料には楽譜が書かれている。

ベルダー：お、了りよう解かい。じゃあ、音おん程ていとかも全部完かん璧ぺきに歌ったということで！（笑）




　ベルダーの通る声が、定められた旋律をなぞっていく。

　そしてすべての音を紡つむぎ終わった、その時───湖の水面に、まるで栓せんが抜ぬかれたかのような、突とつ然ぜん巨きよ大だいな穴が現あらわれた。




ＧＭ：直径は一〇メートルぐらいだね。穴の中へ、水が滝たきのように流れ落ちているんだが……空間が断だん裂れつしているのか、底の方は真っ暗で底も見えない。

ルーチェ：うわ、怖こわい……！

ベルダー：よし、《フライト》を全員にかけて、穴の底に向かおう。

ＧＭ：うい。キミたちは魔ま術じゆつによって重力を断たち切きり、ふわりと浮うかび上あがると、そのまま闇やみの中へと降こう下かしていく。ある程てい度どまでは、水の流れる様子や上から差さし込こむ光が見えるんだが……あるラインを越こえた瞬しゆん間かん、周囲が真まっ暗くら闇やみに閉とざされる。

ベルダー：おおっ、怖ぇ!?

ＧＭ：隣となりにいるはずの仲間の姿すがたすら見えない闇だ。気配だけは感じられるが、それも非ひ常じように頼たよりないものに思える。

アモーレ：ルーチェ大先生、今こそアレを使う時でっせ！

ルーチェ：はい！　手を光らせます！　ぴかーっ！

ＧＭ：オーケー、いいだろう（笑）。キミの手に宿る光は、周囲の闇を照らしだす。そこにあるのは、無む限げんに闇ばかりが広がる空間だ。上には入ってきた穴が小さく見える。

ルーチェ：出口とかはないんでしょうか……？

ＧＭ：よくよく見ると、キミたちの降おりていく先、下方にぽかりと口を開いた空間が見えるよ。その穴の向こう……石いし畳だたみが敷かれた床ゆかがあることがわかる。

ベルダー：そこに向けて、ゆっくり降下していこう。

ＧＭ：キミたちが出口を抜ぬけると、そこは石いし造づくりの巨大な部屋になっていた。キミたちが降おり立たったのは部屋の中央。そこから見て北側の方角には大きな扉とびらがある。

アモーレ：ぐるっと周りを見回してみよう。なにかあるのかな？

ＧＭ：ざっと見た限かぎり、四方は二○メートルより少し広いようだ。正せい確かくに言うと、隅すみから隅の距きよ離りは二一メートル。

一同：…………。

ルーチェ：二一メートル？　それって……。

ベルダー：ああ。部屋の四よ隅すみにいたら、魔ま法ほうの射しや程てい外がいってことか……（笑）。

ルーチェ：《プロテクション》が届かないです！

ＧＭ：そのとおり。そして部屋の四隅には、オートロックマンションの入り口にあるような、ボタンの取り付けられた台だい座ざが設せつ置ちされている。

サジ：扉の開閉スイッチか……？

ＧＭ：そのとおり。神官長からもらった資料にも、ちゃんと図ず解かいされている。このスイッチを同時に押おさないと、扉は開かないらしい。

アモーレ：で、部屋の四方が二〇プラス一メートルと……（笑）。

ベルダー：絶ぜつ対たいなにかあるぜ、これ……（笑）。

ＧＭ：また、儀ぎ式しきに使うものなのか、部屋の中央に巨大な魔法陣じんが描えがかれているな。

ベルダー：絶対ここからなんか出てくるだろっ!?（笑）

サジ：……四人一度に押すとなると……パーティを分ぶん割かつするしかないか。

アモーレ：誰だれがどの角に行くかは問題だけど……この状じよう況きようだと、ぶっちゃけわかんないね！　入り口から近い方向に近きん接せつ、遠い方に遠えん隔かくって配置がいいかもしれないよ。

ＧＭ：今日のアモーレは冴さえてるな。ヒントを言っておくと、アモーレの言うとおり、配置はとても大事だ。では、誰がどのスイッチに行くかを宣せん言げんしてくれ。

ルーチェ：あたしとサジさんが、扉から見て手前のスイッチですね。

ベルダー：俺おれとアモーレは、扉から見て奥おくのスイッチだ。

ＧＭ：ちなみに対角線の角同士だと30メートルぐらいだな（笑）。さて、配置はいいかな？

サジ：ルーチェ殿、ボタンを押す音頭を（笑）。

ルーチェ：は、はいっ！　せぇーのっ！

一同：ぽちっとな！

ＧＭ：キミたちが同時にスイッチを押した瞬間、中央に描かれていた魔法陣が輝かがやき始める。

ルーチェ：やっぱりそこか～！（笑）

ＧＭ：上に向かって光を噴ふき上あげる魔法陣、その中から何かがせり上がってくる！　まずはひとり現あらわれ、そしてそれを守るかのように、四体のゴブリンが現あらわれる（ポーンを置く）。そして、リーダーっぽい奴がこう言うのだ。「ふっふっふ……やはり来たようだなぁ」

ルーチェ：あーっ！　レベルがちょっと下がっちゃったゴブリンさんだーっ！（笑

ベルダー：えーと……誰？（笑）

ルーチェ：ちょっと、ベルダーさん!?（笑）

ＧＭ：怪け訝げんそうなベルダーにゴブリンはいじけて、床にのの字を書き始める。「覚えてませんか。そーかそーかそーですよね。三話の時はレオーネに倒たおされたしね……」（一同爆笑）

アモーレ：四話の時は一いつ瞬しゆんだったしねぇ。

ＧＭ：「そうだよ！　扉が開いた瞬間に爆ばく発はつしたよ！」（一同爆笑）

サジ：哀あわれな奴でござった。

ＧＭ：「だが、今回の俺を今までとはまったくちがうぞ！　前回、前々回と不ふ遇ぐうな目に遭あい、猛もう特とつ訓くんした結果、超ちよう強つよくなって帰ってきたのだ！」

ルーチェ：特訓ですか！

ＧＭ：そうだ。特訓の成果なのだろう。不ふ敵てきな笑みを浮うかべる彼かれの手に握にぎられているのは、弓でもなければ魔法の杖つえでもない。巨大なランスだ！

ベルダー：ゴブリンランサーになったということか！
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ＧＭ：いかにも、そのとおり！　ゴブリン……改め、ゴブリンランサーは部下のゴブリンアーチャー四体と共に、キミたちの前に立ちはだかる。「お前たちを通すなと、ハゲンティ様から仰おおせつかっている！　さあ、レベルアップして強くなった我わが姿を見るがいいーっ!!　勝負だ、ギルドマスター」
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ルーチェ：わかりました！　正々堂々、お相手しますっ！　戦闘の前にフェイト１点使って《ハンズオブライトⅠ》～！

ＧＭ：その力強い言葉と共に、ルーチェの放つ光が薄い闇を吹き払ったところで……戦闘に入ろう……！







◆Middle12◆ゴブリンの意地




　それは、ゴブリンとして誇ほこりを賭かけた戦いだった。

　これまで幾いく度どとなくルーチェたちに挑いどみ、敗れてきた……もとい。

　挑まれることすらなかった事実は、彼のプライドをいたく傷きずつけた。

　傷つけられたプライドは、彼がより強くなるためのモチベーションとなる。

　ルーチェたちは、それを思い知ることとなった。




ＧＭ：では改めて、初期配置を説明しようか。まず、戦闘の舞ぶ台たいとなるのは21メートル四方の部屋で、キミたちは部屋の四隅にそれぞれ散っている。敵てきはゴブリンランサーとゴブリンアーチャー四体。彼らは一エンゲージで部屋の中央に陣じん取どっているな。

アモーレ：この状況、けっこうきついねぇ。完全に分断されて支し援えんしにくいよ。

サジ：だが、《カバーリング》を考えても、一いつ刻こくも早く合流するべきでござる。




●第一ラウンド

▼行動値ち

ゴブリンランサー　　　　　　　20

アモーレ　　　　　　　　　　　12

ベルダー　　　　　　　　　　　８

ルーチェ　　　　　　　　　　　７

サジ　　　　　　　　　　　　　７

ゴブリンアーチャーＡ～Ｄ　　　４
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一同：ランサー、速……っ!?

ＧＭ：セットアッププロセスだ！　まずは行動値20のゴブリンランサーからだな。ランサーは《間合い》を使い、一気にルーチェに接敵する。

ルーチェ：きゃ───っ!?

ＧＭ：ここで、《脚あし止め》の効果を適てき用よう。これにより、エンゲージが封ふう鎖さされる！　〝クワッ〟と目を見開いて威い圧あつしながら、ゴブリンランサーが叫さけぶ。「お前は絶対に逃にがさんっ！」

ルーチェ：いや～っ、抜ぬけ出だせなくなった～っ!?

サジ：ルーチェ殿どのが孤こ立りつしてしまったでござる！　一刻も早く助けにいかねば！

アモーレ：大丈夫、これぐらいは想定内さね。次はアタシの番だ。ここで《陣じん形けい》を！

ルーチェ：承認ですっ！




　ルーチェの許きよ可かが下りると同時、部屋の四隅に散っていた仲間が一いつ斉せいに駆かけ出だす。が、そのいずれも一回の移い動どうでは距離を詰つめ切きるには至らず……ルーチェからもっとも離れていたベルダーは、彼女の《プロテクション》の射程内に入ることはできなかった。

[image: ]

　その後、ベルダーの《エンサイクロペディア》を使用。《コンコーダンス》の効果もあり、敵すべてのエネミー識しき別べつに成功した。

　開かい示じされた各種データを確認していく一同。

　その中で目を引いたのは───。




ベルダー：……アーチャーの《死角打ち》、地味に嫌いやらしいな。

サジ：対象が他のキャラクターと一緒にいるとダメージが上がる特とく技ぎでござるか。

ルーチェ：つまり、ゴブリンランサーと一緒にいるとあたしへのダメージが上がる？

アモーレ：ゴブリンだけでなく、アタシらと一緒でも上がるね。でも、厄介さでいったらランサーのが数すう段だんやばい。攻こう撃げきのダメージを貫かん通つうダメージに変へん更こうするパッシブのスキルの《ゴブリンの槍技》に加えて、［威圧］を与あたえる範はん囲い攻撃を行なう《ゴブリンのなぎ払はらい》なんてのも持っている。

ベルダー：げっ!?　それじゃ、こいつの攻撃に対して防ぼう御ぎよ力りよくが高くても意味ないじゃん！

ＧＭ：《プロテクション》とかでダメージ軽けい減げんはできるけどな。ちなみに、こいつは本当に強いぞ。人によっては、一いち撃げきでも受けたら倒たおれる可か能のう性せいもあるな。

ベルダー：ルーチェがあいつの攻撃に耐たえられるかどうか……。

ルーチェ：おお……っ！（頭を抱かかえている）

サジ：大丈夫。今の距離ならば《カバームーブ》を使えば、ルーチェ殿を護まもれるでござる。いざという時は、拙せつ者しやに任まかされよ。

ルーチェ：サジさん、いつもありがとうございます！

ＧＭ：これでセットアッププロセスでの行動は全部終わったな。イニシアチブプロセスに移うつろう。最初に動くのはゴブリンランサーだ。ランサーは鋭するどい視し線せんをルーチェに向けるっ！　「猛訓練の結果を見せてやろう！　まずはお前の首を取り、あの御お方かたに捧ささげる！」

ルーチェ：そうはいきません。あたしにも、やるべきことがあるんですっ！

ＧＭ：両者の気き迫はくがぶつかり合う中、ゴブリンランサーが槍を構えて動く。ムーブアクションとマイナーアクションはなし、メジャーアクションで《ゴブリンのなぎ払い》！　対象はルーチェ。勝ちを確かく信しんした表ひよう情じようで槍を大きく振ふりかぶり……直後、横薙ぎの一撃が風を切った。命中判はん定ていは４Ｄ＋15！（ダイスを振ふる）達成値は27だ！

ルーチェ：クリティカルしないと避さけられませんよっ!?　あうあう……って、そうだっ！　あたし、新しいダイス、買ってきたんですよっ！（ごそごそと袋ふくろからダイスを取り出す）

ＧＭ：お、砂さ糖とう菓か子しダイスか。

ルーチェ：かわいいです！

ＧＭ：……その昔、小こ暮ぐれさんが砂糖菓子ダイスを買ってきたけど、あまりにも出目が低かったせいで結局、読者プレゼントにしちゃったというエピソードが───。

ルーチェ：ちょっとやめてくださいよ～!?（笑）　あたしは読者プレゼントにしないように……がんばりますっ！（ダイスを振る）……って、ひく～いっ!?（一同大爆笑）

アモーレ：出目３……これはひどい（笑）。

ＧＭ：ゴブリンランサーの攻撃にルーチェはまるで反はん応のうできない。卓たく越えつした技わざで振ふるわれる槍の穂ほ先さきが、防ぼう具ぐの隙すき間まへと吸すい込こまれるように迫せまる！

サジ：させぬ！　《カバーリング》＋《カバームーブ》を使用！　闘気を飛ばして、ルーチェ殿を護まもる壁かべとする！

アモーレ：サジがみずからの命を燃もやして、ルーチェを……！

ＧＭ：ここで即そく死しすると、いつものサジになるよ？

サジ：冗じよう談だんはやめるでござる！（笑）　いくら貫通ダメージとはいえ、一撃で拙者を倒すほどの大ダメージそうそう出るはずも、ない……！（断言）

ＧＭ：ダメージロールは２Ｄ＋70……よっ！（ダイスを振る）９！　79点の貫通ダメージ。

一同：79点っ!?

サジ：それ、思いっきり死ぬからっ!?（一同大爆笑）　くうっ、全力で防ぼう御ぎよでござる！　《トゥルーアイ》で７点、さらに《パラディオンⅠ》でフェイト１点消費して５点止めて、合計12点軽減！　ルーチェ殿、ぷ、《プロテクション》をくだされっ！

ルーチェ：は、はいーっ！　サジさんに《プロテクション》です！　《ハンズオブライトⅠ》の効果中なので、６Ｄ軽減ですよ。えーい！（ダイスを振る）　おお、なかなかの出目でした。23点軽減です！

サジ：かたじけない。これで35点止まるので……残り【ＨＰ】24点になって、［威圧］を受けたでござる。

ＧＭ：「勝った！」ゴブリンランサーが叫さけんだ直後、魔ま力りよく障しよう壁へきとサジの闘気に槍が阻はばまれ、〝ギギィンッ！〟と甲かん高だかい音が鳴なり響ひびく。確信を覆くつがえされた彼は、目を見開き、驚きよう愕がくする。

サジ：その背はい後ごで拙者は───「ごはぁっ!?」と盛せい大だいに血を吐はくでござる。

ＧＭ：「なんか向こうで血ぃ吐はいてる奴が……」（一同爆笑）

ルーチェ：さ、サジさん……っ！（笑）

ＧＭ：「今の一撃をしのいだのは見事だ。しかし、次の攻撃でお前かあいつのどちらかは死ぬだろう！」これでゴブリンランサーの行動は終しゆう了りよう。次はアモーレの番だ。

アモーレ：まずは先に雑ざ魚こを片かた付づけちまおうかね。ムーブアクションとマイナーアクションはなし、メジャーアクションで《ワイドアタック》！　同時に《フェンサーⅠ》と《デュアルアロー》も使って、ゴブリンアーチャーをみな殺しじゃ───っ！

ルーチェ：みな殺して。

アモーレ：くーっくっく、ここは出だし惜おしみはなしで！　命中判定は３Ｄ＋９！　くらえ───っ、矢を解き放った！（と、ダイスを振ろうとする）

ＧＭ：……と、部屋の中央に陣じん取どるゴブリンアーチャーたちに向かって、アモーレが矢の雨を降ふらせた───かに見えたその時だった。

アモーレ：へ？

ＧＭ：ふいに、射線上に半透明の巨大な手のようなものがゆらいで出現、その攻撃を阻んだ。

アモーレ：なに──────っ!?

ＧＭ：この部屋には、射撃や魔法など……射程を持った攻撃を阻害する仕掛けが施されている。それら攻撃の対象はこの部屋のどこかに隠れているエネミーへと変更され、自動的に命中する。

アモーレ：なんじゃと──────っ!?（笑）

ＧＭ：ささ、命中判定をどうぞ。

アモーレ：ひどいっ！（ダイスを振る）９、達成値は18！

ＧＭ：クリティカルは、しない。射線上に透とう明めいな手のようなものが突とつ如じよ現われ、攻撃を阻はばんだ！　ばらばらっと、放った矢が床に落ちて散らばった。

アモーレ：ば、馬ば鹿かなああぁ───っ!?　《デュアルアロー》はシーンに一回しか使えないんだぞおぉおぉおおおぉおぉっ!?（笑）

ベルダー：ちなみに、攻撃を妨ぼう害がいした奴はどこにいる!?

ＧＭ：残念ながらわからない。ただ、そいつとエンゲージすれば姿を現あらわす、とだけ言っておこう。ちなみに攻撃自体は妨害した敵に当たってるから、ダメージはちゃんと通るぞ。

アモーレ：全力の範囲攻撃して、当たったのがそいつ一体じゃ意味がないんだよ！　フェイト返せ───っ！（笑）

ベルダー：どうどう。外れるよりはマシだし、とりあえずダメージ出そうじゃないか。

アモーレ：そ、そうだ……。よし、ダメージロールいくよ!?　ミスリルの矢二本分で＋14、《ワイドアタック》分が……って、一体になるから入らないじゃないか！

ＧＭ：そうなるな。

アモーレ：くっそー！　じゃあ、《ブラインドサイト》……も入らないぃいいっ!?

ベルダー：エネミー識別できてないからなー。

ルーチェ：踏ふんだり蹴けったりです、アモーレさん！（笑）

アモーレ：こんちくしょ───っ!?（一同爆笑）　せめて貴様を殺してくれるわ───っ！　ダメージロールの直前に《ピアシングストライク》！　ダメージは５Ｄ＋33だ！（ダイスを振る）　19だから、52点の物理ダメージ！

ＧＭ：スキルの効果がいくつか外れてるのにだいぶ痛いたいなっ!?　46点喰くらった。いきなり半死半生になってしまった。

アモーレ：そんなことはどーでもいい！　むきぃ───っ!?　今、邪じや魔まをした奴！　どこにいやがるっ!?　出てこ───いっ!!

ルーチェ：アモーレさん、落ち着いて───っ！（笑）

ベルダー：次は俺だな。……にーやん、射程のある攻撃は、問答無用で隠れたエネミーに命中するんだよね？

ＧＭ：そうだ。ちなみにそいつが戦闘不ふ能のうになれば、この効果は解除される。

ベルダー：なるほど……（少し考えて）……なら、俺もゴブリンアーチャーを狙ねらってみっかなー？　どうせ、見えないエネミーに当たるよなー？（ちらっとＧＭを見る）

ＧＭ：これは……ま、護まもらなくてもいいかな？　見えないエネミーが死にかねない。

ベルダー：あれえ、護るかどうか選せん択たくできるの？　さっき問答無用で自動的に見えないエネミーに命中するとか言ってたよなあ？（にやにや）　〝may（してもよい）〟じゃなくて〝must（しなくてはならない）〟だよね？

ＧＭ：う。……そうだよ！　射程のある攻撃されたら、問答無用で処理だっ!?　『マジック・ザ・ギャザリング』みたいなデータの読み方しやがって！（一同爆笑）

ベルダー：（ＧＭの態度を見て）よしっ、なら全力で魔法を撃つ！　いちいち見えない敵を探すより、単純に全力で攻撃した方がいいわこれ！　ムーブアクションで一応、《マジックブラスト》！　マイナーアクションはなし、メジャーアクションで《ウォータースピア》！　対象は、ゴブリンアーチャーＡとＢで！（ダイスを振る）出目12の達成値は25！　さあ、見えない敵よ。こいつを喰らって爆ばく裂れつしてしまえ！

ＧＭ：放たれた魔法から仲間を護るため、見えないエネミーがんだ明な手を伸のばす！　アモーレの攻撃の時と同様、虚こ空くうから巨大な手が出しゆつ現げんして水の槍を摑つかむ。

ベルダー：出やがったな！　その生命、もらった───っ！（ダイスを振る）　ダメージは34点の〈水〉魔法ダメージ！

ＧＭ：倒した───そう思った直後のことだった。

ベルダー：……え、え？　なに？

ＧＭ：（にやりと笑って）ふふふ。魔術を受けた透明な敵が、摑つかんだ水の槍を勢いきおいよくキミに投げ返した。

一同：なに──────っ!?

ＧＭ：透明な敵は《魔法反はん射しや》というエネミースキルを使用する。自分が喰らったダメージ……32点分のＨＰロスを、ダメージを与あたえた相手に返す！

ベルダー：ぐわぁっ!?
















ルーチェ：べ、ベルダーさぁああああんっ!?

ベルダー：ぐふっ！　【ＨＰ】を半分以上持っていかれた……！　残り【ＨＰ】22点になっちまった。ちくしょう、攻撃を誘われて《ウォータースピア》を撃たされた！　にーやんの、さっきの態度は芝居かよっ！（笑）

ＧＭ：ああ、なんか疑ってたみたいだったんで。魔法を確実に撃っていただきたかった。

ベルダー：にーやん、性根が腐ってる……っ！（笑）

ＧＭ：お前に言われたくねえよっ!?

サジ：うーむ、次は拙者だが……あの透明な敵、かなり厄介でござるな。拙者の行動がくるまでに、ゴブリンアーチャーが一体も倒たおせぬとは……。ここはゴブリンアーチャーを倒しにいくべきでござろうか？

ベルダー：（少し考えて）……いや、それよりもルーチェとの合流を急ごう。ランサーの攻撃に耐えられるのは、実じつ質しつサジだけだしな。俺の危き険けんよりも、全体の有利をとろう。

サジ：ベルダー殿、おぬしの決意、無む駄だにはせぬ！　ムーブアクションで移動して、ルーチェ殿のエンゲージに突とつ入にゆうする！

ＧＭ：（にやりと笑って）ベルダーの決意に背せを押され、サジが駆け出す。しかし！　走り出そうとした矢先……〝どん！〟　サジは、見えない壁に行く手を阻まれた。

ルーチェ：そこ、なんかいる───っ!?

ＧＭ：サジがエンゲージしたことで、姿の見えなかった敵が姿を現わした。ゼリー状の身体を持つ、巨大な壁のごとき人じん造ぞう生物だ。

アモーレ：こいつ、ゼラチナスウォールか！

サジ：こんなとこにいやがったでござる……っ!?

ＧＭ：このエネミー　正確にはゼラチナスウォール２改という。既き存そんのエネミーのデータをベースに改かい造ぞうを施ほどこしたエネミーだ。さっきからアーチャーたちを守ってたのもこいつだね。
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ベルダー：なんだこいつ!?　どうやって離はなれた場所を守ってたんだよ!?

ＧＭ：演出としては、身体の半分は溶とけて気体になってるんだな。で、気体部分が部屋全体に拡かく散さんして、射程のある攻撃を反はん射しや的てきにかばっているんだ。

ルーチェ：なるほど！

ＧＭ：ついに姿を現あらわした隠かくされた敵だが……すでに瀕死の重じゆう傷しようを負っている（一同爆笑）。さて、サジの移動はゼラチナスウォール２改とエンゲージしたところで止まる。マイナーアクションとメジャーアクションの宣言をしてくれ。

サジ：く……マイナーアクションで［威圧］の解除をする。メジャーアクションでこいつを攻撃するでござる。

ＧＭ：なお、こいつは《妨害》というスキルを持っている。なので、エンゲージしている間、すべての判定にマイナス１Ｄされる。

サジ：き、厳しいでござるな。とはいえ、こうなってはゼラチナスウォール２改を斬きるより他にない。メジャーアクションは普通に目の前の敵を攻撃でござるな。いざ！（ダイスを振る）　達成値は19でござる……！




　回避の基本値が０のゼラチナスウォール２改に、この攻撃をよける術はなかった。

　一刻も早く、ルーチェを《カバーリング》圏内に入れたかったサジは、ダメージロールにフェイトを１点つぎ込んだ。これまで、ここまでのアモーレとベルダーの攻撃によって瀕死に追い込まれていたゼラチナスウォール２改の残り【ＨＰ】はほぼない、との計算だった。

　それが、功を奏した。




ＧＭ：【物理防御力】を引いて……16点入った。累るい計けいダメージは94点。ゼラチナスウォール２改の【ＨＰ】は……91点！　刀に切きり裂さかれた満まん身しん創そう痍いのゼリー状人造生命は、「馬鹿なぁ……っ!?」と叫さけびながら、溶けて消えていく！

一同：よーし！

ＧＭ：というわけで、ゼラチナスウォール２改は戦闘不能になったので、射撃攻撃や魔法攻撃を防ふせぐ処理もなくなった。おめでとう。

アモーレ：この段階でアーチャーが全部残ってるのはじゅーぶんやばいってっ!!（笑）

ＧＭ：このラウンド中にゴブリンアーチャー全員を落とす方法は、もう残っていないからな。一気に攻せめさせてもらおうじゃないか。

ルーチェ：そうはいきません！　アーチャーの前にあたしの行動があります～！

ＧＭ：おおう、そうだった！　真打ちが残ってた！（笑）

ルーチェ：えっと、まずサジさんの行動後のイニシアチブプロセスで《クイックヒール》を使って、サジさんに《ヒール》します！

サジ：ありがたい！

ルーチェ：（ダイスを振る）魔術判定は成功しました。６Ｄ＋18点回かい復ふくしますね。サジさん、よみがえれー！（ダイスを振る）　38点回復してください！

サジ：62点まで回復！　これであと一回はランサーの攻撃に耐えられるはずでござる！

ルーチェ：がんばです！　続けて自分のメインプロセスもいきますね。マイナーアクションで《インビジブルアタック》、メジャーアクションで《バッシュ》です！　ランサーさんを攻撃しますよ！　命中判定は４Ｄ＋９！　………えーい！（ダイスを振る）……出目13なので、達成値は22です！

ＧＭ：「……遅い遅い」にやりとランサーはほくそ笑み……回避は14＋３Ｄ！（ダイスを振る）　ぴったり22！　回避成功！　渾こん身しんの力を込こめて振るわれた戦槌を見切り、ゴブリンランサーはわずかにうしろに下がることで攻撃の軌き道どうから逃のがれる。

ルーチェ：ええ───っ!?　そんなぁ～っ!?

ベルダー：回避、高ぇえ──────っ!?

サジ：ぬぅ！　こいつ、本当に強いでござるぞ……っ!?

ベルダー：くそっ、距離が遠くて小細工すらできねぇ！

ＧＭ：自らの不ふ甲が斐いなさに歯は嚙がみするベルダーたちを尻しり目めに、ゴブリンランサーは戦意をみなぎらせ、槍を鋭するどく突つきつけながら言う。「さぁ、ギルドマスター同士、サシでの勝負だ！」

アモーレ：そう言ってられるのも今のうちよぉ！　すぐに周囲から攻撃が入るさぁ！

ＧＭ：ただし、次のラウンドからだがな。その前にゴブリンアーチャーたちの総そう攻こう撃げきだ！　攻撃対象はランダムに選ぶとしようか。まずはＡから。対象は……（ダイスを振る）アモーレ！

アモーレ：はっ、かかってきな！

ＧＭ：ムーブアクションとマイナーアクションはなし、メジャーアクションで普通に射撃攻撃だ。命中は２Ｄ＋８！（ダイスを振る）　達成値16！

アモーレ：《バタフライダンス》のあるこのアタシに避けられないことなどない！　10以上で回避！（ダイスを振る）ぎゃーっ!?　１足りないーっ!?　おぶげばら───っ!?（笑）

ベルダー：こんなところで妖よう怪かい〝１足りない〟が出たか！

サジ：すまぬアモーレ殿、《カバームーブ》は使わないでござる！




　だが、この攻撃は《プロテクション》の目が走ったこともあって、ダメージは０。

　このあとゴブリンアーチャーＢが再びアモーレを狙うも、命中判定の出目が振るわず、結果は達成値15にとどまる。

　余よ裕ゆうの表情を浮うかべ、鼻歌交じりにアモーレが回避判定のダイスを振ふり……。




アモーレ：その程てい度どなら楽勝だよ！（ダイスを振る）６、達成値14。

ＧＭ：命中だ。

アモーレ：ば、馬鹿なああぁあああぁぁぁああぁああぁぁあっ!?（一同爆笑）




　絶ぜつ叫きようこそ響ひびいたものの、これまたダメージは０で終わることとなった。

　続くゴブリンアーチャーＣはサジを攻撃するも、圧あつ倒とう的てきな防御力により、放たれた矢はあっさりと弾かれてしまった（つまりダメージは０）。

　まったく成果を上げることもできないまま、アーチャーＤが、ベルダーへと狙ねらいを定める。




ルーチェ：ああっ、ベルダーさんが標的にっ！

アモーレ：《カバームーブ》も《プロテクション》も届かないところか！

サジ：一番まずいところに行ったでござるな……！

ＧＭ：さっきと同様、射撃攻撃を行なうぞ。命中判定！（ダイスを振る）げ、低い!?　４だから、命中12！

ベルダー：しめた！　《トリビアリスト》を使って、判定を３Ｄ＋13にする！　弓ってぇのは、こう避けるんだよ！（ダイスを振る）　達成値23で回避成功だ！

一同：おお───っ！

ＧＭ：ベルダーの優すぐれた知ち性せいと観察力が、放たれる攻撃の軌道を瞬しゆん時じに割り出す。そして、風を切りながら迫る矢を、素す早ばやく飛とび退のいて回避した！　くーっ、せっかくのチャンスだったのに！　これでゴブリンアーチャーＤの行動も終了だ。

ルーチェ：う～っ、このラウンドは敵をほとんど倒たおせなかったですね……。

ＧＭ：しょんぼりするルーチェに、ランサーは鼻息も荒あらく告げる。「お前らは確かに経験を積んできたのかもしれない。だが、私わたしはそれ以上に訓練を重ねてきたのだ！」

ルーチェ：あははっ（笑）。

ＧＭ：「あははじゃねーよっ!?」（笑）

ルーチェ：す、すみません……わ、笑っちゃいました……（笑）。




●第二ラウンド

▼行動値

ゴブリンランサー　　　　　　　20

アモーレ　　　　　　　　　　　12

ベルダー　　　　　　　　　　　８

ルーチェ　　　　　　　　　　　７

サジ　　　　　　　　　　　　　７

ゴブリンアーチャーＡ～Ｄ　　　４




　第二ラウンドのセットアッププロセス。

　ここでルーチェたちは二度目の《陣形》を使用した。これによってサジがルーチェとの合流に成功し、ベルダーも彼女との距離をさらに詰つめていく。

〝シンクトワイス〟に有利な体勢が整いつつある中、ゴブリンランサーが再び動き出す。

[image: ]




ＧＭ：ルーチェと一対一で戦いたかったゴブリンランサーは、間に割わって入ってきたサジをギロリッと睨にらむ。「男同士の戦いだぞ！　邪魔をするな！」

ルーチェ：あたし、男になっちゃった!?（笑）

ＧＭ：あ、ちがった（笑）。「もとい、ギルドマスター同士の戦いだ！」

サジ：一対一に拘こだわる心は理り解かいできぬでもないが、今はルーチェ殿を護る方が重要でござる！

ＧＭ：「あくまで邪魔をするつもりか！　ならばもろとも死ねい！」くわっと目を見開いたゴブリンランサーは、槍を頭上で旋せん回かいさせると、その勢いを乗せた強きよう烈れつななぎ払いを放つ。メジャーアクションで《ゴブリンのなぎ払い》を使用して攻撃だ！

ベルダー：ここをしのげば勝機が見える！　ルーチェ、サジ！　がんばって耐えるんだ！

ルーチェ：は、はいーっ！　回避判定、いきます！（ダイスを振る）わっ、低い……５と１で達成値６で失敗ですーっ！

サジ：くっ……これは、耐えられないかもしれないでござるな。せめて、拙者だけでもクリティカルが出れば……（ダイスを振る）よし、クリティカル───ッ!!

一同：おおぉおおおおおおっ!!

ＧＭ：ここでクリティカルかよ!?　が、ルーチェには命中しているんだ。ダメージいくぞ！

サジ：ルーチェ殿を《カバーリング》！

ＧＭ：くっ、ダメージ２倍はなくなったけど、それでも出目次第でサジを落とせる可能性はある！　おりゃ！（ダイスを振る）79点の貫通ダメージだ！

サジ：《トゥルーアイ》で７点軽減でござる。ルーチェ殿、11点以上軽減してもらえれば生き残る事ができるでござる！

ルーチェ：わかりましたっ！　サジさんに《プロテクション》！　輝かがやけ、あたしの手！　ぴかーっ！（ダイスを振る）わっ、低い～っ！　14点しか軽減できませんでした……！

サジ：それでも十分でござる！　58点喰らって、【ＨＰ】は残り４点！（笑）

ＧＭ：ま、マジかっ!?　今度こそ仕し留とめる───必殺の意思で放たれたランサーの刺突が、刀による防御と魔力障壁を突つき破やぶり、サジの脇わき腹ばらを抉えぐる！　が、彼を倒すにはいたらない！

サジ：くっ……！　なんとか耐たえたでござるよ！

ＧＭ：二度までも攻撃を阻まれ、ランサーが憤ふん怒ぬの表情で叫ぶ。「おい貴き様さま、読者のみんなはなぁ、お前が足や首や腕うでを妙な方向に曲げて倒れるのを待ってるんだよっ!?」（一同爆笑）

ベルダー：つっこむのそこかよ!?




　ゴブリンランサーの怒いかりと悲しみは置いておいて、戦闘は続く。

　反撃に転じる〝シンクトワイス〟の面々。

　しかし、初手を担になったアモーレの攻撃は、ゴブリンランサーにあっさりと回避される。

　続くベルダーは、長期戦になれば敗北は必ひつ至しと判はん断だんして勝負に出る！




ベルダー：ルーチェたちのエンゲージに向けて８メートル移動。メジャーで《ウォータースピア》をランサーに撃うつ！　（少し考えて）……同時に《リゼントメント》も使うぞ！

一同：ここで使うのっ!?

ベルダー：奴の回避の高さを考えると、ルーチェとアモーレだけじゃ、時間がかかりすぎる。俺のところでダメージを積んでおきたい！　フェイト１点で命中判定のダイスを増ふやして、４Ｄ＋13でいくぞ！　おらっ！（ダイスを振る）　達成値は28だ！

ＧＭ：それはさすがに……（ダイスを振る）避けられない！　達成値24で失敗！　調子に乗っているゴブリンランサーは、ベルダーの放った巨大な水の槍を前にしても、鼻で笑う。「私は今絶ぜつ好こう調ちようだ！　私は蝶ちよう！　何人たりも私を捉とらえることは……ごぶぁっ!?」（一同爆笑）

ベルダー：一気に削けずり取とる！（ダイスを振る）　よし、出目も悪くない。96点の〈水〉属ぞく性せい、魔法ダメージ！　１点でもダメージが入れば、さらに［放心］も入る！

ＧＭ：痛ぇっ!?　【魔法防御力】は11点あるから……85点喰らった！　一撃で落ちたりはしないが、ごっそり【ＨＰ】が減へったぞ!?

ベルダー：ちっ、仕し留とめきれなかったか！　これで俺の行動は終了。サジ、たたみかけろ！

サジ：おうっ！　メジャーアクションで《アーマーブレイク》！　さらに命中判定に《ギフト》を使って、５Ｄ＋８にするでござる！

ＧＭ：５Ｄも振るのか!?

サジ：いざ！（ダイスを振る）　出目16で、達成値は24。少々心こころ許もとないで数すう値ちでござるな……。よし、ここはフェイト１点使って振り直すでござる！　たぁっ！（ダイスを振る）よし、クリティカルでござる!!

一同：おおっ！

ＧＭ：さっきの回避といい、本当にいいところでクリティカルするなっ!?　こちらの回避は……（ダイスを振る）５、５、３でクリティカルせず！　命中した！

サジ：次々と刀を振ふるい、ゴブリンランサーの防具を破は壊かい、あるいは切きり離はなしていくでござるよ！　これで【物理防御力】にマイナス16でござる！

ＧＭ：きついな、おいっ！　【物理防御力】が９点まで下がったぞ！　ベルダーの攻撃でかなり【ＨＰ】が削けずられてるし、マジでやばい！

サジ：さぁ、ルーチェ殿！　あとは頼たのんだでござる！

アモーレ：ここで決めな、ルーチェ！

ルーチェ：はい、がんばりますっ！　マイナーアクションで《インビジブルアタック》、メジャーアクションで《バッシュ》！　命中判定にフェイト１点を使って、ダイスの数も増やし……えいっ！（ダイスを振る）やあっ!?　また低い～!?　13しか出てない、達成値22！

アモーレ：おふっ！　……さっき避けられた時も同じ達成値じゃなかったかい？

ルーチェ：フェイトを使って振り直します～！　お願い、出て……！（ダイスを振る）あ、ちょっと上がりました！　15になったから、達成値24です！

ＧＭ：それは少し厳きびしくなったな。だが、それでも当たるかどうかは五分五分だ。おりゃ！（ダイスを振る）よし、12だから26、避さけた！

ルーチェ：えぇえええ───っ！　やだぁ──────っ!?

ベルダー：そうはいくか！　安心しろ、ルーチェ！　お前の攻撃は必ず当たる！　《リバーサル》！　ランサーの回避の達成値にマイナス６だ！

ＧＭ：ぶっ!?　あったなそんなもの！（笑）

ベルダー：ルーチェの攻撃に意識が集中しているランサーを、背後から水の槍で撃つ。ダメージも入らないような威い力りよくだけど、動きを止めるには十分だった……！　演出的に！

ＧＭ：げふう。達成値20に修しゆう正せいされたので、回避失敗になった。ベルダーの放った魔術を受けたゴブリンランサーは、つんのめるようにルーチェの方へ押おし出だされる。

サジ：すばらしく息のあったコンビネーションでござる！

ルーチェ：ベルダーさん、ありがとうございます！　よぉし、行きますよっ！　《スラッシュブロウ》も使って、ダメージロールは13Ｄ＋16です！　えーい！（ダイスを振る）




　不意の一撃を受けて無む防ぼう備びになったゴブリンランサーに、ルーチェの振ふるうレイジハンマーが勢いよく迫る。

　遠心力を十分に乗せた横よこ殴なぐりの一撃が、敵の側頭部を綺き麗れいに打うち抜ぬいた。




ルーチェ：けっこういい出目！　出目48＋攻こう撃げき力りよく16なので、64点の物理ダメージです！

ＧＭ：痛ってぇぞ!?　こっちの【物理防御力】は９になってるから、55点ダメージが入る。累計ダメージ、[image: 140]点！　……ダメだ、それで倒れる！　「ば、馬鹿な……やはり俺は勝てないと、言う、のか……」───〝どさり〟。

一同：やった───っ！

ルーチェ：やりました～っ!!　みなさん、フォローしてくれてありがとうございました！

ＧＭ：一方、残ったアーチャーたちだが……親玉が倒れたのを見て、こう言い合った。「あ、やっぱりダメだった……！」（一同爆笑）

一同：ひでぇ……！（笑）

ＧＭ：そして、すごすごと魔法陣の中へと消えていく───。

ルーチェ：はふぅ。なんとかなってよかったです。でも、けっこう消しよう耗もうしちゃいましたねぇ。

サジ：特に、ベルダー殿は《リゼントメント》まで使ったでござるからな。

ＧＭ：でも、正解だったろう。あれで一気に【ＨＰ】を削ったからな。あそこで撃たなければ、もっと別のリソースを切ってたかもしれない。

ベルダー：あと、《リゼントメント》を切ったのは、ゴブリンを強敵と認めた証だ。

ＧＭ：「くくく、嬉しいことを言ってくれる」ふいに、倒れたままのゴブリンの口から笑いが漏れた。「俺は、力をつけてきたつもりだった……だが！　届かなかった！　認みとめよう、お前たちを……！」そう言って、彼は事切れた。

ルーチェ：ゴブリンさん……。

ＧＭ：まあ、毎回こいつは事切れてるけどな。

ベルダー：そこでちゃかすなよ！（笑）

ＧＭ：なんにせよ、このシナリオでの彼との戦いはこれで決着だ。戦闘は終了したが、奥の扉は閉とじたまま。ここを開けるには、四隅のスイッチを同時に押す必要がある。扉に見入れば、その奥から感じるのは圧倒的な邪悪な気配───。

ベルダー：……行くか。

ルーチェ：はいっ……！




　こうして、四人は《リサイクル》による矢玉の回収と回復をすませてのち、再び部屋の四隅に散り───開閉装置のボタンを押し込んだ。

　それに呼応して、魔法陣から放たれた光が地を伝わって扉を包む。

　やがて、その巨大な扉は地鳴りと共にゆっくりと開き始めた。




ＧＭ：……では、キミたちが扉の向こうへ足を踏ふみ入いれたところで、クライマックスフェイズに移ろう！







　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆湖底に蠢くは〝魔〟




　ゴブリンたちとの死し闘とうのすえ、最さい奥おうに続く扉とびらを開くことができたルーチェたち。

　そこに待ち受けていたのは、怪あやしげな研究資し材ざいの数々と、黒い瘴気の立ちのぼる空間……そして───魔ま族ぞくハゲンティの邪悪な微笑だった。




ＧＭ：さて、それではクライマックスフェイズに移うつろう。キミたちが部屋の中に突とつ入にゆうすると、部屋の奥に、牛頭の魔族……ハゲンティが静かに佇たたずんでいる。その背後に壁かべはなく、見えるのは切り立った崖と、その奥に広がる巨大な地下空洞だ。

サジ：マスターシーンで彼かれらが会話していた、あの崖がけでござるな。

ベルダー：ハゲンティと話をしてた相手はいないのか？

ＧＭ：どうやらここにはいないようだ。

ルーチェ：ハンマーを構えますっ！

ＧＭ：ハゲンティは、キミたちを苦々しげに眺ながめ、独り言のように呟く。「こうもやすやす、この場所が見つかるとは、な。いや……そういうことか。おのれ、あの男……！」

サジ：あの男？　マスターシーンで会話してた奴でござるな。

ＧＭ：「……まあ、よい。人間よ、お前たちに問おう。お前たちは私わたしを殺しに来たのかね？　だとするなら悪いことは言わん、このまま帰ることを勧すすめよう」

一同：え？

ルーチェ：あなたを倒たおすまで、帰ることはできませんっ！

ＧＭ：「ならば、お前たちは後こう悔かいすることとなろう。……そう、私はキミたちが言うところの中位魔族。とても強いのだ」

一同：自分で言うっ!?（笑）

ルーチェ：な、なんだかとってもダメな感じに聞こえます……（笑）。

ＧＭ：「ダメって言うな」

ルーチェ：ご、ごめんなさいっ！（笑）

ＧＭ：「（アモーレを見ながら）そこのお前、覚えているぞ。かつて、お前はこう言ったはずだ。『まさか、あの牛頭……は、ハゲンティ!?　帰るでやんす!?』───と」

アモーレ：そこまでは言ってないでやんすっ!?（笑）

ルーチェ：そういえば、最初にハゲンティさんと会った時に驚いてましたよね。

ベルダー：ああ、「勝てるかー！」ってな感じのこと言ってたな。

アモーレ：ふっふっふ……そんなこともあったような気がする。だがしかし！　あの日から幾いく星せい霜そうの時が流れ……アタシらはレベル５にまで成長した！

ＧＭ：「ほう？」

アモーレ：しかもこちらのお二方はレベル６！　お前のような中位魔族なんざ、こちらにおわすお二方の手にかかればちょちょいのちょいさぁ！（笑）

ベルダー：押おしつけてきた───っ!?（笑）

ＧＭ：「なるほど。少し見ない間に成長したものだ。三日経たてばなんとやら、人間の格かく言げんにそんなものがあったか……だが、もう一度言おう。おとなしく帰った方がよいぞ」

ベルダー：断ことわる！　一三年前のことや、親父さんのこともあるんだ。その辺のことも含ふくめて、ここで決着をつけてやる！

ルーチェ：それに、あたしたちには、果たさなくちゃならない任にん務むがあるんです！

ＧＭ：「ならばしかたがない。キミたちはここで、さらなる絶ぜつ望ぼうを見ることとなるだろう！　まだ調整が終わっていないのだが……サンプルを、お見せしよう」

ルーチェ：サンプル？

アモーレ：いえ、けっこうです。お引き取りください。

ＧＭ：「まあ、そう言わずに」

アモーレ：いらないっちゅーとるんじゃーっ!?　卑ひ怯きようだぞ！　魔獣を呼び出す気だなっ!?　一対一で戦え！　あ、アタシらは四人でひとりだから（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：それはずるいだろう！（笑）　「……こほん。では、キミたちに私の力の一いつ端たんをお見せしようではないか」ハゲンティがパチンと指を鳴らすと、ふいに彼の背はい後ごから〝ずるっ……ずるっ……〟という音が、部屋の奥の崖より聞こえてきた。

ベルダー：なにか……這はい上あがってくる!?

ＧＭ：そう、それは───。




　……〝それ〟はやがて、不快な音を立てながら崖を登り切った。

　崖のふちより姿を現わしたその巨軀は、汚泥の如き黒い粘液に覆われた四脚の獣。崖の上へとたどり着くや、獣は背にたたみ込んでいた翼を広げた。ふわり、重力を絶ち切ったかのように舞い上がった魔獣は、ハゲンティを守るかのようにルーチェらを見下ろす。




ベルダー：こいつ、前に戦ったクロウ・クルワッハか？

ＧＭ：おそらくはそうだろう。が、前に見たものより、明らかに大きい。その体長は一〇メートルはゆうに超えていると思われる。「ははは、どうだね？　すばらしい魔獣だろう！　これぞ、キミたちが倒たおしたクロウ・クルワッハの……いわば希少種だ！」

ベルダー：希少種！　それは、超ちよう強つよいな！（笑）

ＧＭ：「まだ調整中ではあるが、お前たちを殺すのには十分だ」その言葉に呼応するように、クルワッハがうなる。動く度に、黒い粘液がどろりと、床に溶け落ちる。

アモーレ：く、腐ってやがる……早すぎたんだ！（笑）

ＧＭ：「かはぁ……」黒い瘴気を口から吐はき出し、キミたちを見み据すえる魔獣の瞳は、狂気と生命力に満ちている。「もう一度言おう。今帰るというのであれば、見み逃のがしてやろう。実験中の素そ体たいではあるが、かなり凶きよう暴ぼうだからな」

ルーチェ：ここで帰るわけにはいきません！

ＧＭ：「まぁ、よい。どうしてもと言うのであれば……この魔獣が、お前たちの相手をするだけだ。私の命令にだけ従したがい、自じ在ざいに操れるすばらしい魔の力、思い知るがよい……！」

ベルダー：ってことはつまり、お前を倒たおせば自在に動かなくなるってことだな？

ＧＭ：「……」

一同：…………。

ＧＭ：「ふっ、そういう考え方もあるだろう。しかし、それがすべてとは限かぎらない。人生というものは、ままならぬものだ。わかるか？　わかるだろう？」

ベルダー：にーやん、なに言ってんの？（笑）




　いきなり核心を突かれてあせっただけである。




ＧＭ：「そんなことはどうでもいい。さあ、さらなる絶望をキミたちに見せよう。かかってきたまえ！　この魔獣を相手に、どれほど戦えるか、四度目の実験といこう……！」

ルーチェ：え、四度目……ですか？

ＧＭ：一回目はポメロ、二回目はクマで、三回目がクロウ・クルワッハの幼生体。ハゲンティから見れば、キミたちを実験に使い続けてるつもりはなかったけどね。「せいぜい、よいデータを取らせてもらおう」

ルーチェ：絶ぜつ対たいに、死んだりしませんっ！　《ハンズオブライトⅠ》！　手を光らせます！　ぴか───っ！

ベルダー：おうよ！　《スペシャリストⅠ》と《スペシャリストⅡ》を同時に使って、命中とダメージに＋１Ｄする！　俺おれもルーチェにあわせてキラキラしておくか（笑）。

サジ：拙せつ者しやの鉢はち金がねも、照らされてキラキラと輝かがやきを放っているでござる。

ＧＭ：「……その輝きがいつまで持つかな？」

ルーチェ：あなたを倒すまで、ですっ！　みんな、いきますよっ！

一同：おうっ！

ＧＭ：といったところで、戦せん闘とうに入ろう！




●第一ラウンド

▼行動値

クロウ・クルワッハ希少種　　　21

アモーレ　　　　　　　　　　　12

ハゲンティ　　　　　　　　　　９

ベルダー　　　　　　　　　　　８

サジ　　　　　　　　　　　　　７

ルーチェ　　　　　　　　　　　７
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一同：希少種、速ぇええぇえ──────っ!?

ＧＭ：「ふふふ、言っただろう？　強い、とな」

ベルダー：……でも、ハゲンティは《タクティクス》で先手が取れる範囲だな。

ＧＭ：そ、そうね……（笑）。なお、クルワッハ希少種はキミたちから五メートル、ハゲンティはさらに五メートル先にいる。

ベルダー：（じーっと配置を見つめて）……ＧＭ、希少種の隣となりは迂う回かいできるのか？

ＧＭ：迂回することは可か能のうだ。ただし、こいつは二巻で戦ったクロウ・クルワッハよりふたまわりはでかい。迂回して奥に行くためには、さらに一〇メートル必要になると思ってくれ。

ベルダー：なるほど、つまり移動力が二〇メートルあれば、ハゲンティと接せつ敵てきできるってことか。……よし、戦う方針をちょっと相談しようぜ。

ルーチェ：は～い！　作戦タイムですねっ！

ＧＭ：うい（笑）。では、方ほう針しんが決まったら戦闘開始といこう。




《陣じん形けい》のタイミング、《タクティクス》を使うかどうか……などなど、さまざまな可か能のう性せいを考えて相談することしばし───シンクトワイス参さん謀ぼう・ベルダーが方針を決める。

　どういう手順で戦闘を進めるか……エネミーの行動値を見ながら戦術を練る。

　そして、ややあって───。




ベルダー：よし、まずは俺が《エンサイクロペディア》を使う！　敵の識しき別べつをしてから《陣形》で動いて様子を見よう。

アモーレ：ですな。ここでばらけておかないと、希少種が突つっ込こんできて大変なことになる。

ＧＭ：定番の動きだが……別にそのままでもいいのよ？（笑）

ベルダー：絶対やだねっ！（笑）

ＧＭ：ちっ。……それでは、セットアッププロセスだ。クルワッハ希少種の宣せん言げんは特になし。続けて宣言がある人は、行動値順にどーぞ。

ベルダー：《エンサイクロペディア》！　《コンコーダンス》で、エネミーを両方とも対象にできるぜ。

ＧＭ：それじゃ、判はん定ていをしてくれ。ちなみにクルワッハ希少種の識別値はかなり高い。そう簡かん単たんには突破できないぞ。

ベルダー：うらっ！（ダイスを振ふる）……よし、達成値24！

ＧＭ：そう簡単に突破されちゃったぞ……っ！（笑）

ベルダー：へっへっへ、楽勝！

ＧＭ：先にハゲンティの方から説明しよう。《エンサイクロペディア》でわかるデータを打ち出してきたので、これを見てほしい（と、データを取り出してテーブルに置く）。




　エネミー識別の結果は、次のとおり。
















ＧＭ：ちなみに、ハゲンティは、オリジナルのデータから少しいじってある。具体的に言うと、通つう常じようのデータよりも【筋きん力りよく】が高い。

ベルダー：筋力？

ルーチェ：博士っぽいのに筋力？

アモーレ：ハンドグレネードを投げるのに、【筋力】が必要なんだよ！（笑）　【筋力】が高いほど、遠くの敵めがけて投げられる！（笑）

ルーチェ：そ、それだけのために【筋力】を……っ！（笑）

ＧＭ：つまり、「筋力は科学だ」というのが彼のモットーで……。

ベルダー：アスリート系けい科学者……！（笑）

ＧＭ：そして、クロウ・クルワッハ希少種のデータはこっち（と、もう一いち枚まい取り出してテーブルに置く）。

ベルダー：どれどれ……って、げぇっ!?　レベル30もあんのかっ!?　

サジ：問題はない。いかに敵が強かろうと、拙者があらゆる攻撃より仲間を守……。

ルーチェ：サジさん、これ……！（と、書かれたスキルのひとつを指さす）

ベルダー：《酸さん性せいブレス》？　「《ブレス：地》による特殊攻撃が命中した場合、ダメージの有無にかかわらず対象の【物理防御力】を０にする。この効果はシーン終了まで持続する。」

サジ：な、なにいぃいぃ───っ!?（笑）

ルーチェ：大変ですっ、サジさんの防御力が～！

ベルダー：サジの防ぼう具ぐ殺しとか用意しやがって！　ずるいぞー！（笑）

ＧＭ：別に狙ねらったわけじゃないんだよ？　ちょうどいいレベルの敵データを『エネミーガイド』から引っ張ったら、たまたまそんなスキルがあっただけで。




サジ：いや、問題はそこではない。

ＧＭ：じゃあ、どこだ。

サジ：「攻撃を命中させて服を脱がす」……拙者とキャラがかぶった。

一同：そこ……っ!?（笑）

アモーレ：《竜りゆうの証あかし》もかなり厄やつ介かい。まともに喰らったら最悪、一いち撃げきで倒たおれる。

ベルダー：ヤバいぜ……。正直、《リゼントメント》がないのがつらい……（笑）。

アモーレ：でも、さっきの戦闘で使ったのは正解だったし、悔やんでも仕方ない。

ＧＭ：うむ。さて、続けてサジのセットアッププロセスとなるよ。

ベルダー：よし、散開しようぜ！　ギルマス、いつものアレ頼たのむ！

ルーチェ：はーい！　最後の《陣形》承しよう認にんですっ！　ぽんっ（[image: ←]承認の判はん子こを押おす）。




　ベルダーの指し示じのもと、シンクトワイスは行動を開始した。

　前ぜん衛えい組のルーチェとサジは、クロウ・クルワッハ希少種とのエンゲージを避ける形で【移い動どう力】の最さい大だいまで移動……サジは後こう衛えい組もかばえるポジションに収おさまりつつ、ルーチェを先せん導どうする。

　一方、後衛組のベルダーとアモーレは、エンゲージを分けて範囲攻撃への対たい策さくをとった。




[image: ]

ルーチェ：これなら、《プロテクション》もばっちり届とどきますね！

ＧＭ：では、続けてメインプロセスに入ろう。まずは【行動値】21のクルワッハ希少種からだ。ターゲットがばらけてるから悲しいわぁ……（と、ルーチェを見る）。

ルーチェ：なんでこっち見るんですかっ!?（笑）

ＧＭ：……ふふふ。───ムーブアクションでサジのエンゲージに移動、接敵する。

サジ：こっちかよっ!?（笑）

ＧＭ：ここでお前を足止めしておけば、仲間を《カバーリング》するのに、使用回数制限のある《カバームーブ》を使わざるを得なくなるだろう？　それが尽きたら、もう《カバーリング》できなくなる。

サジ：ぐぬ。

ＧＭ：そして、マイナーアクションで〝ずずんっ……〟と《着陸》。サジにのしかかる。《超ちよう大おお型がた》の効果でエンゲージが封ふう鎖さされるのでよろしく、うひひ！

一同：げぇ───っ!?

サジ：く、しかしただでは倒されんっ、攻撃こいっ!?（笑）

ＧＭ：では、メジャーアクションで《ブレス：地》！　対象はルーチェ！

ルーチェ：こっち───っ!?

サジ：拙者を足止めしといて、ルーチェ殿に攻撃とか！　だが、いざとなれば《カバーリング》するだけのことでござる！

ルーチェ：でも、サジさんがあたしをかばうと……た、大変です!?　あたしの目の前で、サジさんと魔獣がお互たがいに脱ぬがせあっちゃうことに……っ!?（[image: ←]なぜか目がらんらんと輝く）（一同爆笑）

サジ：別に好きで脱ぬがせるわけじゃないっ!?（爆笑）

ＧＭ：「いけ、ブレスだ！」ハゲンティが指示を出すと、希少種が口を大きく開き、酸のブレスをルーチェに吐はきかける！　では、命中判定を……。

アモーレ：そうはさせん！　《ブレス：地》を《インタラプト》！　奴の目に矢を撃うち込こんで、強きよう制せい的てきに動きを止める！

ＧＭ：こら!?　せっかくいい場面を作ろうと思ったのに、邪じや魔まするんじゃない!?（笑）

ルーチェ：いい場面って……サジさんの服が脱ぬげるところですか？




　誰が喜ぶんだ、その場面は。




ＧＭ：くそぅ、消されてしまったならしかたがない。クルワッハ希少種の行動はこれで終了だ。次はアモーレの行動となる。

アモーレ：さぁて、いくよ！　ムーブアクションもマイナーアクションもなし、メジャーアクションで射しや撃げき攻撃！　《デュアルアロー》でミスリルの矢を２本使って、ハゲンティを攻撃！　命中は３Ｄ＋９！　おらぁっ！（ダイスを振る）　うっ、微び妙みよう……達成値、18！

ＧＭ：「……遅い」ハゲンティは不ふ敵てきに笑い、ゆらり……回かい避ひを試みる。（ダイスを振る）７。達成値10───〝どすっ〟。不敵に笑むハゲンティの額ひたいに矢が刺ささった。

一同：ちょ……っ!?（大爆笑）

ベルダー：超ちようかっこわるいっ！（笑）

ＧＭ：「かっこわるくない……っ!!」

アモーレ：ともかく当たったならこっちのもんよ！　《ピアシングストライク》！　《ブラインドサイト》で＋４Ｄ、さらにダメージは＋14されて、９Ｄ＋33！（ダイスを振る）おおおうっ!?　ろ、６が５個こもある……っ!?

一同：おおお……っ!?

アモーレ：ダイス目が45！　合計、78点の物理ダメージだ！　くっくっく、これがアモーレ・カモーレの実力よぉっ！

サジ：アモーレ殿どのの動きが軽やかでござる！

ＧＭ：しかし、【物理防御力】は18もあるのだ。つまり、60点しかダメージを受けない。

アモーレ：アタシにしては十分だ、超ちよう満まん足ぞくした。いつ死んでもいい。

ルーチェ：死んじゃダメです～!?（笑）




　続いての行動は、ハゲンティだった。

　その攻撃法は、範囲を巻き込むハンドグレネードに、《グレネード：ポイズン》の効果を乗せて、毒まで与えるというもの。攻撃対象は、ギルドの要となるルーチェだった。

　その攻撃は彼女を捉えた、が───。




ルーチェ：（ダイスを振る）《プロテクション》でダメージは０ですっ！

ＧＭ：０っ!?

ベルダー：実は、うちで二番目に硬いのはルーチェなんだ。

アモーレ：ふはははは……っ、だまされたな、ハゲンティ───っ！

ＧＭ：「ば、馬鹿な──────っ!?」（一同爆笑）ハゲンティの行動は以上で終わり……とほほ。次はベルダーの行動となる。

ベルダー：それじゃ、ルーチェを飛ばしておくか！　ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションでルーチェに《フライト》！　魔ま術じゆつ判定は３Ｄ振ってファンブルしなけりゃ問題なし。（ダイスを振る）……ぶ───っ!?　ファンブルっ!?（一同爆笑）

ルーチェ：すごーい!?（笑）

ベルダー：お、俺……《フライト》で初のファンブルだ……（笑）。ふぇ、フェイトで振り直す！（ダイスを振る）１、２、３！　成功！　ファンブルなんてなかった！（笑）

ＧＭ：確かく率りつ、[image: 216]分の１のファンブルか……。

ベルダー：やめて、言わないで！　そんなすごさはいらないからっ!?（笑）

ルーチェ：えっ！　すごいすごーい!?　ベルダーさん、すごいですっ！

ベルダー：ちくしょう!?　いいからお前は飛んどけよっ!?（一同爆笑）




　ベルダーの怒ど声せいと共に、ルーチェの身体がふわりと浮うき上あがる。それに呼応するように、続くサジがナイフを投擲して、《アーマーブレイク》───。

　対象は、ハゲンティだった。




ＧＭ：げ、ハゲンティかよっ!?　お前ら、まじで希少種と戦うつもりはねえのかっ!?

ベルダー：ないわ！　レベル30と真正面からやり合えるかっ！

ＧＭ：（ダイスを振る）く、サジの放った鋭するどい投とう擲てきを、ハゲンティは避けきれない。ナイフの銀光が、ハゲンティのローブを切きり裂さく───！

サジ：《アーマーブレイク》成功！　【物理防御力】マイナス16でござるぞ！

ＧＭ：げぇっ!?　【物理防御力】が２まで減へった!?　サジのナイフの一撃で、ハゲンティのローブが弾け飛んだ。ハゲンティは、パンツ一丁になった（一同爆笑）。

ルーチェ：えぇ……っ!?

サジ：さあ、ルーチェ殿！　心置きなく、そのレイジハンマーを叩き込こむでござるっ！

ルーチェ：や、やだ───っ!?　あそこ行きたくないよぉ～!?（爆笑）

ベルダー：ゴー、ルーチェ！（笑）

ルーチェ：い、行きたくないけど……行きます！（笑）　ムーブアクションとマイナーアクションでハゲンティのところに全力移動！　メジャーアクションで《バッシュ》です！

ＧＭ：ルーチェは勇ましくハンマーを携たずさえ、ハゲンティの頭めがけて突っ込んで行く……！　パンツ一丁のハゲンティがキミを見上げる！（一同爆笑）

ルーチェ：やだ～!?　こっち見ないで～!?（笑）め、命中判定は３Ｄ＋９です！（ダイスを振る）10、達成値19です……！




　聖せいなる光を纏った一撃が、ハゲンティの裸ら体たいを捉とらえた。

　ハゲンティは、死んだ。







　　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆絶望の黒い空




　魔族ハゲンティは崩くずれ落おち、その野望はここに潰えた。

　洞どう窟くつに耳みみ障ざわりな、魔獣のうめきが反はん響きようする。

　その怨嗟のごとき咆哮の中で……魔族は、ルーチェに最期の言葉を紡つむいだ。




ＧＭ：では、エンディングフェイズに移ろう！　キミたちは今、ハゲンティを倒した───。

一同：ひゃっほーい！

ＧＭ：……と、勝利の歓声を上げた時だった。洞窟の崖の下に群むれ集つどっていた無数のクロウ・クルワッハたちが一斉に苦悶の咆ほう哮こうをあげた。

アモーレ：ハゲンティが倒れると同時に……？　なにかリンクでもしてると？

ベルダー：おい、お前……なにをした。魔族。

ＧＭ：ハゲンティは、苦しげに胸を上下させながらほくそ笑む。「（重々しい声で）最初に言ったはず。戦えば、お前たちは後悔するだろう───と。この魔獣たちはすべて、私の支配下で制御してきたもの。私がここで滅べばどうなるか……」

ルーチェ：……ど、どうなるのでしょうか。

ＧＭ：「……己おのれの選せん択たくを、せいぜい呪のろうがいい」そう呟いて、ハゲンティは事切れた。

ベルダー：なにもったいつけてんだ、このパン一魔族!?

ＧＭ：ハゲンティの消失と共に、崖がけ下したにいる蠢く魔獣たちの咆哮がさらに激はげしさを増す。彼らは、黒い汚泥の中でもがき、暴れ───一斉にその翼を広げた。

一同：はい？

ＧＭ：閉ざされた地下道洞の中で、次々と空を目指して舞い上がる。まるで前が見えていないのか、天井へとへと激突しては、傷を負って再び汚泥の中へと叩き落とされて───。墜ちた個体に、無数の魔獣たちが食らいつき、引き裂く様も見える。

ルーチェ：うぇー……。

アモーレ：ハゲンティを失って壊れたね、こりゃ。

ベルダー：ハゲンティが、クロウ・クルワッハを魔力で制御していたんだろうな。

サジ：死に向かっているわけでござるな───憐れな。

ベルダー：でも、これで片付きそうだな。

ＧＭ：傷ついてなおも、天井への体当たりを続ける魔獣たち。やがて───〝ピシィ……っ！〟　なにかが裂けるような異音が鳴り、天井に亀裂が走った。

一同：ちょっと……っ!?

サジ：待て、この天井の上は湖でござる……っ！（笑）

ＧＭ：そのとおりだ。咆哮に混ざって聞こえてくる地鳴りや、水が渦を巻いて吸い込まれるような不快な音。やがてある瞬間を境に、大量の水が噴き出した。

アモーレ：逃げ───っ……って、どうやって逃げるんじゃ───っ!?

ＧＭ：あ、さっきの魔法陣の部屋にいけばＯＫ。魔法陣に乗れば、湖畔へと転送されるよ。

ベルダー：よ、よし、資料にもそう書いてあるっ！（笑）　では、それで！

ＧＭ：ＯＫ。では、キミたちは大量の水が流れ込み始めた洞穴より、退避した───。




　夜のゴヴァノール湖畔───。

　魔法陣による転送を終え、四人は湖を一望できるその場所へと立った。

　ルーチェはそのまま空を仰いで目を見開き、力なく声をあげる。

「え？　なに、あれ……」

　今、ルーチェの視線の先にある広がる夜空を……。




　───無数のクロウ・クルワッハが埋め尽くしていた。
















◆Ending02◆波は乱らんの時へ




　ユーカリ王国・王都アーケンの王おう城じようで今、ひとつの戦いが終わった。

　神殿の騎き士しレオーネは、優ゆう美びに愛剣を鞘へと収おさめ、敵てき手しゆに一礼をする。

　そんな彼を憎にく々にくしげな視し線せんでにらみつけるのは───。




ＧＭ：さて、今回は最後にマスターシーンを演出して、セッションを終わりとしよう。舞ぶ台たいは王都アーケンで……。

ベルダー：……って、ちょっと待てっ！（笑）　今の俺たちのシーンはなんだっ!?

ＧＭ：うむ。そのあたりは───次回に続く。

一同：なに──────っ！（笑）

ＧＭ：ともあれ、キミたちのシーンは次回に回すとして、ここはアーケンの王城に向かったレオーネたちの様子を描えがこう。

ルーチェ：うぅ……（笑）。

ＧＭ：さて、荘そう厳ごんなる王都アーケンでは今まさに、レオーネがかの天使と交こう渉しよう中だ。彼は、優美に一礼をしたあと、高こう圧あつ的てきに言い放つ。「さあ、例の〝聖弾〟とやらを、こちらに渡していただきましょうか」

ベルダー：おい。その態度は……あの天使相手にまずいんじゃないか？（笑）

ＧＭ：いや、その心配は杞き憂ゆうだ。なぜなら今、見下すようなレオーネの視線の先に、神殿の戦士たちが天使を縛りあげ、その頭を力ずくで押おさえ付けて平へい伏ふくさせているからだ。

一同：はあ!?

アモーレ：あの天使を倒しただと───ぉ!?

ベルダー：ば、馬鹿な!?　俺の天使が……っ!?（一同爆笑）　縛られ押さえ付けられてる!?

ＧＭ：そうだ。その柔らかな頰を床に押しつけられてなお、彼女の憎々しげな……そうだな、まるで豚でも見るような視線はレオーネを捉えたままだ。

ベルダー：なんだよっ、ご褒美じゃねえかよっ！　どうしよう、にーやんっ！（一同爆笑）

ＧＭ：お前は一度、脳の検査を受けろ。

ルーチェ：え、あれ……この天使は、すごく強い黒い兎の魔族が就いてましたよね!?

ＧＭ：ああ、今もいるよ。レオーネの足元に、イポスの首が転がっている。

一同：イポス──────っ！（笑）

アモーレ：え、ちょ……あれ、えぇ───っ!?　イポス、相当強いはずですよっ!?　これをレオーネたちが倒したと！

ＧＭ：状況的に、そのようだ。神殿から、なにか対魔族用のアイテムでも持ち出した可能性は否定できないが……。

ルーチェ：それにしても……。

サジ：レオーネ、どれだけ強いでござるか……。

ＧＭ：「……ふうん、この私にこんな態度を取るなんてさ、いい度胸してるじゃん、人間」名もなき天使は、自分の置かれた立場など気にすることなく、あくまで強気な態度だ。

ベルダー：悪くねえな。

ＧＭ：（笑）。でも、対するレオーネも余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度で見下しながら言葉を返すな。「それは、貴女あなたがあまりに聞き分けないからですよ。素直に〝聖弾〟を渡してくれれば、このような仕打ちをすることもなかったというのに」

サジ：レ、レオーネ殿……なんか楽しそうでござる。

ＧＭ：もっとも、彼女は強気な視線を送るだけで、彼の言葉には応えないけどね。

ベルダー：しまった、黒幕はレオーネの方だったか……？

アモーレ：もしくは、神官長の命令でやっているという可能性も。

ルーチェ：やっぱりあたしたちがここに来た方がよかった？

ベルダー：いや、これが目的なら、神官長が許さなかっただろ。きっと結果は同じだ。

ＧＭ：さて、どうかな？（笑）　「どうあっても渡してはくれませんか。困りましたね、どうやら自分で取りに行くしか、ないようだ」部下にそう告げて、彼はくるりと天使に背を向けて、部屋を出て行く。

ルーチェ：あ、お父さんも、この城のどこかに……いる？

ＧＭ：さて？（笑）　それは、次回のお楽しみ。では、そんなところで、今回のセッションを終了しよう……！　お疲つかれ様さまでした───っ！

一同：ここで終わりか───っ!?

ルーチェ：うう、気になる状態で終わってしまいました!?　は、早く次回を……っ!?

ＧＭ：うひひ。




　……ほくそ笑むＧＭ。

　次のセッションは、五日後に迫せまっていた───。








『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ　聖弾のルーチェ③』




第五話「前兆」




─ＦＩＮ─
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◆Preplay01◆決戦前のシンクトワイス




　二〇一四年も終わろうとしている、とある冬の日───。

　例によって、五名の男女がＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室に集結し、賑にぎやかに言葉を交わしていた。

　ついにやったきたこの日は……そう、『聖せい弾だんのルーチェ』最終回の収しゆう録ろく日だった。




浅あさ見み：ついに最終回か……感かん慨がい深ぶかいねー。

味み里さと：いやあ、あっという間でしたよぉ！　最初のセッションが五月くらいでしたっけ？　一年どころか、半年ちょっとしか経ってないです（笑）。ただ、前回の引きが衝しよう撃げき的てきすぎて、ルーチェ的には、感かん慨がい深ぶかいとか言ってる場合じゃないような……（笑）。

浅見：は、そうだった！　にーやん、俺おれの天使が捕つかまるとかどういうことだよっ！

ＧＭ：いつ〝お前のもの〟になった!?

味里：浅見さん……（笑）。

浅見：あ、やめて味里ちん！　その冷たい視線やめて！　気持ちよくさせないでっ!?　あ、ごめんなさい。あくまで冗談なので、ドン引きしないで（笑）。

Ｏはた：浅見さんはブレないなあ……（笑）。

かわたな：ある意味男らしい！

ＧＭ：さてさて！　それではさっそく、今回予告を読みあげよう！




●今回予告

　魔ま族ぞくハゲンティの最後の言葉と共に、ひとつの野望は潰ついえた……かに見えた。

　しかし、それは始まりの狼煙のろし。

　無数の黒き魔ま獣じゆうが解とき放はなたれた時、光と獣けもの……ふたつの伝説がここに顕けん現げんする。

　瘴しよう気き満ちる世界。

　それを吹ふき払はらうための代だい償しようは───〝生命〟。




『アリアンロッド２Ｅリプレイ　聖弾のルーチェ』

　最終話「聖弾のルーチェ」




　今、小さなふたりの冒険から始まった物語は、ここに幕まくを下ろす───。




一同：なんか重いよっ!?（笑）

ＧＭ：なお、今回はハンドアウトはない。物語も、流れに身を任まかせる感じで突き進む……！

浅見：なんだそれ（笑）。……ところでこの今回予告さ、かなり物ぶつ騒そうなじゃね？（笑）

味里：これって……誰だれか死ぬってことですよね？

浅見：うちのギルドだと、担たん当とうはもう決まったようなものだけど（ちらっとサジを見る）。

Ｏはた：いつも死んでるしな……（ちらっとサジを見る）。

かわたな：待て待て待つでござるっ!?　これまで毎回のように戦せん闘とう不ふ能のうに陥おちいっても、必ず不死鳥のごとく復ふつ活かつしてきたでござろう!?

ＧＭ：これまではな。

かわたな：おい───っ!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：うひひ。では、続いてＰＣのレベルアップに移うつろう！




　かくしてシンクトワイス、最後のレベルアップ作業が始まった。

　最終決戦が予想される今回、激げき闘とうにそなえた四人のプレイヤーは入念な打ち合わせを行ないつつ、スキルの選せん択たくや装そう備びの購こう入にゆうを完かん了りようさせた。




ＧＭ：では、ＰＣ①のルーチェから成長報ほう告こくをしてもらおう。

味里：わかりました！




●ルーチェ・メテオライト（７レベル）の場合

味里（以下、ルーチェ）：ルーチェです。一六歳さいです！

ＧＭ：ルーチェの誕生日は冬だから、そろそろ一七歳になるかもしれんね（笑）。

ルーチェ：じゃあ、今回のセッションの途中で一七歳さいになったり？

Ｏはた：永遠に一六歳で止まる場合もありますが。

ルーチェ：イヤです！　死にたくないです！（笑）　……で、レベルが７になり、【ＨＰ】は69、【ＭＰ】が73になりました。

ＧＭ：ルーチェももう７レベルかー。早いなあ。

ルーチェ：能力値は【筋きん力りよく】【器用】【幸運】を上げました。これで【筋力】【器用】は能のう力りよくボーナスが＋１されます。【幸運】は能力ボーナスは増ふえませんけど、少しでも幸せになりたくて……（笑）。

浅見：気持ちは大事だよね！　うん！（笑）

ルーチェ：大事です！　スキルは《シールドストライク》を３レベルに上げて、ダイスロールに＋２Ｄできる《ギフト》と、行動値ちを上げる《ヘイスト》を新しく取りました。

ＧＭ：お、《ヘイスト》を取ったのか。

ルーチェ：そして、ついに《ハンズオブライトⅢ》を取得しました！　これで《ヒール》の対象が単体から範はん囲い（選択）に変へん更こうできるようになりました！　手が光りすぎて迷めい惑わくかもしれない（笑）。

ＧＭ：なるほど、攻こう防ぼうをバランスよく成長したんだ。

ルーチェ：はい！　装備は、左手装備をセレスチャルシールド、補ほ助じよ防ぼう具ぐをセレスチャルポイントアーマーに変更です。キラキラゴージャスな感じになりました。

ＧＭ：たしか、あともうひとつセレスチャル系けいの装備をつけると、魔族などへのダメージにボーナスが入るんじゃ？

ルーチェ：重量の問題で、みっつ装備するのは無理でした！　ちょっと悔くやしいです。

Ｏはた：「この冒険が終わったら、セレスチャル系の装備で身を固めるんだ……」という死し亡ぼうフラグを立てよう（提案）。

ルーチェ：いやー、死にたくない！（笑）　生き残りたいですよ～！

ＧＭ：大丈夫。いざとなったら、アモーレとサジが死んでくれるよ。

Ｏはた＆かわたな：ひどっ!?（一同爆笑）

ルーチェ：それから、野菜を七個こ持ちました！　お腹が減ったら食べます！　以上です！

ＧＭ：ルーチェは、相変わらず腹ぺこだな（笑）。




●ベルダー・ウィステリア（７レベル）の場合

浅見（以下、ベルダー）：ベルダーです。能力値は、【敏びん捷しよう】と【知力】が１ずつ上がったから、回かい避ひとか魔ま術じゆつとか、俺にとって重要な判はん定ていの値が上がりました。計画通り！

ＧＭ：１レベルの時から、計算してたもんなあ……（笑）。

ベルダー：スキルは《タクティクス》を３レベルにしました。ルーチェの《ヘイスト》も含ふくめて、アモーレに、先せん制せいで範囲攻こう撃げきをしてもらえるのが理想（笑）。

ＧＭ：《タクティクス》を最大まで取るパターンは始めて見たよ。役に立つといいね……。

ベルダー：ぜってーに役立たせる……っ！（笑）　あと、《リバーサル》も３レベルにした。相手の達成値をマイナス９できる。

ＧＭ：ああ、それは強い。敵てきの攻撃を一発は無む効こうにできる感じだね。

ベルダー：もう１レベル分は、《マジックブラスト》のレベルを上げる……と思ったかい？　ふふふ、実は、《フライト》を２レベルにするのに使ったよ？

ＧＭ：《フライト》を２レベルっ!?　なんでっ!?

ベルダー：いやー、第一話からお世話になってるスキルだからさ、感かん謝しやの意味も込めて！　これで、移い動どう力が大おお幅はばに増ふやせるようになった。

Ｏはた：（爆笑しながら）ルーチェを飛ばして攻撃する時の射しや程てい距きよ離りが伸のびたと……！

ベルダー：あとは魔ま法ほうダメージを＋３する精せい霊れい符ふ二個と……野菜を一個買った！　以上！




●アモーレ・カモーレ（６レベル）の場合

Ｏはた（以下、アモーレ）：前回、守る者ができたアモーレは、今までとはひと味ちがう。

ＧＭ：……守る者？　なんだっけ？

アモーレ：ほら、カマッテ・タモーレの妹、コモッテ・タモーレ。

ＧＭ：お前が守るなんて話はなかったろっ!?（笑）　普通に成長報告してくれよっ！（笑）

アモーレ：まあ、成長報告しましょう。えー……器用基き本ほん値が20、敏捷基本値が14、感知基本値が17になったので、あともう１レベル上がれば、能力値ボーナスが上がった……（笑）。

ＧＭ：すべてがあと１点で上がったのか。これはくやしい（笑）。

アモーレ：で、スキルは《ブラインドサイド》がとうとう５レベルに。これで、エネミー識しき別べつ済ずみの相手にダメージ＋５Ｄできる。というわけで、ベルダーがエネミー識別してくれないと、ダメージが上がらない……っ！（笑）

ベルダー：まあ、パーティが分ぶん断だんされない限かぎりは平気じゃないかな（笑）。

アモーレ：それから、《デュアルアロー》を２レベルに。これで、戦闘中に二回、矢を二本使えるようになりました。あと……《ブルズアイ》を新しん規きに取得したくらい？

ＧＭ：《ブルズアイ》は【感知】の値だけダメージが上がるんだよな。アモーレはいくつ？

アモーレ：アタシの【感知】は７だよ。

ベルダー：２Ｄの期待値分、ダメージが上がる計算か。これは強いな。

アモーレ：装備は、武ぶ器きをバードキラーにした。鳥さえ落とす優ゆう秀しゆうな弓さ。さらに、胴どう部ぶ防具を歪ゆがみの衣という、リアクションに＋１のボーナスが入るマジックアイテムに変えた。

ベルダー：前回、四Ｇも出して買った、豪ごう華かなコートは？（笑）

アモーレ：は、投なげ捨すてたのを拾って、クリーニング出して、もう一回使ってますとも。あ、それから、漆しつ黒こくの星で命中と行動値を１ずつ上げたかな。以上で！




●サジ・シラヌイ（６レベル）の場合

かわたな（以下、サジ）：サジでござる。スキルはまず……《カバームーブ》が３レベルになったでござる。

ＧＭ：１シーンに三回、離はなれた相手も《カバーリング》できるようになったのか。

サジ：うむ。それから、《アーマーブレイク》が、上じよう限げんの５レベルに到とう達たつ。相手の【物理防御力】をマイナス20にできるでござるよ。

ＧＭ：……うげ、もはやエネミーの物理防御が意味のないことに……（笑）。

サジ：さらに、《ディフェンダー》を２レベルに上げ、一いつ般ぱんスキルは《トレーニング：筋力》を取得。これは今回装備するゴールドヘルムが重く、重量制せい限げんにひっかかったので無理矢理【筋力】を上げてみました（笑）。ふふふ、鉢金じゃなくなったので頭を締め付ける呪いから解放されたでござる。

ＧＭ：じゃあ、ゴールドヘルムの外見は金の鉢金だったことにする。呪いも継続だ。

ベルダー：ますます、孫そん悟ご空くうの頭の輪っかみたいだ（笑）。

サジ：なんということだ（笑）。装備は右手武器を村雨に変更したでござる。これで《ディフェンダー》が起動すると【物理防御力】が38、【魔法防御力】が10。

ＧＭ：【魔法防御力】は、ルーチェの方が高いな（笑）。

サジ：そこは【精せい神しん】の高いアコライトのルーチェ殿どのに及およばないのは仕方なきこと。しかし、拙せつ者しやの防御力強化はこれにとどまらないでござる。

ＧＭ：ほう。

サジ：今までサジは相手を殺さず、相手の鎧よろいを脱ぬがせるという戦い方をしてきたのだが……前回、相手も同じような戦法を使ってきて、壮そう絶ぜつな脱ぬがしあいに発はつ展てんしたでござる。これまで頼たよってきた鎧に頼たよれないケースもあると気づき、守しゆ護ごの呪符を購入したでござる。

ベルダー：また全ぜん裸らにされても、今度は、大事な部分はお札で隠かくすと！（笑）

サジ：ていうか、この呪符は使つかい捨すてだから、隠かくせないと思う（笑）。さておき効こう果かは強力で、ダメージから10点軽けい減げんなので、貫かん通つうダメージがきても軽減できるでござる。

ベルダー：前回は二戦とも防御無む視しという理り不ふ尽じんさだったからな。

サジ：うむ。さすがに対たい策さくの必要を感じたでござる。それから、マイナーアクションで使用すると【魔法防御力】を＋２する退魔軟なん膏こうを買ったでござる。以上！




●ギルドサポートの選定

ＧＭ：それでは、ギルドレベルも上がったので、新たに取得するギルドサポートを選んでもらおうか。ガチでいくもよし、趣しゆ味みで選んでもいいぞ（笑）。

ルーチェ：（『スキルガイド』を見ながら）……あ、なんか《料理人》ていうのがある！

ＧＭ：それ、きっとディクシィのじいやが冒険についてくるんだよ（笑）。

ルーチェ：つまり、鍋なべが食べ放題に……！（笑）

ベルダー：野菜とかの効果にボーナスがつくから、フレーバー的にも面白いけど、最終決戦と考えると───ちょっとどうなの？（笑）

ルーチェ：ですよね～（笑）。




　激論を交わしてのち、ルーチェたちが選んだ新しいギルドサポートは《ギルドシンボル》となった。これは、〝ギルドシンボル〟を持っている人物がシーンに登場していれば、メンバー全員のダメージロールに２Ｄが追加されるという強力なものだ。

　なお、〝ギルドシンボル〟として選んだのは、ルーチェが父親ジョーカーよりもらった判はん子こという設定になった。

　そしてこの最終シナリオに、シンクトワイスが持って行くギルドサポートは《蘇そ生せい》《陣じん形けい》《祝福》《目利き》《ギルドシンボル》に決定した。
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◆Opening01◆放たれた黒き獣




「……お前たちは、より深い絶ぜつ望ぼうを知ることとなるだろう」

　ハゲンティの残した不ふ吉きつな言葉は、すぐに現げん実じつと化した。地上へと躍り出て、湖上の空を覆い埋め尽くした魔獣クロウ・クルワッハ。

　その身体より舞い散らされる瘴しよう気きは、まるで黒い雪のように───。




ＧＭ：では、ここから本ほん編ぺんを開始しよう。まずは前回のエンディングの直後、キミたちがハゲンティのアジトから脱だつ出しゆつしてきたところからスタートだ。ゴヴァノールの湖上……その夜空を、無数の魔獣が埋め尽くしており……。

ベルダー：これは、どういうこと！（笑）　ハゲンティを倒たおしたら大変なことになっちまったわけだが……！

ＧＭ：まあ、お待ちを。……よくよく見れば、魔獣たちは前に戦った個体と見比べても、どこかがおかしい。その動きに獣特有のシャープさも無ければ、動きに精細さもない。どこか自我を失い、空を舞うその姿もどこか苦しげで、もがいているよう。

アモーレ：壊れてる……？

ベルダー：明らかに制御できてない感じだけど。

ＧＭ：そうだね。中には、自らが噴出する魔力や瘴気に耐えきれず自壊する個体もいる。崩れ落ち、身体からそぎ落ちた肉塊が湖に落ち、いくつもの水柱をあげている。湖面は、魔獣の死骸から溶け出した体液や瘴気で黒く染まる。そして、その湖面からは未だ次々とクルワッハたちが飛び出し、空へと舞い上がっていく。

ルーチェ：どれだけいるんですか……。

ベルダー：り、漁りよう師しさんたち、商売あがったりだな……。

ＧＭ：漁業組合は大だい打だ撃げきだろうね。きっと観光産業も。だが、今はそんな心配している場合じゃない。気が付けば、空は無数の魔獣たちに覆い尽つくされ……星々の光すら見えなくなる。しばらくなにかを探し求めるように、もつれながら湖上を旋回していた彼らはやがて、ほどけるように個々が世界中に散り始めた。

一同：げ。

ルーチェ：だ、ダメですーっ！

ＧＭ：そんなルーチェの叫さけびもむなしく───ふと、キミたちは気づく。夜空から、ちらちらと紅と黒に明滅する光がちらちらと舞い散ってくるのを。それはまるで、粉雪のようで、どこか幻想的な風景をキミたちに見せるんだが……。

一同：雪？

ＧＭ：そうだな、わかりやすく言うと───〝……綺麗。マスクをしなければ、五分で肺が腐ってしまう死の森なのに〟的な？

ベルダー：すごくわかりにくいよにーやんっ！（笑）

サジ：……ってこれ、瘴気でござるか!?

ルーチェ：瘴気をまき散らしながら、魔獣が世界中に散っていくって……それ、だめじゃないですか！

ベルダー：ハゲンティが言ってたのって、このことだったのか……！

アモーレ：なんてこった……この世界、いったいどうなっちまうっていうんだい……！

サジ：ルーチェ殿、このまま呆ぼう然ぜんとしていてもしかたがないでござる。速やかに神しん殿でんへ戻もどり、このことを報告すべきでは？

ルーチェ：そ、そう、ですね……急いで戻りましょう！

ＧＭ：では、急ぎ王国へと戻ることを決めたキミたちは、馬車に乗り込み……その車しや窓そうからこんな光景を目もく撃げきする。それは───。




　それは、地平線の彼方より、天を貫く勢いで噴き上がった白い光の柱だった。

　夜の闇を引き裂くように空へ吸すい込こまれていくその光は、神々しいまでに美しく───どこか禍々しささえ感じられるものだった。




ルーチェ：……ベルダーさん、あの光、なんでしょう？

ベルダー：さすがに見ただけじゃわからないよな。

ＧＭ：さすがにね。ただ、冷ひや汗あせが背中を流れるほど、神々しく、そしてあまりに邪じや悪あくだ。今、唯一わかるのは……その柱が、王都の方角から立ち上っているということのみ。

一同：王都の方角っ!?

サジ：嫌いやな感じでござる。

ベルダー：王都に戻るまでに時間かかるし……これは、天使のところへ向かったレオーネたちの活かつ躍やくに期待するしかないか。いや、期待していいのか？

ルーチェ：嫌な予感しかしないんですけど……。

サジ：ともかく、今は神殿に戻ることを考えるでござる。

ＧＭ：ＯＫ。では、キミたちは胸のうちに不安を抱いたまま、帰還の途についた───といったところで、このシーンは終しゆう了りようしよう！







◆Opening02◆銀獅じ子しと姫ひめ君ぎみ




　ゴヴァノールの湖から魔獣たちが、飛び立ったその頃───薄うす暗ぐらく澱み始めた空の下、騎き士しレオーネは名も無き天使を拘こう束そくし、神殿への帰途についていた。

　しかし、彼かの女じよが王おう城じようの門を抜ぬけたその時───異い変へんは、起こった。




ＧＭ：ここでマスターシーンを入れよう。舞台は、天使の居城がある、王都アーケン。これまた、前回のエンディングで演えん出しゆつした、マスターシーンの続きだね。

ベルダー：ということは……。

ＧＭ：そう、城で天使を拘束したレオーネは、キミたちの神殿がある〝門の街〟ブリガンディアルへの帰途についている。彼女は魔法を封ずる特殊な拘束具で、翼や腕うでを拘束、連行されており……。

ベルダー：お、俺の天使が───っ!?（一同爆笑）

ルーチェ：ベルダーさん、落ち着いてください！（笑）

ＧＭ：そして天使が、ふたつの都を繫ぐ巨きよ大だいな門をくぐろうとした時だ。突如、背後……アーケンの中央にそびえる居城より、轟音が轟いた。兵士たちは、一斉に城の方角を振り返り……呆気にとられる。それは、巨大な光が城より立ちのぼって天を貫く異様な光景だ。

ルーチェ：あっ、これ、さっきの光じゃないですか!?

ベルダー：天使の城から出ている光だったのか。

ＧＭ：なお、レオーネに拘束されたまま、天使もその光を見上げ、不本意そうに舌した打うちする。

「あんたたち、自分がなにをしているのか……わかってるの？」　その言葉に───。




　その天使の言葉に、レオーネは落ち着いた口調で言葉を返す。

「もちろんだ。十分に理り解かいしている」

「〝聖弾〟は使えないわ。封ふう印いんされているもの。この封印を突とつ破ぱできるのは───」

「それも、わかっているさ」

　冷たく天使の言葉をさえぎり、レオーネは天使を一瞥する。

　彼の表ひよう情じようを見た天使は、口もとに皮肉げな笑みを浮うかべて吐はき捨すてた。

「……人間にしちゃ、合理的なものの考えをするのね」

　銀の獅し子しレオーネは、その言葉に応えることはなかった。




ＧＭ：……と、こんなところで、シーンを閉じておこうか（笑）。これにて、オープニングフェイズは終了となる。

ベルダー：おいこらレオーネ!!　どういうことだオラァ───っ!?（一同爆笑）







　　　ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆神官長の真実




　ゴヴァノールの湖から舞い上がった無数のクロウ・クルワッハ。

　瘴気を纏う魔獣たちは、空を覆おおい尽くす黒雲のごとく群れ集ってのち───耳障りな咆哮をあげ、世界全土へと侵攻を開始した。




ＧＭ：では、ミドルフェイズに入ろう。ゴヴァノールから馬車をかっ飛ばしてブリガンディアルにキミたちが戻ってくると……すでに街は大パニックに陥おちいっている。

ベルダー：やっぱり、こうなっちまうよな！

ＧＭ：うん、魔獣たちの移動速度は当然、馬車よりも速い。すでに幾頭がこのブリガンディアルに先着し、街を混乱に陥れている。街の中を逃げ惑い……避ひ難なんする家族、うずくまる老人。迎撃しようとする青年に、それを止める恋こい人びと───。

ルーチェ：……うう。

ＧＭ：馬車が神しん殿でんに到とう着ちやくすると、キミたちを出迎えるべく神官たちが整列していた。

アモーレ：はっはっはぁ！　出迎むかえごくろう……っ！（笑）

サジ：そんなこと言ってる場合でござるかっ!?　とにかく馬車を降りるでござる。

ＧＭ：では、キミらが馬車から降りると、神官たち列が左右に割れて……その中央の道を悠々と歩いてくるのは、神官長だな。「よくやってくれました、ルーチェ・メテオライト」彼はとても胡散臭くない優やさしい笑顔でねぎらってくれる。

一同：胡散臭い……っ!?（大爆笑）

ベルダー：依い頼らいはちゃんと果たしたぜ。なのに、この大惨事はいったいどういうことだ？

ＧＭ：神官長は、満足げな笑顔を浮うかべて空を行き交うクロウ・クルワッハの群むれを見上げる。「本当によくやってくれました。これでようやく、我が目的を……悲願を叶えられます」と、任にん務むの成功を心からねぎらってくれる。

ルーチェ：あ……あの、目的って、どういう事ですか？

サジ：……神官長。最初からこうなると、わかっていたでござるか？

ＧＭ：神官長はキミたちを見回し……「キミたちには、ちゃんと説明をしておかなければなりませんね。こちらへ」そう言って身を翻し、キミたちについてくるよう促す。

ルーチェ：ついていきますけど……。

ＧＭ：神官長は人払いを指示し、キミたちだけを聖堂へと招き入れた。室内は灯りが消されて薄暗く、天窓のステンドグラスからこぼれる光だけが、室内を照らす。

ベルダー：……で？　なにか、弁解でもしようっていうのか？

ＧＭ：彼は天井を見上げ、感慨深げに言う。「……ここまで来るのに、一三年かかりました」

ベルダー：…………。

ルーチェ：……魔獣を育てていたのは、神官長さんだったんですか。

ＧＭ：「育成していたのはあのハゲンティですが……一三年前に確保した魔獣の一匹を、あの魔族に提供したのは私です。育成に適した場所と一緒に、ね」

アモーレ：あのアジトも……どうりで資料がくわしかったわけだよ。

ルーチェ：なんで、神殿の人がそんな事を……。

ＧＭ：「それは───」

ベルダー：バロールとかいう最悪の魔獣を呼び出すため……だろ？

ＧＭ：「……」温和な表情のまま、彼は微笑む。「そう、魔獣バロールは、瘴気に満ちた場所にしか現われず、存在する事ができません。ゆえに、大量のクロウ・クルワッハが必要だった」

サジ：それは神官長とはいえ看過できぬ、と鯉口を切る。

ＧＭ：「まだ話は終わっていませんよ、サジ」神官長は落ち着いた言葉で、サジを制する。その視線にキミは射すくめられて、身体が硬直する。

サジ：ぬう、う、動けぬ。神官長の名は伊達ではない。

ベルダー：で、バロールを呼び出してどうするんだ。世界征服とか、世界滅亡とかベタなこと言うなよ？

ＧＭ：「その逆ですよ」

一同：逆？

ＧＭ：「これで人類は未来永劫、救われるのです」

ベルダー：待て待て待て！（笑）　お前がなにを言っているのかわからない！（笑）

ルーチェ：わからないですっ！（笑）

アモーレ：「滅びこそが唯一の救済じゃー」とでも言うのか───っ！（笑）

ＧＭ：「疑ぎ問もんを抱だくのも無理はありません。しかし、私わたしの目的はバロールの召喚……そのさらに先にあります」

ルーチェ：……その先？

ベルダー：もしかして、〝聖弾〟の話か？

ＧＭ：「そのとおり。〝聖弾〟こそは神がこの世界に残した〝神具〟。あらゆる魔族や魔獣を滅ぼす力……！　それを、人類が手にする時が来たのです」

サジ：それと、バロールになんの関係が。

ＧＭ：「本来、〝聖弾〟は魔獣バロールを殺すために神がこの地に残したもの。バロールが地上に顕現する時にのみ、〝聖弾〟は目覚めるのですよ」

ベルダー：だからバロールを召喚しようとしてたってわけか。

ＧＭ：「そうです。クルワッハをこの地上に大量出現させてバロールを召喚、それに呼応して開封された〝聖弾〟をもって、魔獣共を殲滅する。確かに危険はともなう手だが、乗り越えれば人類は〝聖弾〟という実りだけを得る事ができる───」

サジ：なるほど、それで魔族や魔獣みたいな〝危機〟に怯えずにすむ時代がくる、か。それがあなたの最終目標でござるな。

ベルダー：一三年前にも、それをやろうしたのか？

ＧＭ：神官長は少し表ひよう情じようを曇くもらせる。「そのとおり。ただ、その時は、ジョーカー・メテオライトの裏切りにあい、計画は中断を余儀なくされましたが」

ルーチェ：……一三年前の事、教えていただけますか。

ＧＭ：「───もちろん。娘であるキミにそれを話すのが筋すじというものでしょう」神官長はうなずいて語り出す。「ただ、推測が入る事を許してほしい。彼は、許せなかったのでしょう。〝聖弾〟を手に入れるために、最悪の魔獣をこの地に召喚することを」

ベルダー：少なくない被害が、出るのは間違いないからな。

ＧＭ：「そう。だから、私の命令を聞くふりをして名もなき天使の城へと赴き、バロールが完全覚醒する前に〝聖弾〟を封印してしまいました。クロウ・クルワッハは、それ単体で繁殖する事はできない生命体。その寿命も極端に短く……ゆえに、事件は沈静化しました」

ベルダー：一三年前は、それで被害の拡大を防いだのか。

ＧＭ：うん。バロールが一緒にいれば別だけどね。バロールが魔獣のメス、クルワッハが雄の魔獣とでも思えば、考えやすいか。

サジ：で？　神官長殿は、ハゲンティに協力を持ちかけて次の機会を待ったでござるな。神殿から裏切り者が出たことも、魔獣たちを神殿が呼び出した事実も伏せて、ジョーカー殿を英雄として祭り上げ、民衆の意識をそちらに追いやった。

ＧＭ：「大衆には、自分たちを救ってくれる、精神の支配者が必要なのです。そう、英雄という名の偶像が」

アモーレ：ひどい話だね。で、神殿の内部に向けてはジョーカーが魔族と繫がっていたことにして、自分は罪から逃れる。

ルーチェ：…………ひどい。

ＧＭ：「それは申しわけないと思っています。だが、私が罪を問われて失脚すれば、人類に〝聖弾〟をもたらすことは叶わなくなる。それだけは、避けねばならなかった」

ベルダー：……やっぱり気に入らねえな。仮に、〝聖弾〟を手に入れることに成功すりゃ、あんたの地位は確固たるものになるじゃねえか。立身出世の役に立つってことだろ？　人を陥れてだぞ？　あっさり、なるほどとは言えねえよ。

ＧＭ：「私には、地位や名誉は必要ありません。それに……数日後、私はこの世にはいません。なぜなら、出現するであろうバロールを滅ぼすため、私が〝聖弾〟を使うからですよ」

ルーチェ：？　どういうことですか？

ＧＭ：「〝聖弾〟は、それを使うために、人の生命を代償とするのです」

一同：ちょ…………っ！

ＧＭ：「私は、バロールとクルワッハたちをこの地上から消し去り、天に召されましょう。もし、〝聖弾〟を手に入れるために犠牲を罪というのなら、私は、自らの生命をもって償いとしましょう」

アモーレ：実は本当に立派な人だったっ!?（笑）

サジ：むしろちょっと狂信的っ!?

ルーチェ：いや、それはだめじゃないですか!?

ベルダー：あれ!?　てかさ、大事なこと忘れてねえっ!?　そもそも〝聖弾〟に仕掛けられたジョーカーの封印はどーすんだよっ！　使えないじゃんっ！

一同：あ。

ＧＭ：その言葉に、神官長は動じる様子を見せない。「……確かに、そのとおり。ですので、ルーチェ・メテオライト」

ルーチェ：え、あ、はいっ!?

ＧＭ：「〝聖弾〟の封を解く鍵を……渡してはもらえませんか？」

一同：……………………。

ルーチェ：はい？

ＧＭ：「父ジョーカーより、あなたは〝鍵〟を受け継いでいるはずです。言葉？　品物？　特定の動作？　それがなにかはわかりません。ですがジョーカーは生前、『俺は、実の娘に俺がとることのできない責任を負わせてしまった』と、言っておりました」

ルーチェ：いやいや、知らないですよっ!?

ＧＭ：「隠したい気持ちもわかりますが───」

ルーチェ：じゃなくて！（笑）

ＧＭ：「ふむ、確かにいきなり決断しろ、と言われても困りますか。では、二四時間だけ待ちましょう。そこで答えをお聞かせください」

ルーチェ：答えと言われましても～っ!?

ＧＭ：「もう賽は投げられたのです。このままでは、クロウ・クルワッハと、復活を遂げた魔獣バロールにより世界は蹂躙され、多くの無辜の民の生命が失われるのですよ」

一同：お前のせいだろうっ!?（笑）

ベルダー：しかも脅迫じゃねえかっ！（笑）

ルーチェ：え、あ、ちょ……ＧＭ！　あたし、そんな〝鍵〟の話を知ってるんですか？

ＧＭ：知らないんじゃない？（しれっと）

ルーチェ：ちょっと──────っ！（笑）

アモーレ：くくく、つまりこれは二四時間のうちに地上のクルワッハを殲滅でもするしかないようだね。はったりだが。

ＧＭ：「……それは無理です。仮にそれをするにしても、魔獣を殺すための生物……かの名もなき天使の協力が必要となりましょう。ですが、彼女は───」神官長が、部屋の最奥まで進み、そのドアを開く。そこは大聖堂……祈りの間だ。その部屋に奥には祭壇と、巨大な十字架が見える。そして、その十字架に縛り付けられ、拘束された天使の姿がある。

一同：ああ……っ！（笑）

ベルダー：おい、せかいいちかわいい天使になにしてくれてんだよっ!?　拘束とか縛るとか悪くねえじゃねえかっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：やっぱりお前は脳の検査を受けろ。

アモーレ：ホント浅見さんは、ブレないなあ……（笑）。

ＧＭ：さて、少し話が長くなったが……このシーンは以上だ。神官長は、天使を拘束する部屋のドアを閉じてロックを掛けると、変わらぬ温和な笑顔と共に言う。




「……では、二四時間後のよき返事を期待しています。ルーチェ・メテオライト」







◆Middle02◆覆おおい隠かくされた真実




　ルーチェたちに与えられたのは、二四時間という時。

　しかし、それを待つ間にも魔獣はこの地上にある生命を狩り、汚染していく。

　ルーチェたちが対策を練るべく取った行動は───。




ＧＭ：さて、ここからしばらく、キミたちは限かぎられたゲーム内時間であれば、自由に行動していい。なお、シーン数自体に制限はない。演えん出しゆつ的に二四時間経たつような感じになったら、イベントが始まるって感じかな。

ベルダー：了解。ともかく〝鍵〟とやらを手に入れないとなにもできねえ。

ルーチェ：〝鍵〟……なんかそんな話、出てましたっけ……？

ＧＭ：出ていないね。ただ、これまでに伏線は張ってある。

ベルダー：情報が足りねえか。

ルーチェ：レオーネさんかディクシィさんに会って話を聞きます？

ベルダー：悪くない。天使とも話しておきたいな……。




　しばし相談した一行は、まずは上司であるディクシィのもとに赴おもむく事となった。




ＧＭ：───わかった。では、キミたちは連れだって、ディクシィの部屋までやってきた。時間的にはそろそろ夕方。だが、彼女の執務室は扉の外まで喧けん噪そうが漏もれ聞こえてくる。

アモーレ：……と、とりあえず、中を覗のぞこう。

ＧＭ：部屋の中では、ディクシィは部下たちに慌あわただしく指示を出している。「戦力をかき集められるだけかき集めて！　協力を申し出た冒険者には、街に侵入した魔獣の対処を！　神殿の正規兵力は、北門五キロに布陣している騎士団に合流させて！」

ベルダー：ディクシィが、仕事してる！　監査役のはずなのに！（笑）

ＧＭ：非常時だからな。後方で戦力編成の手伝いをしてるようだ。

サジ：では、こちらもディクシィに報告を……。

ＧＭ：ディクシィはサジを一瞥すると、ツカツカと近ちか寄よって───〝ゴ……ッ〟　「いいから、すべて白状しなさいよっ!?」サジのみぞおちに一撃を放った。

サジ：ごふぅっ!?

ルーチェ：なぜサジさんが……！（笑）　とりあえず、状況を説明します！

ＧＭ：では、人のいない別室に移り……彼女はキミらの報告を受けた。話を聞くうちに彼女は落ち着きを取り戻していく。「……ふうん、なるほどね。そんなことを考えていたのね、あのタヌキジジイ」

ルーチェ：ディクシィさんは知らなかったんですね。

ＧＭ：「神官長の狙ねらいは初耳。でも本音を話していると思う。私の目から見た神官長は、あくまで〝善〟。ウソはついていないと思う。すべてを話した保障もないけどね」

ルーチェ：ディクシィさん、お父さんと〝聖弾〟封印の現場に行ってるんですよね？　なにか知っていることがあれば……〝鍵〟のこととか……。

ＧＭ：「ごめん、それは知らない。ただ、〝聖弾〟使用の代償が使用者の生命ってのは信しん憑ぴよう性せいがあるわ」

ベルダー：というと？

ＧＭ：ちらり、彼女はルーチェを一瞥して、どこかすまなそうな表情で言う。「……だって、おそらくジョーカー様は〝聖弾〟の力を引き出して、生命を落としているから」

一同：そうなのっ!?

ＧＭ：「ええ。あの城の地下にはね、無数のクルワッハの他に……バロールを呼び出すための召喚装置……といっても、単なる石像だけど……が安置されているの」

ルーチェ：石像？

ＧＭ：「そうよ。バロールの目覚めに気づいたジョーカー様は、像を破壊しようとしたけど……それもできず、天使から借り受けた〝聖弾〟を触媒にして、なにか魔術をかけたの。〝聖弾〟から魔力を引き出したんだと思う。そしてそれを石像に撃ち込んだ。その魔術を受けた石像は傷つき、そこで巻き起こった爆発と光の中に、彼は消えていったわ」

ルーチェ：…………。

ＧＭ：「その時、彼は確かにこう言ったの。『お前たちは、帰還しろって。俺はここに残る』って。そして爆発が起こる直前───ささやいた」




『……すまない、ルーチェ。もう会えそうもない。母さんを頼む』




ルーチェ：………………なにそれ、泣きそう。

ＧＭ：「いまでも、耳にこびりついて離れないわ。ジョーカー様と、もうひとりの仲間が消えていった最後のやりとりは」

サジ：残った仲間のひとりってたしか……。

ＧＭ：「残ったもうひとりも立派な方だったわ。『……馬鹿、お前も帰れ！』『魔術の制御を、私も手伝いますよ。それに……地獄に行くのに、ひとりは寂しいでしょう？』『……すまないな、ムニエル』」

サジ：いちいちムニエルのことは言わなくていいっ!?（一同大爆笑）

ベルダー：魚人を出すと、顔が浮かんで面白くなっちゃうんだよ！（笑）

ルーチェ：悲しい話がいきなり大変なことに……！（大爆笑）

ＧＭ：「ともかく私が知ってるのは、これくらいよ」

ルーチェ：……あ、そうだ！　ディアスロンドの偉い人に、今回の神官長の動きを伝えるってできませんか!?

サジ：おおっ!?

ベルダー：それはいいアイデアかもしれない！　なんか打開策が生まれそう！

ＧＭ：にやり、ディクシィは笑む。そして……「じいや！　ディアスロンドに連絡を入れるわよ！」だが……いつもならすぐに出てくるじじいが、今日はなぜか姿を現あらわさない。

一同：……あれ？

ＧＭ：ややあって……部屋の扉が開く。「ディクシィ様……」と弱々しい声を出しながら、じじいが姿を現あらわすが……その背後には、神官長直ちよく属ぞくの騎き士したちが立ち並ぶ。

一同：げ。

ＧＭ：「ディクシィ殿、神官長の命により、お迎えにあがりました。貴殿と、その直属の部下はこれより、神官長の管轄下に入っていただきます」

サジ：事実上、拘束されたでござるか。

ＧＭ：「みたいね。ここまでか」強気に笑み……彼女は、騎士たちに連行されていく。そしてシーンは終わるが……最後にすれちがいざま、彼女はサジの耳元でこう告げた。




「……サジ、あとは頼むわよ」







◆Middle03◆ブリガンディアルの防ぼう衛えい戦せん




　ブリガンディアルの街の一角に、臓ぞう腑ふを震ふるわすような魔獣の叫さけびが響ひびき渡わたる。

　街の守しゆ備び隊たいが防ぎきれず、幾頭もの魔獣の侵しん入にゆうを許ゆるしていたのだ。

　だが、魔獣を城じよう外がいへ押おし返かえそうと身体を張はって、一歩も退かずに戦う者たちはいた。




ＧＭ：さて、ここからみんなどうする？　そろそろ夕闇迫る時刻だが……。

ベルダー：ここは時間を無駄にしないよう、分割行動するか？　レオーネと天使から話が聞きたいわけだが……。

ＧＭ：レオーネは今、街の中に侵入した魔獣と戦闘中。天使は、神殿の大聖堂に拘束中だ。どう分割する？

ルーチェ＆アモーレ＆サジ：（[image: ←]なぜか、不思議な笑顔でベルダーを見ている）

ベルダー：………………く。ジョーカー関係の話が聞けそうな天使の方は、ルーチェと……侵入のためにシーフがほしいからアモーレだよなあ……（笑）。

一同：……ええっ!?

ベルダー：うるせえなっ！（笑）　俺だって天使の方に行きてえよ！　でも、ルーチェとアモーレで行くのが最適解だと心のゲーマーが叫んでるんだよっ！（一同大爆笑）

ＧＭ：ＯＫＯＫ（笑）。異存なければ、それでいこう。

ルーチェ＆アモーレ＆サジ：ないでーす！

ベルダー：ねえのかよ！　俺はいくらでも笑顔で意見をひっくり返すぞっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：やかましい（笑）。……では、ベルダーとサジのシーンからいくぞ。シーンプレイヤーはサジだ。ふたりは、レオーネが陣じん頭とう指揮を執とっている、街中の広場へと向かう。今、街を囲む外壁は数カ所が打ち崩され、一〇匹ほどのクロウ・クルワッハの侵入を許している。

ルーチェ：だ、大だい惨さん事じですね。

ＧＭ：人々は逃にげ惑まどうが……外はさらに危険な状態になりつつある。

ベルダー：これって下手すると、市民たちが瘴気に汚染されねえか？　あの瘴気、人間にも感染するじゃん。

ＧＭ：そうだね。逃にげ遅おくれた市民の一部は、そうなっている。

ベルダー：バイオハザード状態……（笑）。

ＧＭ：神殿には負傷者が次々と担かつぎ込こまれてパンク寸すん前ぜんだ。「……ここでは対たい応おうできない！　他の施し設せつに回せ！」などと怒ど号ごうが飛び交っている。……そんな惨さん状じようを背に、レオーネたちは神殿前に布陣、剣を振るっている。「ここを抜かれたら、あとはない！　押し返せ！」

ベルダー：おお、レオーネ……かっこいいじゃないか。

ＧＭ：外に出たサジとベルダーは見る。クロウ・クルワッハの一頭が、レオーネの部下に、その巨きよ大だいなかぎ爪を振り下ろそうとしている場面を！

サジ：では、そこに割り込んで刀で爪を弾き返す！　演出で《カバームーブ》を使ったということで……！（笑）

ＧＭ：では、攻撃を邪魔されたクロウ・クルワッハは激げき怒ど。大口を開けて溜めを作り……ブレスの放射態たい勢せいに入る。

サジ：ベルダー……！

ベルダー：ここは俺が水の槍を放って、クロウ・クルワッハの頭を吹ふき飛とばす。

ＧＭ：突如参戦した頼もしい援軍に、レオーネは視線すら送らずに言う。「───感かん謝しやする。よし、押し返すぞ……！　魔術師を中央に配して、陣形を組め！」「おおっ！」

ベルダー：やべえ、俺たちかっこいいっ!?（笑）

ＧＭ：そして二〇分ほど戦闘が続き……魔獣たちの撃退に成功する。戦いを終えたレオーネは剣を鞘さやに収おさめ、キミらに向き直る。

ベルダー：お前に話したいことがある。

ＧＭ：「加勢の礼に話は聞こう。だが手短に願いたい。まだ、予断を許す状況ではない」

ベルダー：わかってるよ。天使を拘束した事は、この際はおいといて……お前ら、天使の城に行って、〝聖弾〟を手に入れたのか？

ＧＭ：「……ああ。そう命ぜられたのでな」

ベルダー：お前、あの神官長のやっていること、わかってるのか？

ＧＭ：「それを知る必要はない。知っていたとしても、我々は神官長の深いお考えのもとに動いただけ。あの方の手足に過すぎぬ」

ベルダー：…………こいつ、ただの駒か？

ＧＭ：「仮に知っていたとしても、任務に関することを漏らすことはできん」

ベルダー：話せそうなことだけでいい。天使の城に……ジョーカーの姿はなかったか？

ＧＭ：「いいや。あの場に、他に人は見当たらなかった」

サジ：……やはり、ディクシィ殿の言うとおりでござったか。

ベルダー：では、次。お前、第四話でルーチェを〝聖弾〟と呼んだのはなんでだ。

ＧＭ：「それは、あくまでマスターシーンのでのこと。お前はそれを聞いてないゆえ、答える義務はないな」（一同大爆笑）

ベルダー：くっそ……！（笑）

ＧＭ：さて、そんな時だ。部隊の伝令が走ってきて大声で報告する。「……レオーネ様！　敵の第二波が来ます！　二時方向、距離一五〇〇！　数、二五！」

ベルダー：もう来たのかよ！（笑）　ジョーカーがいなかったことを聞けたのでいいとしよう。ルーチェとアモーレに期待するしかないな。

ＧＭ：では、ルーチェとアモーレの方にいってみようか。







◆Middle04◆父が残したもの




　ブリガンディアルの神しん殿でん。その聖せい堂どうの周囲には、深夜でも人影が絶たえなかった。

　遠くに魔ま獣じゆうの咆ほう哮こうが響ひびくこの状じよう況きよう下で、聖堂の中に高こう貴きなる天使を捕とらえているためだ。

　そんな中、アモーレとルーチェは、天使と接せつ触しよくするべく行動を開始していた。




ＧＭ：では、ルーチェとアモーレのシーンを始めよう。時じ刻こくは前のシーンよりしばしのち。日もすっかり落ちた頃。ふたりは聖堂の裏手までやって来たが……警けい備び兵へいがうじゃうじゃいるな。

アモーレ：ですよね───っ！（笑）

ＧＭ：さらに、神殿前の広場では戦闘が繰り広げられており、警備兵たちは殺気立っている。

アモーレ：間が悪いけど、そんなこと言ってられないかね。

ルーチェ：裏うら口ぐちを探さがして、見つからないように侵しん入にゆうしますか！

アモーレ：あんた、素す直なおだねえ。この分じゃ裏口も警けい戒かい厳重だろうから、手薄なとこから屋根に登って瓦を外し、天井から侵入するよ。アタシに任まかせな。

ベルダー：……………………か、瓦？

ルーチェ：アモーレさんに任せます！（笑）




　かくしてルーチェをともない、屋根から聖堂内への侵入を試みるアモーレ。

　これに対し、ＧＭはふたりに【幸運】か【感知】による難なん易い度ど10の判はん定ていを要求した。

　アモーレはなんなく判定に成功、しかし───。




ルーチェ：（ダイスを振ふる）ああ───っ、失敗です！　フ、フェイトを使って振り直しますっ！（ダイスを振る）失敗です！

アモーレ：あんたな──────っ!?（笑）

ＧＭ：腰をかがめて屋根を歩いていると……〝カタリ〟　瓦の端を踏んで、音を立ててしまったようだ。「ん？　今の音は……おい、あそこだっ！」（一同爆笑）

アモーレ：なんで西洋ファンタジーに瓦があるんじゃ───っ!?（一同爆笑）

一同：お前が言ったんだっ！（笑）

ＧＭ：言い合いをしてる暇はないぞ。わらわらと兵士が集まってくるようだが。

ルーチェ：ああ……っ！

アモーレ：く……（少し考えて）。……ここは、アタシが囮になるしかないね！　屋根伝いに走って逃げる！　ルーチェは、警備がいなくなるまでここでじっとしてな。いなくなったら瓦を外して屋根板を壊し、部屋に降りるんだよ。

ＧＭ：やっぱり瓦があるんじゃねえか（笑）。ともかく、やってみようか。まず、アモーレが【幸運】判定で10に成功したら、警備の注意を惹く事ができる。失敗したら、ふたりとも捕まっちゃうからね。

アモーレ：【幸運】は２しかない……フェイトを使うしかない！（ダイスを振る）……よっしゃあ！　10で成功！

ルーチェ：さすがです！（笑）

ＧＭ：では、夕闇に幾条もの魔法のスポットライトが照射され……アモーレのシルエットがくっきりと浮かびあがる。

アモーレ：はははははは───っ、こっちだこっち───っ！　お宝はいただいたよ───……！　と、走っていきます。

ＧＭ：「火事場泥棒かっ!?」「逃がすな！」警備兵たちは、アモーレを追っていく。

アモーレ：……ルーチェ、がんばりなっ！　と、視線で告げます。

ルーチェ：では、少し待って……冒ぼう険けん者しやセットに入ってたロープを垂たらして侵入します。

ＧＭ：……ＯＫ。ルーチェは無事に床ゆかへと着地する。

ルーチェ：すたっ。

ＧＭ：眼前には、祭壇に突き立てられた巨大な十字架。そこに腕、翼、足……を拘束具で拘束され、磔にされた天使の姿がある。天窓から差し込む月の光が、彼女の肢体を幻想的に浮かび上がらせて───。

ルーチェ：き、きれいな……。

ＧＭ：ふと、気配を察知した彼かの女じよは、閉とじていた目をゆっくり開く。「……あなた」

ルーチェ：あの、天使さん。こんな状況で申しわけないんですけど……お父さん……いえ、ジョーカー・メテオライトの事、教えてくださいませんか。

ＧＭ：「また会うと思ったよ。こんな格好でごめんね？　あなた、ジョーカーの娘むすめだよね」

ルーチェ：はい……って、なんかお父さんと親しげな。

ＧＭ：「ジョーカー・メテオライト。あの方は私が唯一、認めている人間だったよ。そして彼かれに感かん謝しやもしている」

ルーチェ：……感謝？　どういうことですか？

ＧＭ：「一三年前の危機の際、彼は、私に代わってバロールの顕けん現げんを食い止めてくれたから。〝聖弾〟の管理者である私に代わってね。ああ、この間はごめんね。あの方の娘なのにさ」

ベルダー：天使のデレ期が来た……っ!?

ＧＭ：うるせえっ！（一同爆笑）　えー……天使は話を続ける。「もうね、私が人間だったら、プロポーズしていたかも」

ベルダー：なんの話だよっ!?（笑）

ルーチェ：お父さん、モテ過すぎです!!（笑）　……って、そういう話よりも、その過去の時のことを教えてもらいたいです。なぜお父さんは〝聖弾〟を封印したんですか？　バロールを復活させたくない、って話は確かにわかるんですけど……。

ＧＭ：「ふふっ、そっか」天使は含みのある笑みを見せた。「〝聖弾〟は、魔獣バロール……いいえ、あらゆる〝魔〟を滅ぼす事のできる〝神具〟。それはいいよね？」

ルーチェ：はい。

ＧＭ：「じゃあ、なんで私みたいな管理者がいると思う？　ただ、〝魔〟を滅ぼすだけのものなら、使いたいだけ使えばいい」

ルーチェ：使うたびに、人の生命が必要だから？

ＧＭ：「───ちがう。魔族を倒すのに、それだけなら安い代償じゃない。世界を滅ぼせるほどの魔獣を破壊できる〝神具〟よ？　その〝聖弾〟は、バロールと同格以上の力を秘めているって……なんでわかんないかな」

一同：は？

ＧＭ：「〝聖弾〟は、発動すればこのエリンディルの半分を破壊するほどの力を発揮する」

一同：……はあっ!?

ルーチェ：………〝聖弾〟を使うと世界の半分が吹き飛ぶ……？

ＧＭ：「そうよ。それは大陸を海に沈めるのか、単に破壊をもたらすのか、倒すべき〝魔〟を倒すに必要なだけの生命を大陸中から吸い尽くすのか───ともかく、使えばこの大陸だってただではすまないんじゃないかな」

一同：…………。

ＧＭ：「単なる高位魔族程度なら、そこまでじゃないけど……かの〝神竜〟ゾハールや、アルディオン大陸に出現した〝邪神の御子〟クラスともなれば、相当の被害が出ると思うよ」

ベルダー：そりゃ天使も使用許可を出さないし、親父さんも〝聖弾〟を封印するわ!!

ルーチェ：それを知ってたから……。

ＧＭ：「そう。封印するために、相当の準備をして任務に挑んだはずよ。あの時、バロールは半ば出現しかけていた。彼は、古代竜から入手した〝神具・逆時の竜りゆう鱗りん〟を使ったんだと思う。出現しかけていたバロールを、逆流する時の中に投じて……出現を阻止した」

サジ：時間を巻き戻したってこと!?

ベルダー：ディクシィの話と少しちがうが、起こった現象は同じか。

ＧＭ：竜鱗の力の発動を、魔法の一種と考えたんだろうね、ディクシィは。

サジ：そんな中学生が考えたような、謎の超ちようレアアイテムをジョーカー殿どのはどこで……。

ＧＭ：さっきも言ったとおり、彼は神官長の企みを薄々気づいてて、封印の準備をしてたんだ。それまでの冒ぼう険けんの中で、懇こん意いにしていた古代竜から神具を譲ゆずり受うけていたとかだろう。

アモーレ：古代竜と懇意ってすごいんですけど（笑）。

ルーチェ：じゃあ、お父さんが生きてるって、言ったのは……。

ＧＭ：「彼が生きていると言ったのは半分本当で、半分は噓うそ。彼は〝聖弾〟を触媒にして竜鱗の力を引き出し……その肉体を失った」

ルーチェ：………。

ＧＭ：「でも、その魂は滅んではいない。彼は〝聖弾〟の中にみずからの魂を移し替えたの。わかりやすく言えば、自分が〝聖弾〟の制御装置となったのよ。彼の生命は、魂は、今も〝聖弾〟の中に眠っている。このあたしでも起こす事はできない」

ベルダー：それが、神官長の言ってた〝封印〟か。

ルーチェ：お父さんの魂が〝聖弾〟の中に……。じゃあ〝聖弾〟を使うためには……？

ＧＭ：「そうね、ジョーカーはなんらかの〝鍵〟を残しているはず。それがなければ、〝聖弾〟の中に眠る彼を呼び起こす事はできず、〝聖弾〟も使えない。これはある意味、最悪」

ルーチェ：最悪？

ＧＭ：「クロウ・クルワッハが大発生している今、バロールは近いうちに顕現する。バロールを導く光の柱はすでに放たれた。この光をたどり、バロールは異界よりこのエリンディルに到来するわ」

ベルダー：天使の城から発射された光の柱は、そういうものだったのか。

ルーチェ：え、あれ。でもこれ、どうするんでしょう。〝聖弾〟は使えない、使わないとバロールに対抗できない……？

ＧＭ：戦うことはできるよ？　ただ、バロールはレベルの高い魔族が持つ、《真の死》というスキルを持っている。戦って【ＨＰ】を０にしても、いずれ復活する。特定の方法でトドメを刺さない限り。

ベルダー：それが〝聖弾〟か……。

サジ：でも、〝聖弾〟は今、使えないし……使うと使用者は死ぬわ、大陸に大被害が出るわで、まともに使う事は……。

ルーチェ：あの、天使さん、これはどうすれば……。

ＧＭ：「───待って。そろそろ時間みたい」ふと気づけば、建物の外から声が聞こえる。「侵入者は見つかったか！」「あとは、聖堂の中くらいしか……」

ルーチェ：ああ……っ！（笑）　もっと聞きたい事が!?

ＧＭ：「今は逃にげなさい。ここで捕まれば、あなたも拘束されちゃうかもよ？」

ベルダー：それは最悪だ！（笑）

ルーチェ：じゃ、じゃあ、また天てん井じようから脱だつ出しゆつします！

ＧＭ：ＯＫ、脱出の判定はなしにしよう。キミが屋根の上に出たところで、警備兵が室内になだれ込んできた。「……くそ、ここにもいない！」

ルーチェ：と、とりあえず見つからないように、部屋に戻ります！

ＧＭ：ＯＫ、じゃあここでシーンを閉じよう。最後に、キミが通った天井の穴を見上げ……天使は微笑みながら呟く。

「───がんばりなさい、ルーチェ。ジョーカー・メテオライトの子よ」




　　＊　＊　＊




ＧＭ：では、次のシーンに入……。

アモーレ：待って、ＧＭ！　アタシは、ミーはどうなったんだい！　ルーチェを先に進めるために、尊い犠牲になった、この超絶かっこいいアタシは！

ＧＭ：え？　捕まったかどうか、判定でもしとく？（笑）　【幸運】で、難易度は６でいいや。

アモーレ：では………（ダイスを振る）……出目は３！　おげらぷ───っ!?　さくっと失敗した!?（一同爆笑）

ＧＭ：ぶ（笑）。捕まるとめんどくさいから、フェイトで振り直してくれよ（笑）。

アモーレ：そう！　元もと犯はん罪ざい結社出身のアタシはうろたえないっ!?　フェイトを使ってダイスを振り直す！（ダイスを振る）……ファンブル────っ!?　げげぇ───っ!?（一同爆笑）

一同：おい──────っ!?




　この日、アモーレが寝泊まりする場所は……冷たい石畳の部屋へと変わった。
















◆Middle05◆武士の本懐




　騒そう乱らんに満ちた一夜が明けた。

　魔獣の群むれは押おし返かえされ、街はひと時の静けさを取とり戻もどしていた。

　今のうちとばかりに、神官たちが急ピッチで、神殿の前の広場に祭さい壇だんを設せつ置ちしていく。

　神官長は、その様子を満足げに眺めていた。




ＧＭ：では、ここから新しいシーンに入ろう。激動の一夜が終わり───その翌日。猶ゆう予よとされた二四時間が経けい過かした。その日の朝、ルーチェたちには、本日夕刻前に神殿前の広場に集まるよう伝達があった。

ルーチェ：じゃあ、それまでに……昨日、聞いたことをみんなに話します。

ＧＭ：ＯＫ、それぞれが摑んだ情報を共有する時間は十分にあった。そして夕刻、シーンの舞ぶ台たいとなる神殿前の広場にキミたち三人がやってくると、そこには、レオーネを始めとする、数人のお付きを従えた神官長がいつもと変わらぬ温和な表情で待っていた。

一同：………………。

ルーチェ：三人？

アモーレ：…………。

ベルダー：……そっかー、俺たちは三人パーティだっけー。忘わすれてたぜー、へへへ。

アモーレ：おーたーすーけ────っ!?（[image: ←]絶賛投獄中）（一同爆笑）

ＧＭ：……話を戻そう（笑）。時刻は夕方近く……その日、戦闘は小康状態に入り、昨日に比べれば街は静けさを取り戻している。「お待ちしていました、シンクトワイスのみなさん」

ルーチェ：……神官長さん。

ＧＭ：「さて、思い出されましたか？　〝聖弾〟の〝鍵〟の在り処を」

ルーチェ：いいえ、そんなの本当に知りません。

ベルダー：…………（笑）。

ルーチェ：ん？

ベルダー：いや、あとで話す。

ＧＭ：「そうですか、困りましたね。あくまで、〝鍵〟を渡すつもりはない、と。……見なさい、バロールの出現はもう間もなくです」と、彼は頭上を仰ぎ見た。それにつられて視線を転じれば……上空に、分厚い雲が集まり、渦を巻き始めている。

ベルダー：あれは？　あそこからバロールが出てくるのか？

ＧＭ：「いいえ。バロールの出現を感知し、〝聖弾〟もまた動き始めたのです」

一同：はい？

ＧＭ：「〝聖弾〟は普段、時空の狭間に存在しており、その姿は見えません。バロールの出現に呼応し、出現するのです。ですが……ジョーカーの封印を受けた今の状態では、なんら力を発揮はしません」そう言って、彼は握っていたその手を開く。彼が握っていたのは、古びた一発の銃弾だ。

サジ：なんでござるか、それは。

ＧＭ：「アーケンの王城地下に封ぜられ、天使によって管理されてきた〝聖弾〟です」

ルーチェ：え、それが？

ＧＭ：まあ、それは〝聖弾〟の起動キーというか、トリガーというか、コントロール装置というか。これに祈りを捧げると、〝聖弾〟が撃ち放たれると思えばいい。

ベルダー：つまり発射ボタンか。ベルダー、おぼえた。

ＧＭ：まあ、今は封印が掛かっているから、使えないけどね。

ルーチェ：……じゃあ、あの中にお父さんが……。

ＧＭ：「さて、どうしたものか」神官長は、思案顔になり……。

アモーレ：あのー、ＧＭ。

ＧＭ：お？

アモーレ：ミーは、どうやったら牢屋から出られるのか。

ＧＭ：…………。

アモーレ：…………。

ＧＭ：神官長はルーチェに言う。「このようなやり方は好まないのですが───〝鍵〟を渡さないというのであれば、アモーレの生命の保障はできかねます」

アモーレ：お、おま……っ!?（一同大爆笑）

ルーチェ：えぇ──────っ!?（一同大爆笑）

サジ：（爆笑しながら）い、いやっ、いや……っ、おかしいっ、おかしいだろうっ!?（笑）ＮＰＣを人質に取るシナリオはよく見るけどさあっ、ＰＣが人質になるとか画期的すぎるわ───っ!?（一同大爆笑）

アモーレ：（覚悟を決めた男の口調で）……その時、アタシは牢屋の小さな窓から四角く切り取られた空を遠い目で眺めている。みんな、アタシのことは気にするんじゃないよ。やるべきことをやりな───。

ベルダー：だ、そうだ。あんたの脅しには屈しないぜ、神官長。今、俺にはアモーレの声が確かに聞こえた（一同大爆笑）。

ＧＭ：「しかたがありません。では、キミたちを拘束します。思い出せるまで別室で〝説得〟させていただきましょう」神官長の言葉に、お付きの兵士が抜剣し、キミたちを取り囲む。

ルーチェ：ええええええっ!?　あ、あたしたちも捕まっちゃう!?

ベルダー：サジ、これは強行突破するしかねえかな。

サジ：───そのようでござるな。

ＧＭ：兵士は、じりじりと距離を詰めてくる。「……申しわけありませんが、拘束させていただきます」

サジ：では、ゆっくりと抜刀するでござ……。

ＧＭ：と、その時だった。「抵抗するならば、斬…る………あふん」迫ってきた兵士のひとりが、剣を振り上げたままその場に崩れ落ちた。

一同：あれ？

ＧＭ：崩れ落ちた兵士の背後から現われたのは、小さな人影。その左右の手には、それぞれメイスが握られている。彼女はどこか不機嫌そうな声で、サジに向かって声を掛けた。「……馬鹿ね。この数を相手に真正面からやりあってどーすんのよ、サジ」

サジ：ディクシィ殿かっ！

ルーチェ：ディクシィさんっ!?

ＧＭ：───ふわり。彼女の長い金髪が風に流れる。動いた、と思った時にはすでに二本のメイスがふたりの兵士のみぞおちを同時に、そして正確に打ち抜いている。兵士は、倒れた。

一同：強いよっ!?（笑）

アモーレ：しかもメイス二刀流とか、新しい（笑）。

ＧＭ：「数で劣っている時は、最初の奇襲でどれだけ倒せるかが勝負よ」

ベルダー：お前、捕まってたんじゃないのか!?

ＧＭ：「見み張はりはみんな昼寝してたわよ。職務怠慢じゃない？」そう口にしながら、すでに彼女の視線は次の獲物を捉えている。そして、またふたりの兵士が倒れた。さすがに、残る兵士は警戒して少し距離をとって剣を構え直す。

ルーチェ：あたしも、メイスを構えます！

ＧＭ：「いや、ここは私に任せて、あんたたちは逃げなさい」

ルーチェ：えぇっ？

ベルダー：なるほど、そういうことか。……ルーチェ、サジ。ここはディクシィの言うとおりにしよう。《フライト》をかけて退たい避ひする。

ルーチェ：え、でもディクシィさんは!?

ベルダー：俺たちには、やることがある。ここで捕まるわけにはいかない。

ＧＭ：「……ディクシィ・レイノール監査神官。キミは自分がなにをしているのか……わかっているのですか」突然の乱入者に、神官長は静かに怒りの感情をあらわにする。その言葉に、ディクシィはフン、鼻を鳴らして笑む。「わかっているか？　その言葉、そっくりそのままお返しするわ」

ベルダー：よし、逃げるぞ。

サジ：（少し考え込んで）……考えようによっては、ここは美味しい展開でござる。

ルーチェ：え？

サジ：ルーチェ殿、ベルダー殿、先に行ってほしいでござる。拙者はここに残る。麗うるわしき主を守って戦うもサムライの本懐───。ずいっとディクシィの前に出る。

ＧＭ：ちょっと……っ!?　お前も残るのかよっ!?

サジ：逃げた方がいいのはわかるが、かっこつけたくなっちゃったんだよ！　ＴＲＰＧをやってると、まれによくあること……っ！（一同爆笑）

ベルダー：うだうだやってる暇ひまはなさそうだな。ディクシィ、サジ、アモーレ、すまねぇ─……と、ルーチェと俺に《フライト》を掛かけて、この場を逃のがれるぜ！　行くぞ！

ルーチェ：は、はい……っ。

ＧＭ：「さっさと行きなさい！」敵の攻撃を受けた止めた時に取り落としたのか、いつしかディクシィのメイスは一本のみになっている。

サジ：……では拙者、そんなディクシィ殿の背中を守りつつ、時間を稼ぐように立ち回るでござる。サジ・シラヌイ───参るっ！
















ＧＭ：では、それを合図に、流れるように呪文を詠えい唱しようし、ベルダーとルーチェは共に空へと舞まい上あがった。ルーチェたちがこの場を離れたところでシーンを終えておこう！　そして、最後にルーチェは見る。キミの眼下で───。




　……サジとディクシィが、三〇を下らぬ兵士たちに斬り込んでいくその姿を。







◆Middle06◆思い出の向こう側




　焚たき火びの向こうに、幼おさななじみの顔があった。

　仲間との別れに、沈しずむ気持ちがありありと浮うかんでいるとわかる。

　だが、ベルダーは彼女が感傷に浸る時間すらないことを理解していた。




ＧＭ：さて、ブリガンディアルの神殿から逃にげ出だしたベルダーとルーチェのシーンだが……えーと、どうしよう（笑）。

ベルダー：ちょっと、このあとの方針を立てたい。

ＧＭ：じゃあ、相談のシーンにするか。……夜、ブリガンディアルから少し離はなれた森の中でふたりは野や営えい中だ。夜の闇に、焚き火の炎が赤く映える。

ベルダー：焚き火とかして、追っ手に見つからない？

ＧＭ：とりあえずは大だい丈じよう夫ぶ。今、街を襲うクロウ・クルワッハの対処に精一杯で、どこに逃げたかわからないふたりを捜すほどの人手はまず割けないと考えていい。

ベルダー：了解。

ルーチェ：……ううっ、ふたりもギルドの仲間を失ってしまいました。

アモーレ＆サジ：いやいやいや、死んでない死んでない。

ベルダー：（ふたりの発言をしれっとスルーして）……こんな状況でも仲間のことを考えるルーチェを見て、旅を始めた頃ころよりも成長していると……感かん慨がいを覚えるわ。

ルーチェ：あ、あたしだって成長ぐらいします（笑）。で、このあとですが……。

ベルダー：……（少し考えて）とにかく、〝聖弾〟の〝鍵〟を手に入れよう。危険な武ぶ器きだが、バロールを倒たおす方法も〝聖弾〟しかないのが現げん状じようだからな。最悪、交渉材料に使えるし……俺らで確保しておけば、神官長に奪われることもない。

ルーチェ：……そうですね。でも、〝聖弾〟って危険というか……使っちゃいけない武器ですよ？　使った人は死ぬし、被害も大きいし。

ベルダー：そうとも限らない。

ルーチェ：え？　なにかいいアイデアあるんですか？

ベルダー：いやー、まだ推測であって確証は持てないし……もし、考えてるとおりだとするとさ……にーやんが腐れ外道すぎる。

ＧＭ：腐れ外道っ!?

ルーチェ：どういう推測です？

ベルダー：もうちょっと確証を持てたら話す、でいい？　今、言うと……たぶん混乱する。たださ、〝鍵〟がある場所は見当がついてる。

ルーチェ：……はい。あたしもです。

ベルダー：にーやん、今回のシナリオさ、五話の時から伏線張ってるよね？（笑）

ＧＭ：……………………（笑）。

ベルダー：〝夢から抜け落ちてる記憶〟がなんのことかわかんないんだけどね！（笑）

ルーチェ：ディアスロンドに行きましょう。あたしの家に。

ベルダー：だな。〝鍵〟は、あの誕生日の時にもらったプレゼントの中だ。

ＧＭ：………………その根拠は？（笑）

ルーチェ：やっぱり、子供の時の誕たん生じよう日びシーンが、あやしいですよね。

ベルダー：だよなー。たしか、誕生日プレゼントをもらうくだり。「いつもは、クリスマスと誕生日のプレゼントがあわせて一個だけど、今回は二個ある」とか言ってた。で、そのあとジョーカーは任務に出て、帰ることはなかった。だとすりゃ、その特別だったプレゼントになんかあるだろ。あのぬいぐるみだ。

ＧＭ：お前、会話までよく覚えてるな……。

アモーレ：一緒にもらった判子の方が〝鍵〟というオチだったりして。

ＧＭ：それはない。先に言っておく（笑）。

ベルダー：たださ、ディアスロンドまでどうやって行く？　すげー遠いぞ。

サジ：転送装置を使っては？

ルーチェ：転送装置？

ＧＭ：主に神殿と神殿を結んでいる、一種のテレポーターだ。瞬時に、他の街の神殿へと移動することができる。

ベルダー：なるほど。でも……俺たちは神殿から追われているわけで……そんな装置、貸してもらえるのか？（笑）

サジ：……そうであった。

ルーチェ：…………あ。だったら、ルクスちゃんを頼ってみません？　地位の高い家系だから、神殿にも顔が利くかもしれません。

ベルダー：ナイスアイデア！　じゃあ、逃亡するふりして、街に戻ろう。アーケンに入るにには、俺らの神殿があるブリガンディアルを通らなきゃいけないけど！

ＧＭ：街の外に逃げたのに、まさか舞い戻ってアーケンに入ろうとしてるなんて……誰も思わないかもしれないわ。

ベルダー：問題は、アーケンに入る時の〝門〟にいる警備と、神殿が転送装置を貸してくれるか、だ。

ルーチェ：ともかく、街に戻ります！　見つからないように！

ＧＭ：ＯＫ、それじゃここで一回シーンを切ろう！







◆Middle07◆ルクスの切り札




　ルーチェとベルダーはブリガンディアルへと舞い戻り、その足で王都アーケンへと向かう。

　王都アーケンは三方を防御結界に、残る一方はブリガンディアルへと繫がる強固な門に守られている。王都に攻め入るには、ブリガンディアルを突破せねばならず、極めて防御能力に優れた都市だった……のだが───。




ＧＭ：というわけで、ルーチェとベルダーがアーケンの神しん殿でんに向かうシーンだ。キミたちは神殿の警けい戒かい態たい勢せいをかいくぐり、ブリガンディアル、そしてアーケンの街の近くへやってきた。

ルーチェ：街の様子はどんな感じですか？

ＧＭ：キミたちが舞い戻った時、ブリガンディアルの数カ所で戦闘が繰り広げられているのがわかる。ふたたび、敵の侵入を許したようだな。方々で炎と黒煙が上がっている。

ベルダー：……すまん、今は加勢にはいけない。アーケンの方は？

ＧＭ：さすがにブリガンディアルほどの惨状ではない。しかし、ブリガンディアルと繫がる、例の巨大な門は崩れ落ち、敵がここまで迫ったことを示している。

ベルダー：じゃあ、もう中は修しゆ羅ら場ばってことか。

ＧＭ：いや、門を越えたあたり……水際で王都への侵入を阻止している。ただ、安全ゆえに多くの市民・怪け我が人にんが避難してきている。街中は、かなり混乱しているのは確かだな。

ＧＭ：しかし、崩れ落ちた門のあたりには、警備兵が立ってはいる。アーケンに入っていくなら【感知】か【幸運】で、難なん易い度ど11の判はん定ていに成功する必要がある。【感知】でいくなら怪我人などに変へん装そうするイメージで、【幸運】なら運を天に任せる感じだ。ここはどちらかひとりが成功すればＯＫだ。

ベルダー：ここは俺おれが判定する。今後を考えると、ルーチェにフェイトを使わせたくない。

アモーレ：確かに。ルーチェには今後、重要な判定の機会がありそうだし。

ルーチェ：……ベルダーさん、ありがとうございます。

ベルダー：いいっていいって、任まかしとけ！　じゃあ、フェイトを１点使い、【感知】で判定（ダイスを振ふる）……なんとか７が出て……達成値ち12で成功だ！

ルーチェ：やりました！

ベルダー：俺たちは包帯ぐるぐる巻まきになって、怪我人に扮して突破した（笑）。

ＧＭ：では、キミたちは神殿の目をくぐり抜ぬけてアーケンの内部に入ることができた。崩くずれた城壁を越こえて市街へと向かうと………そこは修羅場だった。建物こそ健在だが、街のそこかしこに人々が座り込んで呻うめき声ごえをあげ……さながら街全体が野戦病院の様相を呈している。

一同：うわー……。

ルーチェ：ともかく、ルクスちゃんの家に向かいますっ。

ＧＭ：ＯＫ。ルクスの家はすぐに見つかる。このアーケンにおいて、王城を除けばもっとも大きな屋敷だからだ。ここも門もん扉ぴを開放し、傷きずついた人々を収しゆう容ようしているみたいだね。

ベルダー：敷しき地ちを簡かん易い避ひ難なん所しよにしてるのか。

ＧＭ：そういうことだ。屋敷の広い庭は、怪我人と避難者であふれている。その人々の間をペットのレバニラが走り回り、かいがいしく世話をしている。

ベルダー：あいつもう熊じゃねぇなっ!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：……と、ベルダーが大声でツッコミを入れた時。ふと、レバニラと目があった。包帯でぐるぐる巻きになっているキミたちを見て、目を見開き、どすどすどすと近ちか寄よってくる。

ルーチェ＆ベルダー：……っ!?

ＧＭ：反応する間も与えず、ふたりをガバッと肩に担かつぎ上あげると、屋や敷しきの玄関に向かって〝どすどすどす……っ〟と全速力で走っていく。

ルーチェ：ああっ!?

ベルダー：な、なにをする熊ぁ───っ!?（笑）

ＧＭ：そして、玄関ホールで怪我人の手当をしていたルクスの元にたどり着くと……〝ごろんっ！〟　ふたりを床に転がした。

ルーチェ：……て、手間がはぶけましたねっ!?（笑）

ベルダー：で、できる熊だなっ。

ＧＭ：「その人たち、じゅーびょーにん？」怪訝な顔で尋ねるや否や、ルクスはそのミイラふたりの正体に気がついた。「あ、ルーチェお姉ちゃん！」

ルーチェ：ルクスちゃん、ひさしぶりですっ！

ＧＭ：「どうしたんですか、いきなり……？」彼かの女じよは小首をかしげる。

ベルダー：時間がない、手短に事じ情じようを説明しよう。かくかくしかじか……というわけで、アーケンの神殿の転送装置を使いたいんだ。

ＧＭ：「で、ディアスロンドに……」彼女は少し悩む仕草を見せた。

ベルダー：このトワイライト家の政治力で、なんとかならないか？

ＧＭ：「うーん……いま、神殿もこんらんしてるから、まともにおねがいするとむりだけど……ある手しゆ段だんをつかえばもしかしたら……」

ルーチェ：ある手段？

ＧＭ：「これはお父さまの語録に書いてあったことば」ルクスはその小さな唇くちびるを動かし、ゆっくりと亡き父よりの言葉を紡つむいだ。




「───苦しい時には金を積め」







◆Middle08◆差しのべられた手




　ルクスの導きにより、無事ディアスロンドへとたどり着いたルーチェとベルダー。

　一方、ブリガンディアルの、神殿内に設置された冷たい牢獄の中では……

　アモーレとサジが、運命の時を待っていた。




アモーレ：ああっ！　ルーチェたちがディアスロンドに！（笑）　どうしよう、サジ！　我々もなにかしなくていいのかっ！（笑）

サジ：拙者も捕まったでござるかっ!?

ＧＭ：…………捕まっただろう（笑）。さて、このふたり、どうしようか……。

サジ：どうにかルーチェ殿との合流の算さん段だんをつけないと厳きびしいかと。自業自得だが！（笑）

ＧＭ：実じつ際さい、合流してくれないと困るな……よし、救いの手を差しのべよう。

アモーレ：ＯＨ！　救い！　英語で言うとＳＵ・ＫＵ・Ｉ───っ！




　なに言ってんだお前は。




ＧＭ：ふたりは今、神殿の牢ろうに閉じ込められているんだが……ここで【幸運】の判定をしてもらおうか。難易度10、どちらかひとりでも成功すればＯＫだ。

アモーレ：だから【幸運】は２しかないと言ってるんじゃ───っ（ダイスを振る）……お、８で達成値10！　成功！

ＧＭ：では、人々が寝ね静しずまった深夜。牢屋の通路に人ひと影かげが現あらわれる。「大丈夫か、アモーレ」

アモーレ：だ、誰!?

ＧＭ：「おい、親友の名前を忘れるとは冷たいな。お前の心の友・カマッテさ」

アモーレ：カマッテだとっ!?　生きていたのかっ！　ま、まさかミーを助けに？

ＧＭ：「もちろんだとも」と、牢の鍵かぎを開けるカマッテ。「実は、組そ織しきからアモーレを解かい放ほうするよう言われたのさ。やりすぎた神官長をなんとかできるのはあんたらだけだってね」

アモーレ：ほう。組織も世界が滅ほろぶのは望んでないってことかい。

サジ：助かるでござる。とにかくディアスロンドに向かったルーチェ殿と合流したいが……。

ＧＭ：「ディアスロンド？　ということは、神殿の転送装置を使ってるな。調べれば、どの街から転送されたのかわかるはず。その近辺で、ふたりの帰還を待ってはどうだ？」

アモーレ：頭いいなっ!?　でもアタシの野生のカンが告げている。おそらく、アーケンの転送装置を使い、ルクスという少女が手を貸しているはず───。

サジ：同じ意見でござる。ルクスの家で待機するのはどうか。

ＧＭ：ＯＫとしよう。では、このシーンを終しゆう了りようしよう（笑）。







◆Middle09◆〝鍵〟




　ルーチェたちは懐なつかしき聖都ディアスロンドへと降おり立たった。

　だが、この〝聖都〟においても、戦いの喧けん噪そうが響ひびいていた。

　街を覆う街壁の外には赤黒い瘴気が霧のように漂い、その中に魔獣のぎらついた瞳の光だけが無数に、輝線を曳いて蠢く───。




ＧＭ：というわけで、ルーチェとベルダーはディアスロンドにやって来た。転送装置の光が収まり、視界が取り戻されると、そこは子供の頃から見慣れた室内で───。

ルーチェ：ディアスロンドの神殿！　ひさしぶりに帰ってきました……！　安心したら、なんかお腹がすきましたっ。

サジ：ぐわっ、ぐわ──────っ!?

ベルダー：ルーチェ、飯はあとだ。まずは〝鍵〟を確保しようぜ。あ、ディアスロンドにも魔獣たちは来てるの？

ＧＭ：かなりの数が来ているね。ただ、さすがは〝聖都〟を名乗る神殿の総そう本ほん山ざんだ。街壁の内側には一匹たりとも魔獣の侵しん入にゆうを許ゆるしてはいない。襲来まで少し時間があったために戦力を編成する余裕があったこと、加えてこの国が魔族や魔獣に対抗する多くのノウハウを蓄積していたことも功を奏している。

ベルダー：さすが総本山！　じゃあ、すぐにルーチェの家に行こう。例の誕生日プレゼントはどこにしまってあるか覚えているか？

ルーチェ：お父さんの最後のプレゼントだから、枕元の棚にずっと飾ってあります。

ＧＭ：ＯＫ、ルーチェの家はほんの一〇分ほどで着く。今、家には誰もいないようだが……目的のぬいぐるみは、あった。キミたちはそれをゲットした。

一同：はやっ！（笑）

ルーチェ：じゃあ、さっそくぬいぐるみのチャックを開けて、中を調べてみます。

ＧＭ：うん、ぬいぐるみの背中から手を入れると、指先がその柔らかな感触を捉えた。

ルーチェ：取り出します！

ＧＭ：ぐっ、と指に力を込めて引きずりだすとそれはまさに───〝綿〟。

ベルダー：綿？

ＧＭ：綿。ぬいぐるみって綿が入ってるもんだろう。

ベルダー：それだけ？

ＧＭ：それだけ。

ベルダー：ははは、ルーチェ。

ルーチェ：は、はい。

ベルダー：にーやんの根性、腐ってた。

ルーチェ：腐ってましたねっ！

ＧＭ：腐ってねえよっ!?　わざとらしく〝誕生日プレゼント〟を出したら、そこが気になるかなと思ってブラフにしただけだ。

ベルダー：やっぱ腐ってるだろっ！（一同爆笑）

ルーチェ：ぬいぐるみじゃないとすると……やっぱり〝覚えていない夢〟の方ですね。なにか、判定とかで思い出せませんか！

ＧＭ：ＯＫ。そのためには、【知力】の判定が必要だ。難易度は12と18で、段だん階かい的てきに情報が増えるよん。

ルーチェ：【知力】！　ベルダーさん。任せました！（笑）

ベルダー：おう！　じゃあ、ルーチェと思い出話をしながら、あの時のことを思い出そう。【知力】の判定は14＋２Ｄだから……（ダイスを振る）……８。なので、達成値22だ。

ＧＭ：二段階目も成功か。では、あの時の幸せな風景がベルダーの脳のう裏りに蘇ってくる───まず12の情報だ。まずさ、あの日……誕生日の席には誰がいた？

ルーチェ：（指を折って数えながら）お父さん、お母さん、あたし、ベルダーさんの四人？

ＧＭ：キミらはそう思い込んでいたけど……ふたりは思い出す。ルーチェの誕生日を祝った人物は……四人。つまり、ルーチェを合わせると五人が誕生日会に参加してたわけだ。

ベルダー：五人……？　誰だ？

ＧＭ：そして、達成値18の情報により、五人目の人物の顔を思い出す。青い神官服を身に纏まとった、口ひげを生やした優しげな中年の男性───グロワールだ。

ルーチェ：グロワールさん…………あ！　いましたいました、そんな人！

ＧＭ：そう。一話に登場したあの人。ジョーカーが亡くなったあと、ルーチェの父親のような役割りをしていた人物だね。

ベルダー：ああ、あの人もいたのか。その時にグロワールさん、なにか話してた？

ＧＭ：話している。ジョーカーが去ったあと、彼が確かにこう呟いた。「───こんな子供に背負わせるのか、ジョーカー」と。そして怪訝な表情でグロワールを見上げる、幼いルーチェとベルダー。

一同：…………。

ＧＭ：グロワールは、キミたちに話しかけた。「……この先、ルーチェは過酷な運命に巻まき込こまれるかもしれない。願わくは、そうならない事を私は望む。だから、さっきジョーカーがキミたちに託した言葉は───忘れるんだ」言葉と共に、ふたりの額に手をあてた。

ルーチェ：えぇっ!?　これ、グロワールさんがあたしたちの記憶を封ふうじたんですか！

ベルダー：意図的に消されてたのか！　となれば……。

ルーチェ：ですね！　グロワールさんのところに行きましょう！




　　＊　＊　＊




　グロワールの家は、ディアスロンドの聖堂からほど近い通りにある。

　神官としての地位の高さを考えれば、それはあまりに質朴な屋敷だった。

　幼い頃から、幾度となく訪ねたこの家のドアを、ふたりはノックした。




ＧＭ：では、ちょっと場面を切り替えて演出しちゃおうか。「……ルーチェ？　ベルダーもか！　ふたりとも、いつディアスロンドに戻ったのだ!?」グロワールの家に着き、そのドアをノックするルーチェたちだが……ふたりの背後から突然、声が掛けられた。

ルーチェ：うしろから!?（笑）

ＧＭ：ふたりが振り向くと、そこに立っていたのは、驚きの表情を隠せないグロワールだ。先ほどまで神殿に詰めていたが、警戒態勢が解けたのでまさに今、帰宅したところだった。

ルーチェ：グロワールさん！

ベルダー：ああ、ひさしぶりだけど挨あい拶さつとかは後回しだ。とりあえず、一いつ刻こくも早くはっきりさせなきゃいけないことがある。

ルーチェ：封ふう印いんしたあたしたちの記き憶おくを戻もどしてください！

サジ：超ちようストレートでござる（笑）。

ＧＭ：急な話に目を白黒させつつも、事情をおおよそ理り解かいしたグロワールは、なにか残念でならないという表情を見せる。

ルーチェ：あたし、お父さんがなにを言い残したのか知りたいんです！

ＧＭ：真しん摯しなルーチェの表情を見て、グロワールの表情が引き締まる。「───そうか。その日が来たのだな。家に入りなさい」その言葉に誘われて、キミらは応接間へと通される。

ベルダー：急がせて悪いんだけどな、早くブリガンディアルに戻りた……。

ＧＭ：「わかっている。説明するより、この方が早かろう」と、彼はふたりの額ひたいに手をかざした。「……記憶の封印を解かい除じよする。これは、ジョーカーがお前たちに残した最後の言葉」かざした手に淡い光が灯ると、それまで霞がかっていた記憶が、脳裏に映像となって蘇る。目の前には、遠き日の父の優しい笑顔。彼はルーチェの頭を優しくなでながら、そして祈るように語りかける───。




「……ルーチェ、お前に〝聖弾〟の〝鍵〟を託す。

　願わくは、〝鍵〟を使わずとも歩める世界に、お前が生きていることを。

　願わくは、再びお前と会える日が来ることを。

　そして願わくは、成長したお前と共に冒険へと旅立つ日が訪れんことを───。


〝───世界と共に光あれ〟」






一同：…………。

ルーチェ：お父さん……。

ベルダー：この言葉を最後に帰ってこられなかったのか……切ねえ。この「───世界と共に光あれ」ってのが〝鍵〟か？

ＧＭ：「そう、それが〝聖弾〟を解放するための言葉だ。しかし、これは〝世界に光をもたらすために〟という意味だけではない。〝いつまでも続くこの世界に、ルーチェに生き続けてほしい〟という父親の願いも込められている。それだけは忘れないでほしい」

ルーチェ：……はい。でも、〝聖弾〟を使う使命を引き継げば、あたしも……。

ベルダー：……それは、最後の最後まで見極めて考えよう。あ、ブリガンディアルに帰る前に、あの神官長がなにを企んでいた洗いざらいぶちまけておこう。これ、上層部に報告しておいてください。これであいつは失脚間違いなしだ。

ＧＭ：ぶ。「……承知した」

ルーチェ：あ。あたしもお願いがあります。お願いというか、ひとつほしいものが！

ＧＭ：ほしいもの？　用意できるものであればかまわないけど……なに？

ルーチェ：こういうものって、もらえたりしませんかね……？　えー……。




　───と、ネタを話す味里さん。なんか思いついちゃったらしい。




ベルダー：……いいね、それは面白いっ！（笑）

ＧＭ：確かに役に立ちそうだな（笑）。「わかった、至急手配しよう。それでも、二～三時間ほどはかかる」

ルーチェ：じゃあ、今日までの冒険のことをいっぱい話します！（笑）

ＧＭ：いいね（笑）。では、時が過ぎるのも忘れてキミたちは語りあった。グロワールはそれを楽しそうに聞いてくれる。「なるほど、多くの冒険を繰り返したのだな。言われてもみれば、ふたりとも顔付きが自信に満ちている」

ベルダー：もう７レベルだからね！（笑）

ＧＭ：「ルーチェも……話し方が興奮した時のジョーカーにそっくりだ。いずれ、お前ならなれるかもしれんな。父親の跡を継ぎ、この神殿の〝切り札ジョーカー〟に」

ベルダー：うまいこと言ってるつもりか！（笑）

ルーチェ：あはははははは（笑）。

ＧＭ：さて、そろそろこのシーンも終わりにしよう。そんな笑い声が室内を満たす中、ひとりの神官が息を切らせて飛び込んでくる。「ほ、報告します……っ」




「ユーカリ王国の北二〇キロに、異常な魔力振動を検知……周辺のクロウ・クルワッハすべてが、そのポイントを目指して集結中！　すでに七つの街や村が飲み込まれた模様……！」







◆Middle10◆瘴気の王




　不完全なまま覚醒を遂げた無数のクロウ・クルワッハは、その戦闘力こそ侮れはしないものの、個々が本能のままに暴れるのみだった。

　だが、〝その時〟を境とし、魔獣たちに統制のようなものが生まれ始めた。

　彼らは空の一点を見上げて歓喜の咆哮を上げ、瘴気をまき散らしながらそれを目指す。

　すべてが、天上に在る〝王〟を戴くかのごとく───。




ＧＭ：さて、ここでマスターシーンを入れよう。シーンの舞台はユーカリ王国の北二〇キロメートルの平原だ。昼だというのに、瘴気が霧のように立ちこめ、日射しを弱めている。

サジ：ああ、やはり魔獣が瘴気をまき散らしているのか。

ＧＭ：そうそう。まず……この霧の中を、二〇人ほどで構成される騎士団が、三頭のクロウ・クルワッハを馬で並走しながら追い込み、狩ろうとしている場面を想像してほしい。

アモーレ：（騎士になって）「ひゃっは───っ、走れ走れ───ぇ！　魔獣さんよぉ、追いついちまうぜぇえええええ！」と、馬に乗って追いかけています。

ルーチェ：ざ、雑魚っぽいです！（笑）

ＧＭ：（笑）。「よし、予定のポイントに追い込んだ！　いけ！」隊長らしき男が声をあげると、逃走する魔獣の正面で隊列を組んでいた魔術師たちが、一斉に魔法を解き放つ。魔法は密集して走る魔獣たちに次々着弾し、その巨体をその一斉射だけで討ち取った。

ベルダー：えらい効率的に狩っている（笑）。

ＧＭ：彼らは、ヴァンスター帝国あたりから派遣された、プロなんだよ。みんな、鎧の頭部には瘴気を吸い込まないよう、特殊なマスクを着用している。「今日は、これで七頭か。これで、この一帯に瘴気をばらまいていた魔獣は全滅だな」

ベルダー：ああ、瘴気の元になる魔獣を狩ってるの？

ＧＭ：おお、そのとおり。魔獣をうまく狩ったのに、隊長はどこかいらだたしげだ。「それより合流予定の本隊からの連絡は？　予定をもう二時間過ぎている」「それが、こちらの呼びかけにも、まったく返事がなく……」

一同：…………。

アモーレ：きっと本隊は二〇〇人くらいはいます。

ＧＭ：そんなやりとりをする中、隊員のひとりが気づく。倒した魔獣のうちの一体が、まだわずかに生きていることに。その個体は、苦しそうに震えながら首をもたげて空を仰ぎ、まるで助けを求めるようなか細い声で鳴いている。「……今、楽にしてやる」騎士のひとりが剣を振り上げ……そして、その違和感に気づく───。




　ふいに、周囲が暗くなった。

　自分たちが立つ平原に巨大な影が落ちた……そう気づくのに、数秒とかからなかった。

　剣を握ったまま、その若年の騎士が空を見上げて目を見開く。

「な、んだ……あれ……？」

　黒く染まった月が頭上に浮かび、空を覆っている───騎士はには、そう思えた。

　しかしそれは月ではない。中空に穿たれた洞穴……忽然と出現した〝門〟だった。




ＧＭ：最初に門より突き出たのは、腕だ。およそ人ものとは思えない漆黒の両の腕が、門を引き裂いていく。なにか巨大な人の形をしたものが、空間をこじ開けて現出しようとしている。やがて、その人型の異形はぬるりと這い出し……その背の翼を大きく広げて、地表へとゆっくり舞い降りた。人の形といっても、身長は二〇メートルはくだらない。

一同：でかっ！（笑）

ＧＭ：禍々しくねじれた角を持つ、隻眼の魔獣……───いや、魔神と呼ぶ方がしっくりくるか。騎士たちはそれを見上げたまま恐怖に震え、動けないでいる。隊長は、その姿に聞き覚えがあったらしい。神殿の資料で見た記述に一致するからだ。そして、畏怖の念をもってその名を口にする。「───……魔獣バロール」

ベルダー：バロール、きた……！

ＧＭ：バロールは、足下で助けを請うように鳴くクルワッハに右手を差しのべて───。

アモーレ：意外に優しいバロールさん。

ＧＭ：差しのべた手が、クルワッハの頭を摑んでそのまま握りつぶした。

ルーチェ：優しくなかった───っ!?（笑）

ＧＭ：びくんびくんと痙攣するクルワッハを右腕で高く吊り上げて、左腕は背に生えた翼を無造作に摑み、引き裂いていく。肉と皮を強引に引きちぎる不快な異音。そして、のど元にかぶりつき、嚙みちぎった。これまた不愉快な咀嚼音がしてのち、満足げに飲み込むと……大きく身体を震わせ……〝ずるうっ！〟　その背に、なにか新たな角のようなものが生えた。

アモーレ：こいつ、魔獣を食って変異する？　近づきたくね───っ！　

ＧＭ：憐れなのは騎士たちだが……ふいに遠くから聞こえ始めた地鳴りに、彼は希望を持って振り返る。騎士団本隊がようやく駆け付けたと思ったからだが……ちがう。地平線にずらり並んで近づいてくるのは、五〇頭ほどのクルワッハだ。顕現した王を出迎える家臣のように……近くで活動していた魔獣たちが、バロールのもとに集結し始めたようだ。彼らを見て、〝瘴気の王〟バロールが咆哮を上げたとこで……一回シーンを切ろう。なお、二〇〇名を擁する騎士団が、集結中の魔獣群と会敵、全滅していたという報告がヴァンスター本国に届けられたのは、その日の夜のことだった。

一同：ひで──────っ！（笑）







◆Middle11◆〝聖弾〟を継ぐ者




　ルーチェとベルダーがアーケンの神殿に帰還したのは、バロールの顕現から二時間以上が経過した頃だった。

　仲間をふたり欠いたままの不安───。

　しかしそれは、すぐに安堵と喜びへと変わった。




ＧＭ：では、お待たせしました、ミドルフェイズ最後のシーンを始めよう！　場面は、ルーチェとベルダーが転送装置で王都アーケンへと帰還し、ルクスの屋敷にやって来たところからスタートだ。あ、もちろん全員が登場で！（笑）

ルーチェ：わかりましたっ。

ＧＭ：ふたりが避ひ難なん民みんでごったがえす屋敷の敷地内に入ると、どこか見み慣なれた人影をふたつ見つけた。彼らは同僚の熊の指示を受け、救護の手伝いに奔走しており……。

アモーレ＆サジ：同僚の熊っ!?

ルーチェ：アモーレさん！　サジさん！　神殿から逃にげられたんですね！（笑）

アモーレ：おお、ルーチェたちこそ、ディアスロンドから無事に戻って来たようじゃないか。

サジ：よかったでござる……！

ベルダー：あ、お互いに手に入れた情報、共有したってことでいい？

ＧＭ：抜け目ねえな（笑）。さて、互いに再会を喜ぶ四人だが……全員が同時に、場を包む異様な空気に気づいた。屋敷の門の方で、ざわりと不安げな声があがる。

ベルダー：なんだ？

ＧＭ：そちらに視線を転じれば……門を封鎖するように立ち並ぶ、神殿の騎士たちの一団の姿がある。すでに全員が抜剣……メイスかもしれんが……している。

アモーレ：なにぃっ!?

ＧＭ：「ルーチェ・メテオライト。こちらにご同行願おう！」騎士のひとりが、キミたちに呼びかける。その背後には、神官長がいつもの温和な表情で立っている。

ルーチェ：…………。

サジ：なぜ、この場所が……！　ずっと変装していたのに。

ＧＭ：「すべてはお見通しですよ、キミたち。ディアスロンドへ行ったことも、この屋敷を拠点にしていたことも」

ベルダー：そこまでかよ（笑）。ＮＰＣは判定もなく成功していいなあ！（笑）

ＧＭ：「判定など、するまでもありません。キミの情じよう報ほうは、実に正しかった」と、促されて前に出てきたのは、アモーレの親友・カマッテだ。

アモーレ：おまえぇええぇええっ!?　裏切ったのか───っ!?（笑）

ＧＭ：「裏切ってなんかいない。俺は、最初から神官長に雇われていたのさ。具体的には、五話からな」

アモーレ：五話からだとっ!?　……え、五話から？

ＧＭ：「そうだ。おかしいと思わなかったか？　神官長の部屋への潜入、あっさり成功しただろ？　警備兵は全員いないわ、鍵解除の難易度は低いわ」

アモーレ：そういえば、難易度８とかいう判定もあったな……。

ＧＭ：「あれは最初から、ニセの機密資料を読ませるために仕掛けたことだったんだ。神官長にとって都合のいい情報を信じ込ませるためにね。人って面白いもので、他人から渡された情報は疑ってかかるが、自力で手に入れた情報は信じてしまうんだ」

アモーレ：手の込んだことをしてるんじゃね───っ！（笑）

ベルダー：（爆笑しながら）にーやん、やっぱり根性腐ってるだろうっ！（笑）　

アモーレ：おのれ、カマッテ！　妹のコモッテが悲しむと思わないか！

ＧＭ：「そう、すべては病気のコモッテを助けるためなのさ。金が必要だったんだ」どうやら引きこもりのコモッテは、重い病を患わずらっていたらしい。

アモーレ：馬ば鹿か野や郎ろう!!　ベタなことしやがって!!（笑）

ＧＭ：……まあ、そんな話はどうでよく。神官長は、あらためてルーチェに命ずる。「さあ、〝聖弾〟の封印を解く〝鍵〟を寄よ越こすのです」いつでも部下を突入させる、とでも言いたげにゆっくりと右手を挙げる。配下の神官戦士たちも、命令に即応できるように身構えた。

サジ：もう、なりふりかまわぬ感じでござるな。

ＧＭ：「もう、あまり時間はないのですよ。すでに魔獣バロールは目覚め、この王国へと向かっています。ルーチェ・メテオライト、多くの民を見殺しにするのですか」

ルーチェ：でも、〝聖弾〟を使っても、多くの人が死ぬんですよね。大陸の半分が滅びかねないって。天使さんに、そう聞きました！

ＧＭ：「……やれやれ。せっかく、〝機密資料〟からは、その情報を外しておいたのに。ですが───人類が未来永劫、〝魔〟の脅威より解放されるなら、それはむしろ安い代償です」

一同：ちょ……っ！（笑）

ＧＭ：「いずれにしても結論は変わりませんよ。もはや、バロールは目覚めたのです。あとは、誰がそれを使うか、それだけです。もう、〝鍵〟以外の準備は整いました」

一同：準備？

ＧＭ：「あれですよ」と、彼は腕をまっすぐに伸ばして、天を指さす。そこに見えるのは、ふたつの街すべてを覆い尽くすほど、巨大な卵型の雲の塊。風を纏い、渦を巻いている。

ルーチェ：あれが、なんですか。

ＧＭ：「見えませんか？　あの雲の中にたゆたうものが」その言葉に、目をこらせば……確かに、雲の中になにか巨大なシルエットが見える。神官長は、手にした〝聖弾〟を空に掲げて声高に叫ぶ。「さあ、姿をお見せなさい、神の城よ……！」

アモーレ：神の城!?（笑）

ＧＭ：そうだ。彼の言葉に呼応してのことかはわからないが───雲の中に浮かぶそれは、ゆっくりと下降を始め、やがてその全貌が明らかになる。お椀で大地を削り取ったような半球系の土台に、見たこともない建築様式で建てられた巨大な城が、その尖塔を天に向けて伸ばす。なにか荘厳な音楽と共に姿を現わしたと思っていただきたく……！（笑）

ルーチェ＆アモーレ：ラ●ュタはほんとにあったんだーっ！（一同爆笑）

ルーチェ：人がゴミのようだーっ！（笑）

アモーレ：目が───っ、目が───っ！（笑）

ＧＭ：……白●彗星帝国かもしれんぞ。

サジ：あれが〝聖弾〟の本体でござるか。

ＧＭ：「いかにも……！　あとはジョーカーの封印を解除するのみ。さあ、ルーチェ・メテオライトよ……！　この封印を解くのだ！」

ルーチェ：嫌ですっ！

ＧＭ：「!?　なぜだっ!?　バロールを滅ぼすために、私の生命を捧げると言っているのだ！　お前の生命を差し出せと言っているわけではないのだぞ!?」

ルーチェ：〝聖弾〟は、使いません。使わずにバロールを倒します。

ＧＭ：「なにを言っている！　バロールは、《真の死》を持っている。一度倒しても、数年もすればまた蘇るだろう。それでは意味がない！」

ルーチェ：蘇ってきたら、また倒します。それでも蘇るなら何度だって倒します。

アモーレ：あ。

ベルダー：あー、なるほど！　そういう理屈にたどり着いたのか、それは面白い！（笑）

サジ：たしかにそれなら、誰の生命も捧げず、大陸の半分を滅ぼすこともない。理に適っているでござる。

ＧＭ：「適っておらぬ！　それでは今までと変わらん。いつまでも〝魔〟の恐怖に怯え続ける事になるではないか……！　人類は〝魔〟に対抗できる圧倒的な力を手に入れ、永遠の安寧を手に入れるべきなのだ」

ルーチェ：〝聖弾〟はお父さんからあたしが受け継いだものだから！　もし、どうしても使わなければいけない時は……あたしが使います！

ＧＭ：「そ、それでは意味がない！　一介の冒険者ごときにバロールを滅ぼさせるわけにはいかん。私が生命を捧げてこそ、意味がある。あとに続く者が生まれる！」

ベルダー：あとに続く者？

ＧＭ：「そうだ。今の神殿の考え方は生ぬるい。高位の神官たる私が生命を捧げてバロールを倒すことで、賛同者が現われる。そしていずれは、ディアスロンドが提唱する神殿の考え方や体制を……根本から書き換える。私は、その礎にならねばならんのだ……！」

ベルダー：おい、体制批判が始まったぞ。

ＧＭ：「もうよい、〝鍵〟は力尽くで奪うのみ！　あの娘を拘束するのだ！」その合図と共に、神殿の騎士たちが一斉になだれ込んでくる。

ルーチェ：……（少し考えて）……ベルダーさん、アレを使っていいですか？

ベルダー：おう、いっちゃえ！（笑）

ルーチェ：じゃあ、ディアスロンドの教皇様から預かった委任状を、全員に見せます！

ベルダー：この魔獣バロールの討伐に関し、現ディアスロンド教皇ファル・ミリティアスよりその全権をギルド・シンクトワイスが預かった！

アモーレ：控えぃ、控えおろう……！（笑）

ＧＭ：「なん…だと……っ!?」神官長は呆ぼう然ぜんと立たち尽つくし、護ご衛えいの騎士や神官は一斉に困こん惑わくの表情を浮かべ───やがて神官長を除く全員、五〇名ほどが膝を折って頭を下げた。

サジ：水戸黄門が印籠を出した状態でござるな（笑）。

ベルダー：やべえ、これは気持ちがいい（笑）。




　これがディアスロンドにおいて、ルーチェが思いついたアイデアである。




アモーレ：ルーチェ、ナイスアイデア！

ベルダー：まあ、シンクトワイスの後見人として、グロワールがサインしなければ認められなかったと思うけどね（笑）。まだ７レベルだし！

ＧＭ：さて、こうなるとさすがに神官長も、温和な表情は崩れて怒りをあらわにする。そんな時だ───「……なるほど、大胆な手に出たものだ」そんなニヒルな言葉と共に、神官長の横に現われたのはレオーネだ。

サジ：……む。

ＧＭ：「おお、レオーネ、来てくれたか。あの逆賊を捕らえるのだ……！」神官長の言葉にしかし、レオーネは動かない。「……魔族との内通、民をも犠牲にせんとする計画、魔獣の育成および召喚、そして〝聖都〟ディアスロンドへの体制批判、禁忌たる〝神具〟の私的使用。どれをとっても看過できるものはありません」

一同：は？

ＧＭ：「神官長、潮しお時どきです。計画は失敗したのですよ。あなたを拘束いたします」その言葉に、神官長はとまどう。「……なにを言っている、レオーネ」

ルーチェ：レオーネさん？

ＧＭ：「あらためて名乗ろう。私はレオーネ・アディンセル。ディアスロンド神官グロワール麾下の───神殿監査官だ」

一同：なにぃ──────っ！（笑）

アモーレ：おまっ、グロワールの部下だったのかっ!?（大爆笑）

ＧＭ：「黙っていて悪かったな。なにぶん、秘密調査だったのね」ここまで告げると、さすがの神官長も首をうなだれ、膝を折った。そして───部下に連行されていく神官長に、レオーネは最後に言葉をかけた。「……そうそう。〝聖弾〟についてなのですがね。あれには、ジョーカー・メテオライトの生命と魂が宿り、〝聖弾〟を内側から制御している。仮に起動のパスコードをあなたが知っていても……〝聖弾〟を稼働できるのはただひとり、ルーチェ・メテオライトのみ。あなたには、起動すらできませんよ」

一同：………………。

ＧＭ：うん、それを聞かされて神官長、その場に崩れ落ちて……嗚お咽えつを漏らし始めた。

ベルダー：レオーネ、根性腐ってるっ！（一同大爆笑）

アモーレ：み、水に落ちた犬に石をぶつけるような……（笑）。

ＧＭ：さて、神官長の件は片付いたが……事件そのものはなにも解決していない。レオーネの部下らしき男が、神官長と入れ替わりに駆け込んできて報告する。「……レオーネ様、魔獣バロールが一〇〇のクロウ・クルワッハを従え、移動を開始！　その目標はここ……ユーカリ王国と推測されます！」

ベルダー：こっちに向かってきたか。

ＧＭ：レオーネはその報告を冷静に聞き、ルーチェを一瞥する。「……だ、そうですよ。いかがいたしますか？」

ルーチェ：え、あ、はい……っ！　倒します！

ＧＭ：「───バロールは、シンクトワイスにお任せします。奴が連れている魔獣は、他のチームが食い止める……その方向でよろしいか」

ルーチェ：はい、よろしいです！

ＧＭ：では、レオーネはニヒルに笑い……マントをひるがえして、後方に並ぶ騎士たちに号令を発する。「……現時刻をもって、アーケンおよび、ブリガンディアルの神殿は、シンクトワイスのギルドマスター、ルーチェ・メテオライトの指揮下に入る！　彼女の言葉は、ディアスロンド教皇ファル・ミリティアス猊げい下かの言葉と同じ事である！」

ルーチェ：ちょ…っと……！

ＧＭ：「……我々は、全力をもってクロウ・クルワッハをバロールより引き離し、抑え込む。一匹たりとも、シンクトワイスに近づけるな！」レオーネの怒号に、騎士たちは一斉に剣を捧げ、声を返した。『……はい！　我々は身命を賭してシンクトワイスの剣となり、盾とならん……っ！』では、これよりクライマックスフェイズに入ろう！

ベルダー：よし！　やるか、ルーチェ……！

ルーチェ：───はいっ！







　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆光の少女と闇やみの竜りゆう




　地平線に、黒と赤の瘴気が陽炎のごとく揺らぐ。

〝王〟たるバロールと、それに従うは一〇〇を数える瘴気の魔獣群。

　ルーチェたちの露払いをすべく、先陣を切ったのはレオーネのチームだった。




ＧＭ：では、これよりクライマックスフェイズに入ろう！　状況は先ほど説明したとおり、ブリガンディアルとアーケンに向け、一〇〇頭のクロウ・クルワッハを引き連れたバロールが迫りつつある。近隣諸国からの援軍は間に合わない。街の中で戦える者をかき集めて神殿の指示の元にいくつかの部隊を編成し……すでに交戦中だ。
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サジ：うむ、それでは拙者らも……。

ＧＭ：いや、キミらの出番はまだ先だ。シンクトワイスの目的は、あくまでバロールを打ち倒すこと。すでに出撃した部隊は、キミたちが少しでも有利に戦えるよう、取り巻きの魔獣を倒す……もしくはバロールから引き離すことだ。

ルーチェ：あたしたちのために……。

ＧＭ：ヒット＆アウェイで取り巻きを釣って、遠くまで引き離すのが基本作戦だけど……中には堂々と斬り込んで戦果を挙げるチームもあるようだ。

ベルダー：どこの酔狂な奴だよ（笑）。

ＧＭ：レオーネのチーム、ディクシィのチーム（じじい付き）、天使＆イポスのペアチーム。

サジ：…………さもありなん。というか、イポス生きてるのか（笑）。

ＧＭ：長時間に及ぶ戦いゆえ、通りがかりの冒険者や英雄も飛び入りで参加する事象も発生している。「……くっくっく。一分後、お前はあっしの返り血にまみれるでやんす」

サジ：ベネットいるじゃんっ！（笑）

ＧＭ：すでに戦いは七時間にも及んでいる。補給＆再出撃を一二回繰り返したディクシィは、その一二度目の帰還時、報告する。「バロールの本陣が手薄になったわ！　……行って！」

ベルダー：やっと出番か！

ルーチェ：はい！　シンクトワイス、出ます！

ＧＭ：ＯＫ。キミたちは魔獣の妨害を受けることなく、無傷で敵の本陣へと斬り込んだ。そこで会敵するが……引き連れている魔獣の数は、わずかに四！　ふと気づくと、その額ひたいには、大きな傷きず跡あとが刻きざまれているが───。

ベルダー：それは一三年前、ジョーカーが攻撃を叩き込んだ込こんだ時の傷きずだな。

ＧＭ：おそらくそうだろう。バロールの隻眼が、眼がん前ぜんにいるキミたちをじろりと見回し、ルーチェに目を留とめた。キミが〝聖弾〟を持っているのを察知したのか、憎々しげに咆ほう哮こうをあげる───では、戦せん闘とうに入る……前に。戦闘前プロセスがあるか。

ルーチェ：《ハンズオブライトⅠ》です！　手を天にかざします！

ＧＭ：光の奔ほん流りゆうが、少女の華きや奢しやな手のひらからほとばしり、天を貫くほどの柱を形成する。周囲で戦う仲間たちは、その光を一様に見上げ……バロールとの決戦の始まりを知った。

ベルダー：俺おれも《スペシャリストⅠ：水》を使うぜ。

ＧＭ：すると、ベルダーの周囲に銀の光が舞まい散り、キミの魔ま力りよくが飛ひ躍やく的てきに増大させる。

ベルダー：準じゆん備びは万ばん端たんだ。いつでもいいぜ、ギルドマスター！

アモーレ：このまま世界を好き放題されちゃ困こまるんでね。さっさと倒たおしちまうよ！

サジ：最後までついていくでござるぞ、ルーチェ殿。

ルーチェ：はいっ！　お父さん、どうか、あたしたちに力を……！　行きましょうっ！

一同：おうっ!!




●第１ラウンド

ＧＭ：さて、戦闘を始めよう！　まずは配置の説明だ。キミたちの５メートル先に、クロウ・クルワッハＡとＢが同一エンゲージにいる。さらにその５メートル奥おくには、バロールとクロウ・クルワッハＣとＤがいる。なお、全員地上にいると思ってくれ。

ベルダー：（配置を眺ながめて）……バロールとエンゲージしてる奴やつら……バロールがピンチになったら食って回かい復ふくとか、してくるんじゃないか？

ＧＭ：それを知りたいなら、エネミー識別をしてくれ（笑）。では、【行動値ち】の確かく認にんだ。




▼行動値

バロール　　　　　　　　　15

アモーレ　　　　　　　　　14

クロウ・クルワッハＡ～Ｄ　13

ベルダー　　　　　　　　　９

サジ　　　　　　　　　　　７

ルーチェ　　　　　　　　　７

[image: ]




ＧＭ：セットアッププロセス！　まずはバロールが地を震ふるわせるほどの咆哮をあげる。《魔ま瘴の咆哮》！　まがまがしく邪じや悪あくな力を帯びたその声は、聞く者の心を［放心］させるのだ。

アモーレ：げえっ!?　このタイミングで［放心］はまずいって!?

ＧＭ：ということで、全員バロールと【精せい神しん】の対決を行なってもらおう。




　世界を揺ゆるがし、心を恐きよう怖ふに凍てつかせる魔獣の叫さけびが四人を襲う！

　これに、ルーチェ、ベルダー、サジは危なげなく抵抗に成功。しかし……。

　ただひとり、アモーレは抵抗に失敗。身体を震わせ、恐怖の涙なみだが、彼女の頰を伝う。




アモーレ：ひ、ひいぃっ!?　なんと恐おそろしい咆哮！　がくがくぶるぶるっ!?（笑）

ルーチェ：アモーレさん、しっかり～！（笑）

ＧＭ：ちなみにクロウ・クルワッハたちは特になにもせず。次はアモーレの番だ。

アモーレ：アタシにやることはないけど、ここで《陣じん形けい》を使わない？

ルーチェ：なるほど。まとまってるところに、範はん囲い攻こう撃げきされちゃったら困こまりますしね……。《陣形》、承認です！　ぽんっ！（[image: ←]判はん子こを押おした）




　ルーチェとサジは、手前に待まち構かまえるクロウ・クルワッハたちのエンゲージに突とつ撃げき。

　後こう衛えいであるアモーレとベルダーは、範囲攻撃を警けい戒かいし、エンゲージを切って散開する。




ベルダー：次は俺だな。《エンサイクロペディア》！　《コンコーダンス》で、エネミー全員が対象になるぞ。３Ｄ＋14！（ダイスを振る）あんまり高くないな……それでも達成値23だ。

ＧＭ：すべて成功か。判はん明めいするデータはこんな感じ（と、データが記された紙を見せる）。




　各エネミーのくわしいデータについては、次のとおり。
















ＧＭ：さて、バロールには、こいつ特有の変わったスキルがある。《魔竜の弱点》……こいつに決定的な弱点があるということを表わすスキルだね。

ベルダー：弱点……そういやこいつジョーカーにつけられた傷があったな。それか。

ＧＭ：さすがベルダー鋭するどいな。まさしくそこが弱点だ。……ということで、このスキルに関する少々特とく殊しゆな処しよ理りがあるので、説明をしよう。





・バロールに対して攻撃する時には、「傷を狙う」ことを宣言できる。そうした場合、その命中判定にマイナス２Ｄのペナルティを受ける。

・「傷を狙う」攻撃が命中した時、ダメージを当たるかわりに、バロールのレベルを30まで減げん少しようする。レベルが30以下になったバロールは、［空腹］という状態になり、様々な能力が減げん退たいする。






ＧＭ：《エンサイクロペディア》で見たのは、［満まん腹ぷく］の状態のデータだ。で、弱点を殴なぐられると、「痛いたい痛い！　お腹なか空いた！」と言って弱くなるのだ（笑）。

ルーチェ：あれ。あたし、バロールさんとわかり合える気がしてきました（一同爆笑）。

ベルダー：そんなところでシンパシーを感じるなよ!?（笑）

ＧＭ：［空腹／満腹］で大きくその効こう果かに左右されるスキルが《無む敵てき結界》だ。バロールは［満腹］の時のみ、受けるダメージを０にできる超ちよう結けつ界かいを展てん開かいする。

一同：ダメージを０っ!?

ベルダー：今はどっちの状態？

ＧＭ：現在は［満腹］状態だ。なお、［空腹］状態だとスキルも変化するよ。

ルーチェ：とにかく、バロールを［空腹］状態にしないと倒せないってことですね。

ＧＭ：エネミー識別の結果は以上、セットアップの続きをしよう。

ルーチェ：はいっ！　次は、あたしの番ですね。じゃあ《ヘイスト》したいですっ！

サジ：ふむ。うまくやれば、先手をとって、バロールを［空腹］状態にできるな。

ベルダー：よし……じゃあ、こんな戦闘プランでどうかな。まず攻撃力の低いサジには《ヘイスト》をかけて、バロールの弱点を攻撃する役目を担ってもらう。続く俺とアモーレとルーチェが、全力で手前の二体を潰す。……たぶんバロールはどこかのタイミングで、同じエンゲージにいるクロウ・クルワッハのどちらかを食って［満腹］に戻ると思うけど。

ＧＭ：［満腹］に戻るってお前……っ、展開、読よみ過すぎだろっ!?（笑）

ベルダー：ふっ。バロールがクルワッハを食べてパワーアップする演出は見てるからな。




　一同はこのベルダーの提案を採用。

　ルーチェが《ヘイスト》をサジにかける───が。《ギフト》まで使ってダイスを３Ｄにしたものの、サジの【行動値】がバロールのそれを上回ることはなかった。




一同：だめじゃんっ！（笑）

ＧＭ：……というわけで、サジへの魔ま法ほうは、バロールの口から噴ふき出だした闇のブレスによって弱まってしまう。「愚おろかな人間よ、闇の力を侮あなどるな」と、しゃがれた声でバロールは言う。

ベルダー：大だい丈じよう夫ぶだ。リカバリーはまだきく、気合い入れていくぞ！

ルーチェ：は、はいっ！




▼行動値（《ヘイスト》適用後）

バロール　　　　　　　　　15

アモーレ　　　　　　　　　14

サジ　　　　　　　　　　　13

クロウ・クルワッハＡ～Ｄ　13

ベルダー　　　　　　　　　９

ルーチェ　　　　　　　　　７




ＧＭ：それでは、セットアッププロセスはこれで終しゆう了りよう。続けてイニシアチブプロセス！　瘴気をまとった巨大な魔獣が身じろぎする。バロールの行動だ！

アモーレ：さっそく来たっ！

ＧＭ：ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで《魔竜炎：闇》！　対象はＰＣ全員だ。（ダイスを振る）７、命中22！　「滅めつせよ〝聖弾〟、忌いま々いましき光よ！」バロールが咆哮すると、全身から魔の炎が吹ふき荒あれ、嵐あらしとなる！

アモーレ：炎の嵐ですとぉっ!?




　この炎のブレスの回避判定に、成功したのは《フェンサーⅡ》を使ったアモーレのみ。

　残りのルーチェ、サジ、ベルダーを闇色の炎がつつみこむ。

　結果。各人の残り【ＨＰ】はルーチェが13点、ベルダーが13点、サジが26点となった。




ベルダー：だいぶやられたが、およその攻撃力も確認できたし、これで予よ測そくも立てやすいな。

ＧＭ：「予測をしたところで、もはやお前たちはなにもできぬ」と、バロールはキミたちをねめつける。これでバロールの行動は終了。次はアモーレのイニシアチブプロセスだ。

アモーレ：ふっふっふ……《ブルズアイ》を覚えたこのアタシに、敵てきなどいない……っ!!　新しく生まれ変わったアタシを見よ！　ムーブアクションなし、マイナーアクションで《ブルズアイ》、メジャーアクションで《ワイドアタック》！　《デュアルアロー》でミスリルの矢を二本使用！　対象はクロウ・クルワッハＡとＢだ！

ＧＭ：そのとき、ふとゴブリンの笑顔が浮うかぶ。「私わたしに攻撃を当てたお前たちならば、フェイトなど使わずとも必ず当てるさ！」そんな声が聞こえてきた気がした。

アモーレ：使うわぁーっ!?（一同爆笑）　フェイトを１点使って命中は３Ｄ＋10になる！　どらぁ!!（ダイスを振る）　ふ、ふう……フェイト使ってよかった。11、達成値は21！

ＧＭ：見よ！　雑魚ワッハの超ちよう回かい避ひを。なんとこいつらの【回避】は２Ｄ＋５！（一同爆笑）




　案の定、そう簡かん単たんに避さけられるはずもなく───両方とも、回避に失敗。

　はじき出されたダメージは92点の物理ダメージ。二体のクロウ・クルワッハは眉み間けんを射い抜ぬかれ、一いつ瞬しゆんのうちに絶ぜつ命めいした。




アモーレ：へっへっへぇ！　どーんなもんよぉ！

ＧＭ：クロウ・クルワッハＡとＢは、どろどろと皮ひ膚ふが溶とけ、骨ほねすら残さずに消えさった。

ベルダー：よし……邪魔なＡ、Ｂが倒れて戦せん況きようが楽になった！　ルーチェ、ここでサジに《クイックヒール》してくれ。ついでに《ハンズオブライトⅢ》で自分も回復しとくといい。

ルーチェ：わかりました！




　ルーチェは《クイックヒール》と《ハンズオブライトⅢ》を同時に使い、《ヒール》の範囲を拡かく大だい。自分とサジの【ＨＰ】を36点回復させた。




サジ：次は拙者だな。まずムーブアクションで移い動どうし、バロールにエンゲージ！

ＧＭ：うい。《超ちよう大おお型がた》の効果により、このエンゲージは封ふう鎖さされる。

サジ：マイナーアクションで守しゆ護ごの呪じゆ符ふを使用！　以後受けるダメージを常つねに10点軽減する。そしてメジャーアクション、バロールの傷めがけて攻撃でござる！　命中判定のペナルティは《ギフト》を使って相殺───３Ｄ＋10で勝負！

ＧＭ：自分のダイスが信じられるなら、そのまま来るがいい（笑）。




　このサジの命中判定はあっさり成功。

　バロールの弱点である額に、サジの剣が迷いなく叩き込まれた！　その結果───。




ＧＭ：くっ！　……弱点に鋭い一撃が命中、バロールは苦く痛つうに叫び、のたうち回る。その間に腹がへこみ、東洋の龍りゆうのような姿に変へん貌ぼうする。これが［空腹］状態だ。

サジー：よし、レベルが下がって、《無敵結界》がなくなった。あとは任まかせるでござるぞ。

ＧＭ：だが、次はこちらの番だ。まずはクロウ・クルワッハＣのメインプロセスだ。ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで《二連ブレス：闇》！　対象はダイスでランダムで決めよう。ＰＣ番号順で、対象は……（ダイスを振る）ルーチェ！

ルーチェ：きゃ～っ!?　来た～っ!?




　クロウ・クルワッハＡが〝がばっ〟と口を開き、闇のブレスを吐はき出だす！

　このブレス攻撃に対し、サジは《カバームーブ》を使用。ルーチェを身を挺してかばう。

　導き出されたのは38点の〈闇〉属性の魔法ダメージ。これを、守護の呪符で向上させた【魔法防御力】と《トゥルーアイ》を用いて、10点ダメージに抑え込む。

　二発目の攻撃はベルダーへと向けられたが、ベルダーは《トリビアリスト》を宣言。ブレスの軌き道どうと風の流れを瞬しゆん時じに読み取って、みごと回避する。

　続くクロウ・クルワッハＢも、アモーレとベルダーを二連ブレスで狙ねらい撃うつ。しかし、アモーレへの攻撃はルーチェの《プロテクション》が防ふせぎ、ベルダーへの攻撃はサジがかばうことで事なきを得た。




ＧＭ：これでクロウ・クルワッハの行動は終了。次はベルダーの行動に移うつろう。

ベルダー：やっと来たぜ！　ムーブアクションでルーチェのエンゲージに移動。マイナーアクションなし、メジャーアクションでレベル２の《フライト》をルーチェに！

ＧＭ：おお、レベルが上がったから、移動距きよ離りが増ふえるのか。

ベルダー：よし、行ってこい、ルーチェ！（ダイスを振る）　げぇっ!?　あ、危ねぇ、１、１、４！　６だから発動成功だ！（笑）

ＧＭ：ベルダーの魔術が発動し、ルーチェに風が纏われる。そして……〝ふわり〟。ルーチェの身体が宙ちゆうに浮ういた。───それでは、いよいよルーチェの行動だ！

ルーチェ：はいっ……いきます！　ムーブアクションでふわっと空に浮いて、バロールのいるエンゲージに移動！　ぐいんっと急上昇しながら、マイナーアクションで《インビジブルアタック》！　今度は急きゆう降こう下かしながら、メジャーアクションで《バッシュ》です!!

ＧＭ：おお、それはかっこいいな！

ベルダー：見ろ、これが〝初代〟邪悪を滅ほろぼす聖せいなる弾だん丸がんだ！

ルーチェ：命中判定が、４Ｄ＋11になりますよ！　えーいっ！（ダイスを振る）あっ、高いです！　達成値が23です！　お願いっ、当たって……!!

ＧＭ：バロールはしなやかな動きで、頭上より飛来する少女を回避しようと試みる！（ダイスを振る）……８！　達成値は18、回避失敗だ！




　この攻撃は、続けて宣言した《スラッシュブロウ》の効果もあわせ、ダメージロールで60点も数値を叩き出す。

　バロールが受けたダメージは35点である。




ＧＭ：35点も喰らったか！　さて、これで全員が行動したね。それではここでバロールが《アデンダム》を使用！　即そく座ざにメインプロセスを得る！

アモーレ：くそっ、それが［空腹］時のスキルかい！　ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで《早食い》だ。キミたちをじろりとにらんだバロールは、おもむろに近くにいたクロウ・クルワッハＣの頭を嚙かみ砕くだき、ばりばりとむさぼり食う！

一同：げぇっ!?

ＧＭ：ちなみにこの効果により、レベルは＋10され、完全に［満腹］になるまでダメージに＋20される。なお、これはパワーなので《インタラプト》は効きかないぞ。

ベルダー：……強いな。ただ、まだ《無敵結界》は発動してないな？

ＧＭ：そうだね、見た限り、まだあの燐光は現あらわれていない。

ベルダー：なるほどな。レベル50の状態が［満腹］か。

ＧＭ：そのとおり。続けて《二回行動》を宣言！　さらにバロールがもう一度行動するぞ。

ルーチェ：もう一回来ますよ！

ＧＭ：ムーブアクションはなし。マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《連続攻撃》！　至し近きん距離の相手に二回攻撃を繰くり出だす！　ダメージはなんと、５Ｄ＋91にまで跳はね上あがってるぞ。

アモーレ：《連続攻撃》を《インタラプト》！　二回攻撃をつぶしたほうが効率がいいしね。迫せまってきた爪つめの間に矢を撃うち込こむ！

ＧＭ：くっ、小賢しい！（笑）　バロールはひるんで咆哮をあげ、アモーレをぎろりとにらむ。メジャーアクションの攻撃自体が打ち消されたため、バロールの行動はここで終了だ。

ベルダー：よし！　いいぞ！

ＧＭ：さて、以上で全員の行動が終了し、クリンナッププロセスに入る。怒いかりに震ふるえたバロールは、「足りぬ……まだ足りぬ……！」とうめき、《捕食》というスキルを使用。もう一匹ぴきのクロウ・クルワッハＤを〝ばくり！〟と頭から飲のみ込こむ。

ルーチェ：あっ、ま、また食べられちゃいました！

ＧＭ：そして一瞬で食らいつくしたあと、バロールの体がふたたび大きくなり……「うむ、満足じゃ」と言う。レベルが50に戻もどり、スキルなどもレベル50のものに変化。《無敵結界》がふたたび発動する。その代わり、攻撃力＋20の効果は消えるよ。

サジ：む……また誰かが弱点を攻撃する必要があるでござるな。

ＧＭ：そうなるね。最後にアモーレの［放心］が解除され、クリンナッププロセスは終了だ。




●第２ラウンド

▼行動値

バロール　　　　　　　　　15

アモーレ　　　　　　　　　14

ベルダー　　　　　　　　　９

サジ　　　　　　　　　　　７

ルーチェ　　　　　　　　　７
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ＧＭ：第２ラウンド目のセットアッププロセスだ。バロールが空を仰あおぎ「おおおおおおん」と遠とお吠ぼえをすると、それは世界中に残ざん響きようする。

ルーチェ：え？　……それって仲間を召還するあれですか!?

ＧＭ：お察しのとおり、これは《魔竜の招まねき》というオリジナルエネミースキルだ。バロールから５メートル以内の位置に、クロウ・クルワッハを召しよう喚かんする！　場所はベルダーとアモーレ、それぞれのエンゲージだ！

[image: ]

一同：げげえ───っ!?

ＧＭ：〝ごぼっ〟と、ベルダーとアモーレの足もとが液えき体たいのように泡あわ立だち……そこから新たなクロウ・クルワッハが、翼つばさを広げて這はいだしてくる！

ベルダー：しまった……エンゲージされた！　さすがにこれはやばい……！

アモーレ：ひいぃっ!?　エンゲージされたら、アタシゃなにもできないよ！

サジ：…………逆に言えば各人のエンゲージにいるということは、移動されない限りそのクロウ・クルワッハはバロールに捕食されることもない……ということでござるな。

ベルダー：たしかに。ここはポジティブに考えるか。

ＧＭ：これでクロウ・クルワッハＥとＦが出しゆつ現げんした。エネミーはもうセットアッププロセスで行動しないので、次にセットアッププロセスで行動する人は、【行動値】順に宣言してくれ。

ベルダー：アモーレに《タクティクス》！　魔術判定は成功だ。【行動値】に＋６してくれ。

アモーレ：サンキュー！　これでアタシの【行動値】は20になったぜ───っ！

ルーチェ：次はあたしですけど……（と、考え込む）。

アモーレ：ひとつ提てい案あんなんだけど……《ヘイスト》をベルダーに使うってのはどうだい？

ベルダー：なるほど。俺のシーン攻撃で、先に全員に［放心］が与あたえられるってことか。

アモーレ：うまくいきゃ、出てきた雑魚ワッハたちを一いつ掃そうもできる。

ルーチェ：６が出ればいいんですよね。だけどあたし、一個こしか振ふれないですよ？

ベルダー：やらないで後こう悔かいするより、やるだけやってみよう。案外なんとかなるもんだ。

ルーチェ：よし……やります！　《ヘイスト》をベルダーさんにかけます！　発動判定は……（ダイスを振る）５、成功です。

ベルダー：さぁ、ここからだ……。

ルーチェ：本番、本番……お願い、出てください！　えーい！（ダイスを振る）……あっ！　で、出たぁっ!!　出ました、６です───っ!!

一同：おおおおお──────っ!!（拍はく手しゆ）

ＧＭ：ほんとに出したっ！　こいつはすごい!!

ベルダー：信じてたぜ、ルーチェ！　さすがうちのギルマスだ！　先手が取れたぞ！

ルーチェ：よかったぁ～っ！　やった～っ！（自分で拍手）

ＧＭ：この展開は想定外だな……（笑）。




▼行動値（《魔竜の招き》《タクティクス》《ヘイスト》適用後）

アモーレ　　　　　　　　　20

ベルダー　　　　　　　　　15

バロール　　　　　　　　　15

クロウ・クルワッハＥ、Ｆ　13

サジ　　　　　　　　　　　７

ルーチェ　　　　　　　　　７




　最初に動いたアモーレは、考えるまでもなくバロールの〝傷〟を狙うことを選んだ。

　動きの鈍にぶっているバロールは回避に失敗。弱点に突き立った矢の痛いたみにのたうち回ったバロールは、［空腹］状態の身体へ変貌する。




アモーレ：はっはっは、痛いたかろう痛かろう！（笑）

ＧＭ：バロールは憎にくしみに燃もえる目をキミたちに向け、歯がみする。これで再びレベルが30にまで下がり、スキルなども変更されるぞ。次はベルダーの行動だ。

ベルダー：この時を待っていた！　ムーブアクションはなし、マイナーアクションで精霊符を使用、シーン中〈水〉属性ダメージに＋３だ。符を口でかみ切り、呪じゆ文もんを詠唱する。

ＧＭ：くそっ、なんかかっこいいぞ（笑）。

ベルダー：そしてメジャーアクションで《ウォータースピア》！　さらにフェイトを１点使って《スペシャリストⅢ》を宣言！　シーン全体に魔法攻撃する！




　高速詠唱を行なうベルダーの周囲に、無数の水の槍やりが展開し、次々と解とき放はなたれていく。息つく間もなく降ふりそそぐ槍の雨は、魔獣たちを決して逃にがしはしなかった。

　与あたえたダメージは50点。バロールはその硬い皮膚で威力を半分削そいだものの、クロウ・クルワッハたちは一気に【ＨＰ】の半分をもぎ取られてしまった。




ＧＭ：く、［放心］を受けるのはまずい！　全員《バッドステータス無効》を使い、【ＨＰ】にさらに10点のダメージを受けて［放心］を解除。魔獣たちに刺ささった水の槍が飛沫しぶきに戻る。

ベルダー：よし、ほぼ狙ねらい通りだ。俺の行動はこれで終了！

ＧＭ：では次、バロールのメインプロセス。ムーブアクションなし、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《連続攻撃》！　対象はもちろん、ルーチェだ！

ルーチェ：ま、またこっちに……！

ＧＭ：ふっふっふ、命中は４Ｄ＋15だ、避さけられまい！　とう！（ダイスを振る）低っ!?　２が三つに３かよ!?　だがしかし、固こ定てい値ちは裏うら切ぎらん！　達成値は24！

ルーチェ：６ゾロ、お願い！（ダイスを振る）ダメです、達成値９で失敗！

サジ：ルーチェ殿を《カバーリング》でござる！

ＧＭ：その心意気やよし！　ダメージロールは５Ｄ＋71！（ダイスを振る）これは痛いぞ、92点の物理ダメージ！　バロールの鋭いかぎ爪づめが、割わり込こんだサジを切きり裂さく！

サジ：《トゥルーアイ》！　これで８点軽減し、42点ダメージになる。

ルーチェ：そこで《プロテクション》です！（ダイスを振る）24点軽減してください！

サジ：かたじけない、これで18点ダメージになり、残り【ＨＰ】19点でござる！

ＧＭ：だが、攻撃は続くぞ。《連続攻撃》二発目！　対象はルーチェだ！




　容よう赦しやのない連撃がルーチェを襲おそう。ルーチェは回避を試みるも失敗。鋭いかぎ爪の一撃をもろに食らうこととなった。

　たたき出されたダメージは89点。傷を負っていたルーチェに耐たえきれるはずもなく、あわや戦闘不ふ能のうかと思われた……その時───。




アモーレ：ちょっと待って……！　ＨＰダメージは64点!?　ルーチェの【ＨＰ】上じよう限げん69点だから《蘇生》を使えば、ぎりぎり生き残れる……！

ルーチェ：……あ、たしかに！　《蘇生》使わせてもらいます！　ぽんっ！




　───天空から金色の光が降ふり注そそぎ、ルーチェたちの傷を癒いやしていく！

　残り【ＨＰ】５点というぎりぎりの数値で、ルーチェはその場に踏ふみとどまった。




ＧＭ：「ほう、余よの連続攻撃を受けてまだ生きていたか。人間にしてはやるな」

ルーチェ：まだ、倒たおれるわけにはいきませんから！

ＧＭ：では、バロールの行動はこれで終了。次は13のクロウ・クルワッハたちだ。まずはクロウ・クルワッハＥが、メジャーアクションでベルダーに嚙かみつき攻撃だ！

ベルダー：しまった、こっちかよ!?




　ベルダーの肩かた口ぐちに、クロウ・クルワッハの牙きばが突つき立たてられる。だが、60点にも及およぶ致ち命めい的てきなダメージは、ルーチェの《プロテクション》で33点まで押おさえ込こまれる。さらに、《竜の証あかし》が発動し、追加で10点のＨＰロスがベルダーに及ぶが、彼はなんとかこ持ちこたえる。

　続いて、アモーレがクロウ・クルワッハに嚙かみつかれた。

　ルーチェの《プロテクション》によって威力を殺されたものの、《竜の証》によるＨＰロスにより、アモーレの【ＨＰ】は一気に半分以下にまで追おい込こまれてしまう。

　続くサジは、《アーマーブレイク》をバロールに。クリティカルでたたき込まれた一撃が、バロールの硬質な鱗をいともあっさりと引きはがした。この結果、バロールは【物理防御力】がマイナス20され、５まで下がってしまう。




サジ：ルーチェ殿、いまや全身が奴の弱点。存分に戦うでござる！

ルーチェ：はいっ、ルーチェ、いきます！　ムーブアクションはなし、マイナーアクションで《インビジブルアタック》、メジャーアクションでバロールに《バッシュ》です！　命中判定は４Ｄ＋11……えーいっ！（ダイスを振る）……12！　達成値は23ですっ！

ＧＭ：そんなの避けられるわけないだろ！（ダイスを振る）11！　おしい！　達成値21だ！

一同：あぶねえ……っ!?

ＧＭ：くっそ……っ！　では、ボロボロになったバロールに、ルーチェの一撃が炸さく裂れつする！

ルーチェ：《スラッシュブロウ》っ！　ダメージは15Ｄ＋18です！　（ダイスを振る）けっこういいですよ！　51点だから、69点の物理ダメージです！　重力を乗せて、どーんっ!!

ＧＭ：69点!?　【物理防御力】は５しかないぞ！　64点ダメージを食らって、累るい計けい[image: 146]点！　このダメージは痛かったらしく、バロールは低いうめき声を上げる。

ルーチェ：まだまだこれから、ですっ！

ＧＭ：「調子に乗るなよ、こざかしい人間どもめぇ……!!」と、怒りに燃えるバロールが《二回行動》を宣言！　即座にメインプロセスを得るぞ！

ベルダー：いざってときは《リバーサル》を使って、どうにか持ちこたえよう！

ＧＭ：バロールは牙を打ち鳴らしながら、大きく首をそらし───プラズマを含ふくんだ闇のブレスを放つ！　ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで《三連ブレス：闇》！　これは制せい御ぎよ不能の闇の力ゆえ、どこに飛ぶかまったくわからないぞ。

サジ：ランダムでござるか……うまく分散すればよいのだが……。

ＧＭ：では、ターゲットはランダムに、ダイスで決めようか。一撃目……（ダイスを振る）ルーチェ！　二撃目もルーチェ！　三撃目も……ルーチェだ！

一同：待ってぇええぇぇえええぇええっ!?（笑）

ベルダー：この集中砲ほう火かは、さすがにヤバイ！

ＧＭ：まずは一撃目！　命中判定は３Ｄ＋15……これが避けられるか！（ダイスを振る）……８！　達成値は23！

ベルダー：（しばし考かんがえ込こみ）……ここは、強引にでも避けておいたほうがいいな。《リバーサル》すれば、達成値が14にまで下がる。フェイトを２点ぐらい使えば避けられるはず！

ルーチェ：わかりました、お願いします！

ベルダー：《リバーサル》！　水の礫つぶてを作り、バロールの目をかすめるように撃うって気をそらす。その達成値、マイナス９して14にするぜ！

ＧＭ：くっそぅ、やっぱり来たか！　バロールは一瞬そちらに気を取られた。

ルーチェ：ありがとうございますっ！　フェイトを２点使って４Ｄです！　お願い、いい目出て……っ！（ダイスを振る）あっ、クリティカルだ！　避さけましたよ！

ベルダー：よおぉしっ！　まずは一発！

ＧＭ：放たれたブレスを、キミは蝶ちようのごとくひらりと回避する。だが、続いて二発目だ！




　さすがに二撃目のブレスまでは回避できなかったルーチェだが、瞬時にサジがブレスの前へと立ちはだかり、彼女をかばう。サジは10点を受けた。

　続く三度目の攻撃はクリティカル。再びルーチェを直ちよく撃げきし、サジが《パラディオンⅡ》でルーチェをかばう。サジを守るために展開したルーチェが《プロテクション》の出目が走り、33点もの軽減に成功。ダメージをすべて打ち消した！




ベルダー：これはすごい！　こんな高い目、そうそうに出ないぞ！

ルーチェ：やったぁ～っ！

ＧＭ：勝かち誇ほこった笑みを浮うかべていたバロールの表情も一転した。「なにっ……!?　これほどまでの光、とは……！」と目を見み張はる。ここでバロールの行動は終了だ。クリンナッププロセスだが……遠くて《捕食》が使えないな。

ベルダー：でも、さすがにこっちも厳しいな……。

アモーレ：【ＨＰ】がやばいね。正直、次のラウンドは耐えきれるかわからないよ。

ルーチェ：フェイトももうありませんけど……最後まで、がんばりましょう！




●第３ラウンド

▼行動値

バロール　　　　　　　　　15

アモーレ　　　　　　　　　14

クロウ・クルワッハＥ、Ｆ　13

ベルダー　　　　　　　　　９

サジ　　　　　　　　　　　７

ルーチェ　　　　　　　　　７
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　第３ラウンドのセットアッププロセスでは、バロールが再び《魔竜の招き》を使用した。５メートル離はなれた場所にクロウ・クルワッハを二体召喚する。

　倒しても毎ラウンド召還され続けるクロウ・クルワッハ。しかも消しよう耗もうの激はげしい現状、雑魚とはいえ、攻撃を連打されれば犠牲者が出かねない───場が、緊きん張ちよう感に包まれる。
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サジ：……今の状態では、クルワッハたちの攻撃をさばききるのは難むずかしいでござる。

ルーチェ：バロールにクルワッハ四体の攻撃が来ちゃいますもんね……。

アモーレ：これ、詰んでない……？

ベルダー：勝つ方法……あるか？　クルワッハに順番を回したら負けだよな……（ぶつぶつ言いながら、しばし考えて）……あ？　一応、《タクティクス》と《ヘイスト》で、ルーチェがクルワッハより先に、俺がバロールより先に動ければ……チャンスはある？　で、次に来るバロールの三連ブレスで、こっちの未行動キャラが落とされないことが前提……（笑）。

アモーレ：ルーチェを先に押おし出だすのはいい考えだけど……（暗算して）……これ、ルーチェが《ヘイスト》でＤ６して６を出すことが前提という……（笑）。

ルーチェ：えぇぇええぇっ、無理無理無理です……！　フェイトもないです！

ベルダー：いや、やるしかない。ルーチェ、俺にもう一回《ヘイスト》してくれ。うまくいけば、クルワッハに攻撃される前に、バロールに《リゼントメント》をたたき込こめる。そのあと、ルーチェは全力でバロールを殴なぐる！　たぶんこれしか勝ち筋がない。

ルーチェ：もしもこれで失敗したら……きゅ、急にプレッシャーが……怖こわい……！（笑）

アモーレ：大丈夫だって、さっきの６が出せたんだから！

サジ：先手を取ったら、拙者が守り抜ぬくゆえ、ルーチェ殿は安心して攻撃に専念してほしい。

ルーチェ：は、はいっ……わかりました、がんばりますっ！

ＧＭ：さて、方ほう針しんは決まったようだね。それでは、【行動値】順に宣言をどうぞ。

ベルダー：《タクティクス》をルーチェに！　魔術判定は成功、【行動値】に＋６だ！

ルーチェ：ありがとうございます！　【行動値】が13になりました！

ベルダー：安心しろ、ルーチェ。大丈夫だ、みんながサポートするからな。

ルーチェ：はい！　ベルダーさんに《ヘイスト》します！（ダイスを振る）発動は成功です……こ、ここから……！

ＧＭ：さあ、運命の瞬しゆん間かんだ。もしも５以下なら……。

ルーチェ：お父さん、あたしに力を貸してください……!!　えーいっ!!（ダイスを振る）




　高まる緊張感の中、小さなダイスが宙を舞まってのち、テーブルに落ちる。

　かつん、からから───そんな硬い音が数度跳はね、止まった。

　全員が固かた唾ずをのんで、そっとダイスを覗のぞき込こんだ。




ルーチェ：や……６───っ！　やったぁ!!　やりました、６、６が出ましたぁああぁあ!!

一同：おおおおおおおお───っ!!（拍手）

ベルダー：いよっしゃあ───っ!!　俺の【行動値】が15になる！　ナイスだルーチェ!!

ルーチェ：やった、やったぁ……！　よかったぁ～!!

ＧＭ：マジかよ!?　す、すげぇ!?　呪文の詠唱をするルーチェの声に、父の詠唱が重なった気がした。その瞬間、〝聖弾〟の光が《ヘイスト》に纏われ、その威力を増ます……！




　このルーチェの《ヘイスト》の結果、行動値は以下のようになった。




▼行動値（《魔竜の招き》《ヘイスト》《タクティクス》適用後）

ベルダー　　　　　　　　　15

バロール　　　　　　　　　15

アモーレ　　　　　　　　　14

ルーチェ　　　　　　　　　13

クロウ・クルワッハＥ～Ｈ　13

サジ　　　　　　　　　　　７




ベルダー：ルーチェがこんだけがんばったんだから、俺もがんばらねぇとな……！　ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで《ウォータースピア》！　同時に《リゼントメント》を宣言！　対象はバロールだ！　見さらせ、これが俺の最大の魔術！　命中は３Ｄ＋14だ！（ダイスを振る）達成値……24！

ＧＭ：げっ、それは厳しい……！（ダイスを振る）３！　達成値は13で回避失敗！

ベルダー：全力でいくぜ！　最後のフェイトを使って、ダメージは11Ｄ＋85！　……いったれぇ───っ!!（ダイスを振る）でかいぞ、44点！　合計、[image: 129]点の〈水〉属性魔法ダメージ!!　１点でもダメージが通れば［放心］だ！

ＧＭ：いってぇ!?　こ、これは痛いぞ!?　やばい、《バッドステータス無効》を使うと生死に関わる！　ここは［放心］を解除しないでおく。

アモーレ：いい流れだ！　いけるか……！

ベルダー：よし……やるべきことはやった……！

ＧＭ：怒りに逆上したバロールは、無差別にブレスをまき散らす。ムーブとマイナーはなし、メジャーで《三連ブレス：闇》！　対象はランダム決めよう。一撃目は……ベルダー！

ベルダー：サジ、俺をかばうな！　俺は《リゼントメント》を撃ち終わってるから、もう火力にならない！　それよりルーチェとアモーレを守れ！　攻撃の手数を減らすな！

サジ：くっ……わかった！




　怒いかり狂くるうバロールの放つ漆しつ黒こくの闇が、ベルダーを捕らえ、食らい尽つくす。すでに満まん身しん創そう痍いであった彼に、もはや避けるよだけの体力はなく───

　ベルダー・ウィステリアは力ちから尽つき、大地に倒れた。




ベルダー：ルーチェ、お前ならできる。あとは任まかせたぜ……戦闘不能だ。

ルーチェ：ベルダーさん……っ!!

ＧＭ：ひとりを倒し、バロールはにやりと邪悪な笑みを浮かべる。二撃目は……ルーチェ！　「貴き様さまの〝聖弾〟を滅ほろぼし、世界を食い尽くしてくれようぞ！」




　二撃目のブレスをかわしきれず、ルーチェの周囲を闇が取り囲む。

　だが、それがルーチェの命を刈かり取とる直前、サジがその刀で闇の炎を切きり払はらった！




サジ：《トゥルーアイ》を宣言し、ダメージは13点！　【ＨＰ】53で健けん在ざいでござるよ。

ＧＭ：「邪魔をするな！」そしてバロールは最後のブレス攻撃を行う。対象は……再びルーチェ！　「さあ、闇に飲まれて消えるがいい！」（ダイスを振る）よし、命中24！

アモーレ：６ゾロが出たら儲もうけものだね。これさえ耐えきればいけるはずだ！

ルーチェ：お願いしますっ……!!　えい！（ダイスを振る）あっ、クリティカルです！

一同：おおお───っ!?

ベルダー：すげぇ!!　ルーチェ、マジですげぇぞ!!

ＧＭ：ブレスをかわしたルーチェに、さすがのバロールも焦りを禁きんじ得えない。「ば、馬ば鹿かな……ありえぬ！　余の闇を受けて、なぜ立っていられる……！」

ルーチェ：それは……みんなが、あたしに力をくれるからです！

アモーレ：次はアタシの番だよ！　マイナーアクションで《ブルズアイ》、メジャーアクションで射しや撃げき攻撃だ！　《デュアルアロー》、ミスリルの矢を二本おごってやろう！




　アモーレの放つ二本の矢が、バロールの急所を狙い撃つ。《ピアシングストライク》を乗せたその一撃、なんと85点のダメージをバロールに与えた。だが、目とのどを射い抜ぬかれてもなお、バロールは生きていた。

　そして───光の名を持つ少女が、動く！




ベルダー＆アモーレ＆サジ：……いけっ、ルーチェ……っ！

ルーチェ：いきますっ！　ムーブアクションはなし、マイナーアクションで《インビジブルアタック》、メジャーアクションで《バッシュ》！　もう一回頭上に飛んでいって、ハンマーを振り下ろします！　４Ｄ＋11、えーいっ!!（ダイスを振る）命中24です！

ＧＭ：そ、それは……（ダイスを振る）避けられない！　回避は16、失敗だ！　一ひと条すじの光となり、ルーチェが彗すい星せいのごとく……バロールめがけて落下してくる！




　狙いを定め、ルーチェは手にしたレイジハンマーを振ふり上あげる。

　その瞬間───ルーチェの懐から強い輝かがやきがあふれ出した。

　それは、彼女を導く光のように、バロールへ向けて収束していく。




ルーチェ：てやあぁーっ!!（ダイスを振る）……30！　48点の物理ダメージです!!




　全身全霊を込めて少女はメイスを振ふり下おろす。

　英えい雄ゆうの娘、〝聖弾〟と呼ばれた少女の一撃は、かつて父がつけた魔竜の傷に直撃する！




ＧＭ：……ダメージ、43点。累計ダメージ[image: 383]点！　バロールは断だん末まつ魔まの悲鳴をあげ……その場に倒れ伏す！　戦闘終了だ！

一同：うおおおおっ!!　やったああぁあ───っ!!

ルーチェ：終わった……！　やった、やったあ～！　倒せた───っ!!　やったよー!!

ＧＭ：よし、これにて戦闘終了……！　このまま次のシーンの演えん出しゆつに入ろう！







◆Climax02◆聖なる弾丸




　魔獣の王は断末魔の、そして怨えん嗟さの咆哮を上げて倒れ伏し……そのまま絶命した。

　主を失ったクロウ・クルワッハたちも嘆くような叫びと共に、自己崩壊を始めていた。

　戦いは、ルーチェ率ひきいるギルド〝シンクトワイス〟によって終結の時を迎えたのだ。




ＧＭ：───魔獣との激げき戦せんは終わった。今、キミたちの眼前には、息いき絶たえたバロールの巨きよ軀くが横たわっている。

ルーチェ：本当に、勝った……！

ベルダー：俺は大怪我を負って、まだ意識が朦もう朧ろうとしてるけど、どうにか起き上がる。……俺たち、勝ったのか……よかった……と、言っておこう。

ＧＭ：周囲でクロウ・クルワッハと戦っていた兵士たちからも歓かん声せいが上がった。場は一気に歓喜と安あん堵どに空気に満ちる。

ルーチェ：これで、しばらくはバロールも出現しないんですよね？　何年くらいすると、復活してくるんでしょう？

アモーレ：それは、一概にはなんとも……（笑）。

サジ：何度蘇ってきても同じでござる。その時は、また我々の手で滅ぼすだけのこと───。

ＧＭ：……と、サジが決意の言葉を発したその時だ〝……どくんっ〟　バロールの死体が脈動し、胸が大きく跳はね上がった。そして───。

一同：え？

ＧＭ：〝ぶくぶくぶくぅ……っ！〟　比ひ喩ゆし難い異音がと共に、バロールの傷ついた部位が赤く泡あわ立だち始め、おそるべき速度で再生し始める。

サジ：蘇るのが早すぎるだろうっ！（笑）

ベルダー：……やっぱりそうなるのか。

ＧＭ：わずか数秒……再生を完了した部位は前よりも強靱になったかのよう。その体つきも、見間違えでなければ、ひと回り大きく膨れあがっている。肉体に収まりきらず、漏れ出る魔力は、先ほどとは比べものにならない。噴出する魔力だけで世界中の大気が震えそうだ。

アモーレ：どんだけっ!?

ベルダー：まあ、こうなるよな。ルーチェ。

ルーチェ：はい。《真の死》の条件は……〝聖弾〟。使うしか、ないですね。

ベルダー：そうだ。

アモーレ：……ベルダー、あっさり言うね。

ベルダー：俺がなにを言っても、ルーチェは考えを曲げないだろう。でもさ……大丈夫だ。ルーチェが死ぬことはないし、世界の半分が滅ぶこともないんじゃないかな。

一同：え？

サジ：なにかそんな伏線、張られていた？

ベルダー：……素でしゃべるけど、張られてた。たぶん。

ルーチェ：〝聖弾〟を使ってあたしが消えるとか……そんな話になるのかと思ってました。

アモーレ：そうならないなら、万々歳？

ベルダー：〝聖弾〟は、絶対に使うことになる。しかもそれは、ルーチェにしか使えない。……だからにーやんの根性が腐ってるって言ったんだよっ！（笑）（ちょっと考えて）……にーやん、俺はここで説明した方がいいのかな。説明しちゃうと、動けなくなるかも。

ＧＭ：なるほど、お前は正解を摑んでいるようだ。任せるよ。

ベルダー：（少し考えて）…………わかった。じゃあ、ルーチェに言う。……〝聖弾〟の力を解放しよう。バロールを滅ぼそうぜ。

ルーチェ：え、でも……？

ベルダー：大丈夫だ、お前は死んだりしない。ははは、幼なじみを信じろって！

ルーチェ：じゃあ、笑って頷きます！　〝聖弾〟を取りだして……唱えます。




「〝───世界と共に光あれ〟」




ＧＭ：唱えた時、ただの古びた銃弾だったはずのものが、青白い閃光を吹き上げた。その光に呼応して……上空に浮かぶ天空の砦の底部に、白銀に輝く光のリングが描き出される。

アモーレ：おお、あれが〝聖弾〟。

ＧＭ：そう、あらゆる魔に〝滅び〟を与える光の砲弾。あとはルーチェが指示すればいい。

ルーチェ：じゃあ……魔獣バロールを滅ぼして！

ＧＭ：その声に、〝聖弾〟が応じた。上空に揺らぐ巨大な光のリングは瞬時に収束、次の瞬間には一条の閃光となって上空から撃ち降ろされる。

ベルダー：その時、ルーチェの背中に声を掛けます。……お前が背負う〝罪〟と〝後悔〟の半分は俺が受け持つ。

ルーチェ：え？

ＧＭ：光が、バロールを飲み込んだ。それは圧巻の光景だ。全長二〇メートルの巨体を、光の瞬時に侵蝕……ものの数秒で分解した。バロールは、真の意味で消失した。

ルーチェ：罪？　後悔？　え、どういう意味です？

ベルダー：考えてみろ。〝聖弾〟の中には、〝なにが入っている〟？

サジ：…………げ。

ベルダー：〝聖弾〟の中に宿ってるのは、父親ジョーカーの生命。そしてそれは、〝聖弾〟の制御装置として機能するって説明だった。これ、ジョーカーの生命を使って〝聖弾〟を撃つことになる。

ルーチェ：えぇえぇえ───……っ!?　なんで言ってくれないんですかっ!?

ベルダー：言えばお前には撃てない。だから、撃ってしまったのは、俺のせいだ。

ルーチェ：そんな……。

ＧＭ：……ここで異変が起こる。バロールを飲み込んでなお、光が収まる気配はない。むしろ、光はおそるべき速度で半球状に膨ふくれあがり、大地を砕く轟音と共に周囲の土や草木を飲み込み始め───ふいに、ルーチェの背後に人の気配が現われた。そして……掛けられる声。『……ルーチェ。お前にも、ベルダーにも〝罪〟はない。〝後悔〟もしてはいけない』

ルーチェ：え？

ＧＭ：その優しくて、とても懐かしい声をルーチェは一日だっては忘れたことはなかった。

ルーチェ：え……お父さん……っ!?

ＧＭ：振り向いて見上げれば、それは光の中に滲む優しい微笑。『……ようやく、お前との約束を果たせた。すぐに帰ると言ったのにな。一三年もかかってしまった』

ルーチェ：…………。

ＧＭ：『───ただいま』

ルーチェ：………………お帰りなさい。

ＧＭ：激はげしい閃せん光こうは、今なお膨張を止めない。だが、あくまでジョーカー・メテオライトの声は温和なまま。愛する娘を前に、優しい笑顔を見せるだけ。「……それとな、ルーチェ。今日はとても素敵な日だ。夢がかなった───』

ルーチェ：……夢？

ＧＭ：『……ずっと、お前と一緒に冒ぼう険けんするのが夢ゆめだった』

ルーチェ：（ぐっ、と堪えて）はぃ……あたしも───（[image: ←]口元を手で押さえる）。

ＧＭ：ジョーカーは、少し困った笑顔でルーチェの涙を指ですくい取り……背筋を伸ばして彼らに迫り来る破壊の光に向き直った。光を視線で捉えたまま、傍らに立つ娘に声をかける。『───ルーチェ、共に』

ルーチェ：……はい！

ＧＭ：その声と共に父娘は肩を並べ、迫る光に正対する。己の拳を握り込み、握った拳から暖かく……しかし強い光が放たれた。「……ゆくぞっ！」

ルーチェ：はいっ！

ＧＭ：ふたりの突き出した腕が、光が、破壊の力を抑え込みにかかる。神がこの世界に残した破壊の力を前にしかし、ルーチェに恐怖はない。───ぽん。子供の頃にしてくれたように、父親の大きな手が娘の頭をなでた。父娘の力はやがて破壊の力を押し戻し始め───。

ベルダー：うお……。




ＧＭ：世界を食らい尽くすはずだった力は、根負けしたかのように急速に収縮を始める。そして、ガラスが砕けるような音と共に、はじけて散った。はじけた光は無数の欠片かけらとなって舞い上がり、空を金色に埋め尽くしていく。

アモーレ：なんという荘厳な景色。

サジ：そして、光は淡雪のように世界中に降り始めて───。

ＧＭ：そのとおり（笑）。世界中を汚染した瘴気を浄化していく。ジョーカーは、横に立って自分を見上げる娘を見て、優しく頷いた。

ルーチェ：（涙なみだぐんで）やだ……なんか、もう、泣けてきちゃいました……。

ＧＭ：───その日、世界中の人々が降り注ぐ光を、仰ぎ見たと……のちの記録には残されている。すべてが終わったのを見届けると……役目を終えたジョーカーの姿、淡雪が溶けるように消え始めて───愛する娘に、最後の言葉を残す。「……ルーチェ、またいつか一緒に冒険に出ような」

ルーチェ：（涙なみだ声ごえで）……は、い……。

ＧＭ：それが、父と娘が最後の会話だった。そして……。




　───一三年前に端を発した事件は、今ここに終わりを告げた。
















　　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending◆それぞれの道




　父の死の真相を求め、旅立ったルーチェ。

　彼かの女じよの旅は、ひとまずの終わりを迎むかえた。

　そして世界を救った四人の英雄は、それぞれあわただしくも平へい穏おんな日にち常じようの中へ……。




ＧＭ：では、ここからエンディングフェイズに入ろう。軽く決戦後のことを説明したあと、みんなの今後の身の振ふり方かたに関して、相談しようか。

ルーチェ：決戦後……あ、まず神官長さんはどうなったんですか？

ＧＭ：すべての罪を認めた神官長は、ディアスロンドで正式な裁判を受ける予定だ。

ルーチェ：そっか……世界を思う心は同じだったのに、残念です。

ベルダー：ちゃんと罪を償つぐなって、今度は間ま違ちがった方向に行かないようにしてほしいよな。

ＧＭ：レオーネは、そんな神官長を護送してディアスロンドへ帰き還かんすることになった。まあ、いきなりトップがいなくなって、しばらくは神殿内は大混乱。ディクシィの仕事量は一気に二倍になったようだ。あ、サジは彼女の命令でこの街に残るんだよね？

サジ：待て！　拙者には身の振り方を選ぶ権けん利りがないでござるか!?（笑）

ＧＭ：「敬愛する上司のために働けて、ありがたく思いなさい」（[image: ←]ディクシィ）

サジ：く……（笑）。煮ても焼いても食えない御仁だ……。

ＧＭ：「……ユ、ユーカリ王国の復興のために、あなたの力が必要なのよ」

アモーレ：デレた！（笑）

サジ：し、しかたがないでござる。人々のためというならば、粉骨砕身で職務に勤めよう。

ＧＭ：では、サジは当面、ディクシィの下で働くということで（笑）。

アモーレ：ミーは？　そうだな……今回の活躍により、神しん殿でんはアモーレに正式な身み分ぶん証しようを発行してくれることになった。そう、キミはついに市し民みん権けんを得たんだ！（笑）

アモーレ：ひゃっほーう!!　これで、アタシも日の当たる場所を歩く冒険者に───っ！

ベルダー：…………あれ？　アモーレって偽名じゃなかった？　登録できるの？（笑）

アモーレ：実はずっと名乗ってきたこの名前に、愛着がわいちゃって……名義変更を。

ルーチェ：あはは、新しく生まれ変わった感じですね！

アモーレ：そう！　アモーレ・カモーレの人生は、これから始まるのさ！（笑）

ＧＭ：（笑）。えっと、ベルダーは？

ベルダー：俺は、最後の戦いの大おお怪け我がで、療養が必要だってことにする。しばらくは車椅子生活だな。その間、冒険者稼か業ぎようはちょっとお休みして勉強、知ち識しきを深めるわ。

ＧＭ：おお、なるほど。

ベルダー：───アーケンの王城で、天使に看かん病びようしてもらうことにするぜ（一同爆笑）。

一同：ベルダ──────っ！（笑）

ＧＭ：お、お前……っ（笑）。

ルーチェ：べ、ベルダーさん!?

ベルダー：い、いや、ちがうよ!?　真面目な選択だからな!?　今回の冒険では、ルーチェに先を越こされちまったって俺は思ってるんだよ。人知を越えた知識を持つ天使からいろんなことを吸収して、次に会う時までに追おい越こしてやる！　と意気込んでいる。……だから、俺がいない間も気を抜くんじゃないぞ！

ルーチェ：なるほど！　ライバル宣言だったんですね！（笑）

ベルダー：ルーチェがどれだけ先を行こうと、俺はいつかお前に追いつくからな！

ルーチェ：えへへ……はい、わかりました！

ＧＭ：……そのまま怪我が回復しなかったりして。

ベルダー：絶対回復するって！　だって、超癒やされる場所にいるんだからさっ!?

ルーチェ：ベルダーさん!?（一同爆笑）

ＧＭ：あ、相変わらずだ……（笑）。では、ベルダーは天使のもとで半年ほど修しゆ行ぎようを積むことになった、としようかね（笑）。

アモーレ：じゃあ、その半年後にみんなが、また冒険のために集まるってことでどう？

ルーチェ：いいですね！

ＧＭ：……では、そういうことで。ルーチェはどうする？

ルーチェ：じゃあ、あたしは、グロワールさんのところに戻って報告をしたいです。

ＧＭ：一連の報告を受け、グロワールは感かん慨がい深ぶかげに言うだろうな。「お前は今や、十分に経験を積んだ神官だ。この教皇がおわすディアスロンドの神殿であっても、立派に勤つとめ上あげることができるだろう。正式にこの地の神官になってはどうだ？」

ルーチェ：───せっかくのお申し出ですが、辞じ退たいさせてください。

ＧＭ：え、そうなの？　「……ほう？　なにか理由があるのかね？」

ルーチェ：ベルダーさんの怪け我がが治るまで、いっぱい冒険をしなくちゃいけないんです。半年後に、ベルダーさんたちを迎えに行かないといけませんから！

ＧＭ：「なるほど。ベルダーとの冒険の約束があるのか───」と、グロワールは愉ゆ快かいそうに笑う。「ならば、無理矢理引ひき留とめることはできんな。がんばりたまえ、ルーチェ」

ルーチェ：はいっ！　お父さんの分まで……いっぱいいっぱい、がんばります！




　そして、半年の月日が流れた───。




ＧＭ：さて、あれから半年。───クロウ・クルワッハの大発生にともなう膨大な事後処理も、すでに片かた付づいて久ひさしい。ユーカリ王国も、かつての姿を取り戻した。

サジ：では、拙者はディクシィ殿に別れを告げ、ベルダー殿のところに向かうでござる。

ＧＭ：「……あっそ。アンタみたいな役立たず、さっさとどこへでも行けば？」　執務室でサジに背中を向けて言うディクシィ。

サジ：……相変わらずでござるな（笑）。

ＧＭ：しかしキミの去り際に彼女は振り返えり……優しい微笑と共に言う。「……今までご苦労様、サジ。これからはあの子のことを支ささえてあげて。任にん務むとかではなく、友達として」

サジ：───……承知つかまつった。

ＧＭ：「うん。……いってらっしゃい」───ディクシィはサジを任務から解放した。

サジ：（しみじみと）……長い道のりでござった（笑）。

アモーレ：じゃ、アタシもベルダーのもとに向かうかね（笑）。

ルーチェ：じゃあ、あたしはルクスちゃんのお屋敷で、顔を出してから王城に向かいます。

サジ：熊は連れてこないようお願いするでござるよ……？（おそるおそる）

ＧＭ：さて、一方その頃ころ───ベルダーは長い休養の末、身体の調子も元に戻っていた。

ベルダー：勉強もしたから、レベルも上がったにちがいない！

ＧＭ：ねえよ（笑）。ちなみに天使には……「もうキミは健康なんだからさ、そろそろ出ていってほしいんだけど」とか言われ続ける毎日だ（一同爆笑）。

ベルダー：〝デレ〟は？　ねえ、俺に対して〝デレ〟の態たい度どは見せてくれないのか!?（笑）

ルーチェ：あたしには、デレてくれたのに（笑）。

ＧＭ：「あの子はジョーカーの娘だから特別よ。キミにデレる必要ないでしょ？」

ベルダー：なんてこった……俺の半年は……。

ＧＭ：そして、落ち込んだベルダーに訪れるのは、再会の時だ───。王城のエントリホールの扉を〝……ギィ〟と押し開けて入ってきたのは、懐かしい三人の笑顔だった。

アモーレ：ベルダー！　久ひさしぶりだね！

サジ：元気そうでなによりでござる。

ベルダー：───お、来たな（笑）。

ＧＭ：さて、半年ぶりの再さい会かいだが、ルーチェはベルダーになんて声をかける？

ルーチェ：そうですね……。




　そして、彼女はとびきりの笑顔でこう言った───。

























「───ベルダーさん、お腹が空きました！」







　それは、とても彼女らしくて……。

　とても自然体で……。

　そのあまりの変わらなさに、三人の口から思わず笑いがこぼれる。




　懐かしい笑顔に包まれてルーチェは思った。

　彼女は、また一介の冒険者となって、危険に挑むことになるだろう。

　あるいは、世界の危き機きに直面することもあるかもしれない。

　しかし……この仲間たちとなら、なにがあっても大丈夫。

　同じ時を共に過ごし、成長してきた絆がある。

　だから、この物語の終わりは「終わり」じゃない。




　───次なる冒険の、「始まり」なのだ。








『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ　聖弾のルーチェ③』




最終話「聖弾のルーチェ」




─ＦＩＮ─









　　　超ちようあとがき




　ルーチェ・メテオライトと仲なか間またちの冒ぼう険けんは、ひとまずは終わりを迎むかえました。

　三冊七話に渡ってのご愛あい読どく、誠まことにありがとうございました。

　最後に、少ないページながらもちょっぴり解説などを入れてみましょう。




　なにはおいても〝アドリブ〟の件───。

　誤ご解かいなきようお話しておきますと……〝アドリブ〟というのは〝シナリオをなにも考えていない〟という意味ではありません。通常は、テキストを書き出してシーンの構こう成せいを作ったり、シーンごとの演出やセリフを考えたりするものですが、それをすべて脳のう内ないでやっているようなもの、と考えていただければいいでしょうか。

　そもそも、本キャンペーンのように「プレイヤーの妄もう言げんや設定をひろってシナリオを作る」という方ほう針しんでやっている以上、最終回ともなれば「やるべきこと（伏ふく線せんの回収とか解決しなければならない命めい題だいとか）」はすでに決まっています。

　例えば……「ルーチェとベルダーがなにか秘密を共有している」「ルーチェのお父さんの話」───なんかがそうですね。抑おさえるべきネタさえ抑えていれば、アドリブでセッションするのはさほど難しいものじゃないのです。

　もっとも、張った伏線を使い忘れるとか使いそこねるとかプレイヤーにスルーされるとか……そういう細こまかい取りこぼしが出たりするのはご愛あい敬きよう。

　例えば、本リプレイでは「ディクシィは三二才」というネタがそれ。

　一三年前にジョーカーが〝聖弾〟を封印した時、彼は「謎の時間巻き戻し魔法」を使っています。任務に同行したディクシィは、その魔法の効果に巻き込まれて肉体年齢が子供になってしまった───そんな設定です。

　六話ではそれをそれをネタ明かしするのをころっと忘れました。

　でも、それよりホントにやりたかったのは……「ディクシィが大人の姿をしていた頃、実は幼いルーチェと出会っていた。ディクシィはその時、ルーチェからなんらかの〝救い〟を受けており……お返しをしたいと思っている」というネタです。キャンペーンの後半でディクシィが正体をばらした時……「ええ、あの時のお姉さんがディクシィさんだったの!?」なイベントを企んでいました。その片へん鱗りんは、第二巻の「ジョーカーのお葬そう式しきシーン」にあります。そこでちらりと記述されている「金髪の女性」はディクシィです。でも、使いどころをみつけられず……ほんとにただのネタに終わってしまいました。あ……本書第五話の誕生日シーンでも「金髪の女性」はちらっと出てますね。サハギンの方が目立ってましたが───。




　さて、そろそろ紙し面めんが少なくなってきました。

　語りたいことはたくさんあるんですけど……記憶に新しいところからひとつ。

　今回のセッションが終わった直後、私はＧＭとして最大級に嬉しいご褒ほう美びをもらいました。

　それは味み里さとさんからいただいた言葉でした。

　「……セッション、すごく面白かったです！（ご褒美１）」

　「おお、ありがとうございます。なによりの言葉です」

　「でも浅あさ見みさんを泣かせるつもりが、なんであたしが泣いてるんですかっ（ご褒美２）」

　「それは私に言われても……（実はそっちを狙ってたなんて言えない。逆ドッキリ的に）」

　「それにしてもルーチェの冒険、これで終わりとかすごくさびしいですねー……ＴＲＰＧ、もっと遊んでみたいです（ご褒美３）」

　「では今度、遊びでリプレイでも書いてみましょうか。ルーチェを使っていいので（笑）」

　「いいですね！　少なくとも、上級クラスまではいきたいです」




　どうやらこの世界にまた、ひとりのＴＲＰＧゲーマーが誕生したようです（ご褒美４）。








二〇一五年一月　〝菊池のキの字は修羅場のシュ〟な菊池たけし
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